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　王立レグド女学園──。

　王都から少し離れた緑豊かな郊外に建つこの女子校は、異世界レグドラドで唯一の異種共学校として知られる。

　その新年度。春の香りに満ちた朝の森の通学路を、一人の少女が走っていた。

　柔らかな金髪をなびかせ、制服に包まれた華きや奢しやな体が地を蹴って弾むたびに、細長い耳がピコピコと揺れる。人間ではない。エルフだ。

　名前を、リエッタという。

　種族特有の美貌を桃色に上気させ、額に汗を浮かべながらリエッタが走っているのは、寝坊して待ち合わせの時間に遅れてしまったからだ。昨日読書に夢中で夜更かししすぎたのがまずかった。

　青い瞳が向く先には、すでにリエッタを待つ三人のクラスメイトの姿が映っていた。

「お、おはようみんなっ！　ぜぇぜぇ……」

「遅いわよリエッタ。体力ゼロのくせに遅刻するなっての」

　真っ先に口を開いたのは、小学生……と言われてもおかしくない背丈の女の子だ。青みがかった髪をツインテールに結わえ、軽くむくれた顔でリエッタを睨にらみ上げる。

「ごめんね、ドムちゃん～」

「ドムちゃん言うなっ！　私の名前はエシャロットよ！」

「あれ、春休み前はマリアンヌって名乗ってなかったっけ？」

「気持ち的にエシャロットなのよ、今年度は！」

　妙にツンツンしているこの少女。エルフに厳しい種族と言えば、ドワーフと相場が決まっている。ずんぐりとはしていないし髭ひげも生えてないが、彼女の小学五年生ばりの小さな体には、規格外の筋肉がみっちり詰まっている。

　あと、本当の名前はゴドムだ。エシャロットでもマリアンヌでもない。

「……自分を偽るのは、よくない思う」

　すぐ横でぼそりと、別の少女が苦言を漏らした。

　赤毛の髪をポニーテールに結わえた子だ。引き締まった長身、鋭い目つきに笑顔の少ない表情が一見恐そうに見えるが、それでいて彼女が人一倍シャイな性格であることを、リエッタはよく知っている。

　耳は獣の毛に覆われ、長く伸びている。ミニスカートのお尻に設けられたスリットからは、フサフサの尾が垂れる。ライカンスロープ──獣人だ。名前をマーガレットという。

「マーガレットもおはよう。今日は朝練は休みなんだね」

「新年度初日だからな。その代わり放課後はずっと、新入部員の勧誘だ」

　リエッタの問いかけに、剣術部のエースは落ち着いた声で、小さく頷うなずいた。その腰には、鞘さやに収まった剣が携えられている。彼女が常に肌身離さずにいる一振りだ。

「今年も模擬戦やるの？」

「ああ、道場でやる。よかったら見にきてくれ。何なら入部してくれても──」

「いや無理でしょ。体力ゼロだし」

　リエッタ本人の代わりにゴドムが即答する。とはいえリエッタも同意だ。

　そこへ残りの一人が、おずおずと声を上げた。

「あ、あの、みんな、そろそろ行かないと、ほんとに遅刻しちゃうの……」

　吸い込まれるほどに艶つややかな長い紫の髪に、漆黒の角、炎のような赤い瞳。月夜にこそ映えそうな姿が、陽気な春の通学路には不釣り合いに見える。事実、この気弱な少女──モルモアは、エルフ族とは異なる「闇」側の存在だった。

「ほらぁ、リエッタが遅刻するからモルが焦ってるじゃん」

　ゴド……エシャロットが茶化す。リエッタがモルモアの方に目をやると、不意に視線が合ったモルモアは慌てて俯うつむき「ご、ごめんなさい！」と謝った。

「ごめんなさい！　どうせ私なんて大陸一つ吹き飛ばすぐらいしか能がないのに、いきなり生意気なこと言っちゃって……。あ、あの、リエッタちゃん、怒らないで……」

「あはは、心配しないでモル、誰も怒ってないからね？」

「ほ、ほんと……？」

　モルモアがおどおどした視線を上げ、リエッタの様子を窺うかがう。その頭をリエッタがよしよしと撫なでてやると、モルモアは頰ほおを赤らめ、「きゅぅん」と子犬のように鼻を鳴らした。

　これで──彼女が魔王一族の令嬢だというのだから、ギャップが激しすぎる。

「モルの言うとおりだ。行こう。今から歩けば走らずに済む」

　マーガレットが呟つぶやき、誰の返事も待たずにスタスタ歩き出した。

「あ、待ってマーガレットちゃん、置いてかないで……きゃっ！」

　モルモアが追いかけようとして転びかける。と、すかさずマーガレットが振り返り、素早くモルモアの体を抱き止めた。

「慌てなくていい。ゆっくり行こう、モル」

「はうぅ、ありがとうマーガレットちゃん。このまま手を繫つないでっていい？」

「うぐっ……す、好きにしろ。……そ、そんなにくっつくな……いや、好きにしろ」

「ちょ、バカップルか、あんたらは」

　何やらいちゃついているマーガレットとモルモアの後を、ゴド……（略）が呆あきれながら続く。リエッタが笑顔でそれを追う。

　四人はレグド女学園の、今日から三年生になる生徒達だ。クラス替えがないので、一年生の時からこのグループでいる。互いにすっかり気心が知れた親友同士だ。

「そういえばモルは、今日はワイバーン通学じゃないんだね」

「うん、あの……みんなと一緒に歩きたかったから……きゅぅん」

「あはは、モルったら自分で言って照れてる」

　リエッタの明るい笑い声に、モルモアがさらに赤くなり、ゴドムがニヤニヤし、マーガレットが素っ気ない風を装って無言で空を見上げた。

　つられてリエッタが目を上げれば、樹き々ぎの彼方かなたに輝く青空が広がっていた。

　晴天。始業式の朝。ここから始まる新しい一年──。

「あ、そうだ。みんな知ってる？」

　ふと思い出し、リエッタはクルリと回って、一同にそれを言った。

　軽く顔を赤らめ、まるで好きな異性のことでも口にするかのように。

「今日から新しい担任の先生が来るんだって！」

「何で赤くなってんのよ」

　ゴドムがツッコむ。しかしその目に好奇心の光が宿ったのは確かだ。

「男の先生？」

「うん、そう聞いてる」

「若い？　イケメン？」

「た、たぶん。噂うわさではそう聞いてる」

「種族は？」

「さ、さあ……」

　ゴドムの質問攻めに、さすがにリエッタが言いい淀よどむ。その横でモルモアが、期待と不安を込めておずおずと言う。

「や、優しい先生だといいな……」

「少なくともモルよりは弱いはずだから、恐がる必要ないと思うんだけど。……マーガレットはどう？　新しい先生」

　ゴドムがマーガレットに振る。マーガレットは淡々と返す。

「さあな。実際に顔を合わせてみなければ評価できない」

「んー、そういうクソ真ま面じ目めな答えは望んでないっていうかさ。若くてイケメンの新しい担任なんて、結構興味ない？」

「それはもちろ……いや、ないっ！　何を言わせる貴様！　クッ、殺せ！」

「落ち着いてマーガレット。人間の姫騎士みたいなこと言わないのっ」

　荒れる狼おおかみ少女を宥なだめるゴドム。リエッタは苦笑しながら、改めて通学路の彼方に目を向ける。

　荘厳な教会を思わせる形の白い校舎が、樹々から屋根を覗のぞかせている。あそこで、もうすぐ会えるんだ。先生に──。

　恋の予感にも似た胸の高鳴りを密ひそかに覚えながら、リエッタは元気よく叫んだ。

「みんな、早く行こう！　新しい先生が待ってるよ！」




　それから少し後──。王立レグド女学園の校舎に、心地よい鐘の音が鳴り響いた。

　春の新たな出会いを前に、少女達の緊張と期待が満ちる三年☆組の教室に、やがて一つの足音が近づいてきた。

　席に座り、そわそわと、ドアが開かれるのを待つリエッタ達。そんな彼女達の胸の鼓動に応えるべく──その先生はついに、みんなの前に姿を現した。
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「──初めまして、三年☆組のみんな！」

　無造作にドアを開け、どたどたと教壇に立った「彼」は、開口一番に元気よく叫んだ。

「オークのイツカだ！　担当科目は異世界文学だ！」

「オ……？」

　でかい図ずう体たい。プルプルしたブタ耳。絶対にエロそうなことしか考えてないニヤケ顔。

　突然教室に現れたオークの姿に、☆組の誰もが、瞬時に表情を凍りつかせた。

「へ……」

　リエッタの口から思わず空気が漏れる。その声を耳ざとく聞きつけたオークが、ゆっくりとリエッタの方を振り向いた。

「ブヒヒ、どうしたのかな、エルフさん？」

「へ……」

　目が合った。オークと目が合った。エロい目が。エロい声が。エロい鼻息が。そのすべてが自分に向けられた──。

　そう思った瞬間、リエッタの脳の中で何かがプツンとキレた。

「へ……変質者っ！」

「……え？」

「変質者っ！　オークっ！　女子校にオークっ！　いやぁぁぁぁっ！」

「……え？　え？」

「目的は下着？　盗撮？　はっ、まさか……私がエルフだからさらいにきたのねっ？」

「……え？　え？　え？」

「させるかっ！　変態オークは滅ぼすのみっ！　くらえっ、究極魔法、メテオ・インフェルノっ！」

「うぉぉぉぉぉっ？」

　オークを前に錯乱したリエッタが、容赦なく攻撃魔法をぶっぱなす。教室の天井に魔法陣が現れ、そこから召喚された無数の流星が、オークを丸焦げ叉チヤー焼シユーにせんと、威勢よく降り注いだ。

　激しい轟ごう音おんとともに噴き上がった爆炎が、たちまち教壇を覆い尽くした。

　学園の壁や床、備品は耐魔法素材コーティングのため、これしきの究極魔法で駄目になることはない。ただ、ターゲットとなった哀れなオークは、もはや消し炭に──。

「……おいおい、君は初日からやんちゃが過ぎるぞ？」

　いや、なっていなかった。晴れた爆炎の奥に、そのオークは平然と佇たたずんでいた。

　右手が頭上に掲げられている。その先に、まるで傘のように展開しているのは、魔法で生み出された強固なシールドだった。

「ま、まさかそれって、光の防御魔法、シャイニング・アイギス？　でも魔力のないオークがどうやって？」

　予想だにしなかった力を前に、リエッタが度肝を抜かれる。もちろんリエッタだけじゃない。マーガレットもゴドムもモルモアも、いや、ここにいる☆組生徒の誰もが、ピンピンしたオークを啞あ然ぜんと見つめていた。

　オークは、少しだけ焼け焦げた髪を軽く払いながら、愉快そうに答えた。

「不思議がることはないさ。これぐらいできて当然だ。古典的な黒板消しトラップに、窓から降り注ぐバケツの水、修学旅行のお約束こと流れ弾化した枕まで……生徒が繰り出す技はすべて防ぎきってこそ、完璧な教師ってものだからな」

　そう言うと──完璧なオーク先生は、改めて自己紹介をした。

「俺はイツカ。今日からこの三年☆組の担任になった。みんな、よろしくなっ！」
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　オーク──という種族を知っているだろうか。

　ファンタジー世界では定番の亜人の一種だ。人間とブタを足して二で割った顔。がっちり、もしくはでっぷりした体。腕っぷしは強く、魔力はほぼない。性格は野蛮かつ下品、そして悪質。オスしか産まれないことから、子孫を残すために他種族のメスを利用する。もっと具体的に言えば、人間やエルフの女をさらって無理やり子供を産ませる──。

　要するに、ファンタジー世界に生きる数ある種族の中でも、いろいろな意味で最低なやつなのだ。オークってのは。

　でもって……今の俺が、そのオークだ。よりにもよってな。

「みんなおはよう、出席を取るぞー」

「ま、また性懲りもなく現れたのね、このオーク！」

「そりゃ担任だからな。平日は毎日現れるさ。ほらリエッタ、諦めて席に着けって」

　殺気立った視線をこちらに向けてくるエルフ族の女子生徒をやんわりとあしらい、俺は今日も☆組の教壇に立った。

　いきなり隕いん石せき攻めに遭った始業式の翌日──。今年度から始まった俺の新たな教師生活の、その二日目の朝である。

　……その前に、改めて俺のプロフィールをまとめておきたい。

　大おお久くいつか。東京出身。男性。二十八歳。職業は高校教師。もちろん人間。

　以上が、俺のプロフィールだった。そう、過去形だ。

　で、これを現在進行形に直すと、こう変わる。

　イツカ。別の世界出身。男性。二十八歳。職業は高校教師。勤務先は、異世界レグドラドの王立レグド女学園。

　そして種族は──オーク。

　いや、いったい何で日本で教師をやっていた俺が、このレグドラドというファンタジー世界でオークになって、同じ仕事をしているのかって話だが。もちろんそうなってしまったのには相応の──そしていくつかの──理由がある。

　だが、まずは俺がオークになった事情について、軽く説明しておこう。

　率直な理由はただ一つ。このレグド女学園には、人間が入れないためだ。

　エルフもドワーフも、デーモンもドラゴンも、スライムもアンデッドも──この学園にはあらゆる人外の種族が揃そろっている。その中でただ一つ欠けているのが、事もあろうか人間なのだ。

　だから、人間である俺がこの学園で教師として採用されるためには、別の種族に変装するしかなかった、ってわけだ。

　いや、もちろん自力で変装なんてできやしない。俺がオークの姿でいられるのは、ある人物──もちろん人間じゃないが──に変身の魔法をかけられているからだ。ちなみに、俺をこの世界に召喚したのも、その人物の仕業だったりする。

　とまあ、そんなわけで俺は今、人間じゃなくてオークなんだが──。

　これがかなり不便だ。何しろさっきも説明したとおり、オークというのは最低の種族だからな。特に、女の子にとっては。

「さあ、改めて出席を取るぞ。──マーガレット」

「クッ、殺せ！」

　俺に名前を呼ばれた獣人の子が、鬼気迫る表情で俺を睨にらみ返してくる。これじゃライカンスロープというより、まるでオークに囚とらわれた姫騎士だ。

「……なあマーガレット、もうちょっと穏やかな返事はできないか？」

「黙れオークめ！　貴様に嬲なぶられるぐらいなら、いっそこの剣で刺し違えて──」

「なぶ……あのな、マーガレットはまず大きな誤解をしている。俺は教師として、生徒をそういう不適切な目で見たりはしない。安心してくれよ。だから剣はしまえ、な？」

　しかしマーガレットの鋭い目つきは変わらない。ちょっと恐いな、この子の気迫が。

　ともあれこのとおりだ。オークってのは、女子校の教師には向いてない。たぶんな。

「次、メルシア」

「はーい。ブタちゃんさぁ、実はブタちゃんって盗撮マニアで、☆組のパンチラ写真コンプするためにあたしらの担任になったって聞いたんだけど、マジ？」

「はっはっは、どう考えてもガセだな！」

「あたし今ノーパンだし、撮られたらゲロヤバくね？」

「ゲロヤバどころか逮捕だな俺が。あと、穿はいてくれ頼むから」

　褐色肌のギャルっぽい生徒──サキュバスのメルシアにひととおりツッコみつつ、彼女が机の上に載せた生足からそっと視線を逸そらす。……さすが淫魔サキュバス。危うく不適切な目で見るところだったぜ。

「よし次、ミーミン……は今日も欠席か。その次、ゲル」

「ゲルっ！」

「おー、今日もいい返事だな。さすが生徒会長。ああ、口からちょっと本体スライムがはみ出てるから、しまっとけな？　……次、ゴドム」

「エシャロットよ」

「エシャロット・オブ・ゴドム」

「勝手に混ぜんとってっ！」

　めきっ、と手にしたシャーペンを握り潰し、ドワーフの少女が方言で言い返した。

　この子はどうやら自分の名前に不満があるらしい。響きが可愛かわいくないから……ってことだろうか。うん、思春期によくあるよな、こういう悩み。

「ふざけてごめんな。ただ俺は☆組の担任として、やっぱりみんなの本当の名前をきちんと呼びたいんだ。みんなとの距離を縮めるため──ってのは大おお袈げ裟さかもしれないけど、少なくとも、距離を縮めるささやかなきっかけにはなると思うからな」

　俺はそう言って、笑顔を浮かべてみせた。

　作らない笑顔。飾らない笑顔。それが生徒の心を開くものだと、俺は信じている。

　そんな俺の笑顔に向かって、不意にあのエルフの子──リエッタが口を開いた。

「そこのオーク、気持ち悪いからニヤニヤしないで！　セクハラだよっ！」

「ちょ、何で笑っただけでセクハラになるんだよっ！」

　あんまりな言いがかりに俺が思わず叫び返す。しかしリエッタは憮ぶ然ぜんとした面持ちのまま、「だってオークだし」と意味の分からない根拠を述べた。

「お婆ちゃんが言ってたもん。オークが笑っている時はエロいことを考えている時だって」

「なあリエッタ、そいつはたぶん、果てしない偏見とか風評被害とかいうやつだ」

「じゃあ鏡で自分の笑顔を見てみなさいよ」

「え、鏡？　そんなこと言ったって、俺の真心から生まれた笑顔にいやらしさなんて何一つ──うわエロっ！　何だ俺の笑顔！　変質者か？」

　試しに覗のぞいた手鏡には、セクハラ野郎以外の何ものでもない下卑た笑顔が映っていた。あーあ、なんてナチュラルにエロい顔なんだ、オークって種族は……。

「そ、それでも！　見た目と心根は違う！」

「信じられない。オークだし」

「信じてくれ！　俺は本心から、みんなの名前を呼ぶこの時間を大切にしてるんだ！」

「名前ったって、私達の名前、ほとんど本名じゃないし」

「……え、マジかそれ？」

　いきなりとんでもないことを言われて、俺は面食らった。本名じゃないって？

「いったいどういうことだ？　この名簿は噓うそなのか？」

「そうよ、私の名前はエシャロッ──」

「ゴドムは合ってるようだが？」

「ちょっと！　さらりと流さないでよ！」

　文句を言うドワーフの子はさて置き。俺は改めてクラス名簿に目を落とす。言われてみれば……確かにフルネームじゃない。例えばさっきのゲルとか、明らかに本名じゃなくて口癖（むしろ鳴き声か？）をそのまま使ってるだけだし。

「ほとんどニックネームだよ」

　困惑する俺に、リエッタがそう説明した。

「種族によっては、ファーストネームとかセカンドネームの区別がない子もいるし、名前を付ける習慣がない子もいるの。だからこの学園じゃ、正式な書類以外は全部ニックネームで統一してるんだよ。出席名簿も含めてね」

　そんなことも知らないのか、と言いたげに、リエッタは呆あきれた調子で俺に説明してくれた。なるほど、異種共学校ならではの措置ってわけか。

　俺は──軽く思案してから、リエッタに言った。

「話は分かった。ただ俺は、できればみんなの本名もきちんと記憶しておきたい。それは担任の義務だと思うんだ」

「へー、言うね。じゃあ私の本名もちゃんと覚えてよ？」

「おう任せとけ。俺は完璧だからな。で、リエッタの本名は何て言うんだ？」

「フェンリエルトレッタ・ミリード・ファルウッド・ロ・マギアステ・モンテ（以下略）」

「……すまん。明日までに覚えておく」

　一筋縄ではいかない異世界のネーム事情に、俺は大きめの鼻をブヒィと鳴らした。
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「ではこの後は予定どおり、クラスごとに分かれて身体測定に入ります。担任の先生方は生徒の誘導。クラスを持ってない先生方は測定補助。以上、特に変更点はありません」

　☆組でのホームルームを終えた後、一度職員室に戻った俺は、改めて今日の打ち合わせを簡単におこなった。

　この日、新年度二日目は全校生徒の身体測定があるという。元の世界でも異世界でも似たようなものらしい。

「測定内容は、身長・全長・体重・座高・強度・視力・聴力・嗅力・魔力・加護力の順におこないます。最後に総合レベルを算出しますが、こちらは専門の業者に委託していますので、先生方が計算する必要はありません」

　……全然似てないな。何だよ、強度とか加護力とか。

　俺は口をポカンと開けながら、前に立って説明している嗄しやがれ声ごえの小男を眺めた。

　しわくちゃな顔に緑色の肌をした気味悪いオッサンだ。背丈は小学生ぐらいしかない。名前は……確かザムゥと言ったか。種族はゴブリンだ。

　ゴブリンといえば、オークと並んでファンタジー作品のやられ役として定番だ。もっともこの学園じゃ、ザムゥは三年生の学年主任。要するに俺の上司に当たる。

「ああそれと、イツカ先生」

「え？　あ、はい」

　そのザムゥにいきなり名指しされ、俺は慌てて返事をした。

「イツカ先生、☆組の誘導についてですが──」

「任せてください。完璧に誘導してみせます」

「いえ、それは他の先生にやってもらいますので、イツカ先生は身体測定が終わるまで職員室で待機していてください」

「……は？　なぜに？」

「生徒から不安の声が挙がってるんですよ。身体測定の場にオークがいることに」

　どういう意味だよ！

　えらく理不尽な誤解を受けていると悟り、俺は心の中で叫んだ。

　直後に解散を告げられる。他の先生達が持ち場に向かい始める中、俺は仕方なくデスクに突っ伏した。

「お気持ちはお察ししますよ、イツカ先生」

　ザムゥがガサガサした声で憐あわれみの言葉をかける。一応気遣ってくれているみたいだ。

「ピチピチした女子生徒の身体測定──。こんな涎よだれが出そうな光景を眺められないなんて、オークとしてさぞかしショックでしょうな。まあ、今度二人で遊びにいきましょう。女子校勤めで溜たまったムラムラを発散できる、素敵な店を知ってますから」

「……ザムゥ先生、俺べつにザムゥ先生の同類になった覚えないんすけど」

　何やら猥わい雑ざつな本性をダダ漏れにしている学年主任に、チクリと釘くぎを刺す。ザムゥは「またまた、オークなのにご謙遜を」とニタニタ笑うと、足早に職員室を出ていった。

　入れ違いに別の一人が話しかけてきた。今度は若い女の先生だ。名前はルート。狩猟とかいう聞き慣れない科目の担当で、デスクも俺の隣だ。

　緑の髪をポニーテールに結わえて、均整の取れた体を自前の新緑色のジャージに包んでいる。瞳の色も緑。何から何まで緑づくしだ。種族は樹きの妖精・ドリアードだという。なるほどな。

「イツカ先生、学年主任のことは無視していいですからね？」

　化粧っ気の薄い、それでいて愛らしい童顔に苦笑を浮かべながら、ルートが囁ささやいた。

「理不尽なことも多いと思いますけど、ファイトですよっ。もし悩むようなことがあったら、遠慮なく私に相談してくださいね？」

「ありがとうございます！　ルート先生は俺のこと誤解してないんですね！」

　不意の温かい言葉に、思わず俺は涙ぐんだ。よかった、こんな優しい人が同僚で。ちょっと恋しそうかも、俺。

「うーん、まだ知り合って二日目ですからね。本性が見えてから判断でいいかなーって」

「あ、割と現実的なんすね……」

　ルートの率直な言葉に俺は軽く脱力した。が、正論には違いない。人の性格なんて、種族だけで判断できるものじゃないからな。

　ぐったりする俺に、ルートが笑う。

「でも、オークだからって理由でいろいろ決めつけるのは、やっぱり間違いだと思いますから。例えば──ほら、イツカ先生って、魔法が使えるんですよね？　オークなのに」

　昨日の一件は、すでに職員室にも知れ渡っていた。

　確かにオークで魔法が使えるってのはレアな話だし、興味を引きやすいところだ。ただ、これを深く追及されると、俺の正体もバレかねないわけで──。

「ええまあ、簡単なやつだけなら、ちょっと」

　俺は言葉を濁しておいた。ルートには悪いがな。

「それじゃイツカ先生、また後で。今日は測定が終わったら生徒はそのまま下校ですから、イツカ先生は私達が戻ってくるまで、ここで待機しててくださいね？」

　そう言って、ルートは俺に手を振って去っていった。

　俺も笑顔で手を──いや、この笑顔はまずいと思い出して、真顔で手を振り返した。

　……そして独りになった。

　教室四つ分ほどの広さのある職員室に、俺だけしかいなくなった。

　一気に静けさが増した中、外から響いてくる生徒達のはしゃぎ声が、俺を孤独の外に繫つなぎ止とめている。

　窓越しに、グラウンドを挟んで向かいの第四校舎が見える。声はあそこからだろう。確か、複数ある測定会場のいくつかが、あそこの空き教室だったはずだ。

　大勢の生徒を待機させ捌さばいていくには、保健室だけではスペースが足りない。だからアリーナや空き教室も使い、生徒はそこを回っていく形だ。

「それにしても……暇だな、俺一人だけ」

　手持無沙汰だなと思い、俺は何となく辺りを見回してみた。

　整然と無人のデスクが並ぶ職員室の風景は、俺が元の世界で見たものと大きく変わるわけじゃない。ただ壁や天井は鉄筋コンクリートと違って滑らかな光沢があるし、デスクはどれも木製の黒塗りで、欧風の装飾が散りばめられている。全体的に格調高い。

　パソコンの代わりに置かれているのは、魔法的な模様の木枠で縁取られた、大きめの鏡状のプレートだ。専用の操作ボードを繫ぐことで、誰でも簡単に使える。……まあ、操作方法を覚えるのに、一週間の特訓を費やしたがな。

　他に目立つものといえば、同僚達が各々自分のデスクに置いている教材や私物ぐらいだ。ルーン文字の走るプリントや分厚い魔導書。あるいはマジックアイテムと思われる水晶球や不気味な人形……。

　ルートのデスクには、小さな花瓶が飾ってある。水しか入ってないけど。

　そんな中──ふと、ザムゥのデスクの横に、面白そうなものがあるのに気づいた。

　大きめの段ボールサイズの宝箱だ。閉ざされた蓋には手書きの文字で、「生徒没収品・断りなく開けるべからず」と書かれている。

「どこの世界でもやることは同じか。……どんなものが入ってるのかな？」

　好奇心に駆られてそばに寄り、蓋に手をかけてみる。まさか開けた瞬間爆発なんてしないよな……と少し身構えながら、俺はそっと宝箱を開けてみた。

　中からは一冊の薄い本が出てきた。表紙に「成年向け」と書かれている。

「こ、これは……まさかこの世界のエロ本っ？」

　生徒が持ち込んだものか。それともザムゥが隠している私物か……。どっちにしろ、俺の好奇心はすでに抑えが利かなくなっていた。

「ちょ、ちょっと中を見てみようかな。いや、べつにやましい気持ちじゃない。あくまでこの世界のことを深く知るために、ちょっとだけ……って、何だよこれ！　全裸のサイクロプスが絡み合ってるやつじゃねーかよっ！」

　マッチョな一つ目巨人が二人、濃厚な何かをヤっている写真が、全ページに渡って堂々と展開していた。ああこれ女子生徒が持ち込んだやつだわ、絶対に。

　かなりハードなものを見た気がして、俺はそそくさと本を箱に戻そうとした。

　そこで──目が合った。

　いつの間にか物陰からこちらを窺うかがっていた、エルフの教え子と。

「り、り、リエッタ！　いつからそこにっ？」

「さっきからだよ！　ていうか……すごいね。オークってほんと見境ないんだね」

「誤解だ！　俺はべつに、こういうマッチョなのには興味ない！」

「つまり線が細いオトコの絡みの方がいいと？」

「なんでオトコオンリーなんだよっ！　あとリエッタ、身体測定はどうした？」

　今リエッタが身に着けているのは、学校指定の白のシャツに紺のスパッツ。なかなか眩まばゆい姿だが、これは明らかに測定の途中だ。

「さては抜け出してきたな？」

「ふっふっふ、当然だよ！　測定中はオークだけ職員室で待機だって聞いて、こうやって探りにきたってわけ。オークが一人になれば、絶対に本性を現して何かやらしいことをするはず……。そう踏んで見張ってたら、案の定ボロを出したね！」

　そう言ってリエッタは、自信満々なドヤ顔で、ビシッと俺を指さした。

「観念しなさい、オーク！　あんたはもうこの学園にはいられない！　みんなの操を守るためにも、今この場で私が討伐してやるわ！」

「いや、女子校の先生がオトコ同士の絡みに夢中になってるなら、むしろ安全って気もするけど……ってそういう問題じゃない！　と、討伐だとっ？」

　もしかして──昨日の雪辱戦なのか？

　思わずたじろいだ俺の前で、リエッタが呪文を唱える。さっそく攻撃魔法が……というわけではなく。

「イリュージョン・コロッサム！」

　同時に周囲の景色がグニャリと歪ゆがんだ。

　今まであったはずの職員室がたちまち消え、代わりに現れたのは、均ならされた土に覆われた巨大な広場。その周囲には観客席が設けられ、青空の下、大勢の観衆が俺とリエッタを遠巻きに見守っている。

「これは……闘技場？　なるほど、魔法で生み出した疑似空間ってわけか」

「どう？　これなら心置きなく本気出せるでしょ？」

　リエッタがほくそ笑む。そんなリエッタに、観客達がいっせいに声援を送り出す。

『リエッタちゃん、頑張ってー！』

『変態オーク、くたばれー！』

　観客といっても本物じゃない。板に絵を描いて切り抜いた、書き割りみたいな代物だ。とりあえず……俺を応援してくれる客は一人もいないみたいだな。

「さあ、始めるよ！」

　颯さつ爽そうとリエッタが言い放ち、俺は身構えた。

　さて──どう指導するかな。
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「いきなり行くよっ！　究極魔法、メテオ・インフェルノっ！」

「だったらこっちも、シャイニング・アイギス！」

　突然火蓋が切られた俺とリエッタの勝負は、まず昨日の再現から始まった。

　頭上から降り注ぐ隕いん石せきを光の盾で受け止める。その刹那、リエッタがニヤリと笑い、すかさず次の一手を繰り出してくる。

「今だっ！　アンチマジック！」

　彼女の声に合わせて、俺のシールドがミシッと嫌な音を立てた。

　アンチマジック──。確か魔法の教科書に載っていた。魔法効果を消滅させる力のある、特殊な呪文だ。広範囲には影響しないが、シールドを狙うには充分に違いない。

「やばっ、破壊される！」

　とっさに危機を察し、盾を手放して大きく後あと退ずさる。直後、その場に残された光の盾を粉々に打ち砕いて、何発もの隕石が地面を穿うがった。

　もうもうと土煙が立ち込める。だが、これで終わりじゃない。その土煙を貫いて、今度は無数の火の玉が俺目がけて水平に突っ込んできた。

「あ、危ねぇっ！」

　とっさに横に転がって躱かわす。晴れつつある土煙の向こうから、リエッタが再度俺に狙いを定めるのが見えた。

「ブレイズボルト！」

　掛け声に合わせて生み出された火の玉が、俺に向かってまっすぐに飛んでくる。

　転がる。着ている背広を炎が掠かすめ、少し焦がされる。俺は急いで立ち上がると、再び光の盾を目の前に展開する。そこに何十発もの火の玉が、高速で叩たたきつけられる。

「さーて、たかがオークの浅い魔力で、エルフの本気にどれだけ耐えられるかな？」

「なあリエッタ、それ悪役の台詞せりふじゃないか？」

「悪役のオークが先生やってる方がどうかしてるよ！　アンチマジック！」

　またも光の盾が破壊された。これじゃ後手に回る一方だ。

「まあ百歩譲ってオークが先生やってもいいけどさ、担当が異世界文学って何？　そんな科目聞いたこともないし。だいたい常識で考えて女子校に来る？　採用される？　あとあんたがよく口にしてる『完璧』ってどういうことよ。どこの世界に隕石召喚魔法を完璧に防御するオークがいるのよ。ああもうイライラするっ！　メテオ・インフェルノ！」

　イライラついでに、隕石が召喚された。俺は同じようにそれを盾で受け止め──はしなかった。

　同じことを何度やってもきりがない。そろそろ相手のペースを乱してやる番だ。

　俺は迫りくる隕石の一つに向かって、新たな一手を放った。

「ブレイズボルト！」

　それは、リエッタが見せた火炎魔法と同じものだった。

　こいつの利点は高速での連続攻撃が可能なところだ。リエッタが俺の盾を連打したように、俺は自分を直撃しかけている隕石に向かって、何十発もの火の玉を打ち上げた。

　轟ごう音おんを立て、隕石が粉々に砕けた。破片がバラバラと降り注ぎ、残った無傷の隕石が俺の周りにクレーターを並べる。しかしその中心で、俺は無傷のままほくそ笑んだ。

「──まあ、ざっとこんなもんだな」

「う、うそ……」

　リエッタが啞あ然ぜんとしている。俺が大規模のブレイズボルトを操ったこと──。完全に計算外だったようだな。

「あ、あり得ない！　何でオークのくせに、そんなことまでできるわけ？」

「さあ、何でかな」

「誤魔化さないでよ！　初歩的な火炎魔法で隕石にカウンター入れるなんて、普通のオークにできるわけないじゃない！　……わ、私だってできないのにっ！」

　悔しげに俺を睨にらんだリエッタが、火の玉を一発放った。

　俺は同じく火の玉を繰り出して軽く相殺すると、リエッタを宥なだめるように、言った。

「よし、種明かしだ。実は、俺はただのオークじゃない」

「は？」

「──異世界から来たんだよ。こことは違う、別の世界から、な」
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　イツカとリエッタの決闘（？）がおこなわれている、ちょうどその頃──。

　向かいの校舎の一階にある空き教室では、☆組の生徒達が身体測定の真っ最中だった。

「やばいわー。全然背伸びてないのに、また体重増えたわー」

「ゴド……エシャロットちゃんは、密度が上がっただけだから大丈夫だと思うの」

「それ嬉うれしくないよモル。全身筋肉ってことじゃん」

「ご、ごめんなさい！　どうせ私なんて生きとし生ける者の心の闇を吸収してるだけで、太りも瘦せもしないから、体型が変わる悩みがよく分からないの！　はうぅ……」

「体型は変わらないけど形態が変わるじゃん。あの絶望感満載の第五形態とか」

　そんなドワーフ娘と魔ま王おう姫きのカオスな会話が繰り広げられる横で、マーガレットがコソコソとシャツを脱いで、滑らかな背中を晒さらしている。

　これから測定する「強度」は、皮膚の頑強さを調べるために、専用のシート状の測定器具を鳩みぞ尾おちと背中に貼りつける。どうしても上半身だけ裸になる必要があるのだ。

「おー、マーガレットって肌スベスベだね」

「じ、じっくり見るなっ」

　ゴドムに言われ、マーガレットが恥ずかしげに背中を丸めた。

「オッパイでかっ。いいなぁ。あ、でもリエッタほどじゃないかな」

「……クッ、殺せ！」

　真っ赤な顔で待機列から進み出るマーガレット。腰を下ろした椅子の正面でシートの準備をしているのは、相変わらず緑ジャージ姿のルートだ。

「はーい、ちゃっちゃと終わらせないと、ずっと恥ずかしいよ？　さあ、背中伸ばして。……マーガレットさんって体毛薄いのね。あれ、でも獣人族なのよね？」

「こういう体質らしい。気にしないでくれ」

　ルートの指摘を流し、マーガレットは胸を強調するように、グイッと背を反らした。

「そんなにオッパイ見せつけなくても、これ鳩尾に貼るだけだからね？」

「クッ、殺せ！」

　一辺倒なマーガレットの反応に苦笑するルート。その隣にある別の椅子には、生徒会長のゲルが座っている。小柄のおしとやかな美少女といった見た目の彼女は、マーガレットと違ってシャツを着たままだ。

「じゃあゲル、強度測るから全部脱いで」

「ゲルっ！」

　担当の教師に言われて元気よく返事をしたゲルが、口をカパッと開ける。と、喉の奥から真っ青な粘液がニュルニュルと溢あふれ出て、ドサリと床に落ちた。

　サイズにして直径１・５メートルの粘液の塊。スライムだ。というか本体だ。脱ぎ捨てられた美少女姿の「皮」は、芯を失ってクニャリと萎しぼんでしまった。

「おー、ゲルも肌スベスベだね。なんかコラーゲンたっぷりって感じ」
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　ゴドムが、自分もシャツを脱ぎながら、感心したように言う。彼女自身は筋肉の塊といいつつ、見た目はただの華きや奢しやな子供でしかない。

　さらにその横でおずおずとシャツを脱いでいたモルモアが、ふと呟つぶやいた。

「あれ、そういえばリエッタちゃんは……？」

「知らない。さっきから姿が見えないから、はぐれたんじゃない？」

　ゴドムが素っ気なく答える。測定中はクラス単位で行動する決まりになっているが、実際は厳密に守られているわけじゃない。たとえまとまって移動していたとしても、何だかんだで気がつけばバラバラになってしまうのが普通だ。

　それに、どうせこの後は流れ解散だ。きちんとすべての測定を済ませさえすれば、単独行動していても一向に構わないし、先生も何も言わない。

「マーガレットさん、強度８・３──と。次はモルモアさんね。去年は18万だったかしら。上がってるといいね」

「よ、よろしくお願いします……」

　手で胸を隠しながら、モルモアが恐る恐る椅子に向かう。入れ違いにシートを外したマーガレットが立ち、反射的にモルモアの胸に目を向ける。

「ふぇぇ、マーガレットちゃん、見ちゃダメだよぉ」

「み、見てないぞ、断じてっ！　……ち、ちらっとだけしか」

　真っ赤になりながら、マーガレットは逃げるようにして、自分のシャツを取りに戻る。

　そこで──彼女はふと気づいた。

　窓を塞いだカーテンの、そのわずかな隙間。そこに何やら蠢うごめく影が見えたことに。

　──まさかこれは！

「みんな気をつけろ！　覗のぞきだっ！」

　半裸のままとっさに身構え、マーガレットが叫んだ。

　直後──☆組生徒達の悲鳴が、校舎中に響き渡った。
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「異世界って……それ世よ迷まい言ごと？」

「残念ながら事実だよ。俺はつい先月、いきなり学園長に別世界から召喚されてな。学園長が俺を教師として採用したいって言うんで、それでここに入った。……まあ、紆う余よ曲きよく折せつはあったけどな」

　隕石のおかげですっかり凸凹になった闘技場の真ん中で、俺はリエッタと睨み合ったまま、話を続けていた。

　あれからリエッタが攻撃を仕掛けてくる様子はない。ただ身の構えは解いてないから、降参した……ってわけじゃなさそうだが。

「別世界から召喚って……それ本当なの？　ま、まあ、うちの学園長ってすごい力を持った神官らしいから、それぐらいの魔法は使えるんだろうけどさ」

「ああ。ところが、採用されるにしても大きな問題があった。俺の住んでいた世界とこの世界とじゃ、扱う科目があまりに違いすぎたんだ。俺のいた世界には魔法の授業なんかなかったし、歴史や文字もこの世界のものとは全然違ったからな」

「……だから異世界文学ってこと？」

「お、吞のみ込みがいいな。そう、俺が住んでいた世界の文学を、この学校で教える──。それが新科目・異世界文学だ。そういやリエッタは翻訳家を目指してるんだったよな。どうだ、興味あるんじゃないか？」

「よ、よく知ってるね、そんなこと……。どうせ進路志望の書類見ただけでしょ？」

　リエッタは軽く頰ほおを赤らめ、唇を尖とがらせた。

　俺は、肯定も否定もしないでおいた。黙っている俺に、リエッタはなおも嚙かみつく。

「でも納得できない。何でわざわざ新科目を作ってまで、別世界からオークに来てもらわなきゃいけないの？」

「そのオークってのは……まあ、そうだな。理不尽に思えるだろうな」

　実は人間だ──という言葉は、寸前で吞み込んだ。

　本当ならすべてを誠実に説明したいところだった。しかし、ここで正体を明かしてしまうのはまずい気がした。

　いろいろと複雑な事情がある。この学園にも。それに……俺自身にも。

「俺はな、向こうの世界でも教師だったんだよ」

　仕方なく言葉を濁したまま、話の続きに入った。

「担当科目は国語。部活動では文芸部の顧問だった。まあ、それはともかく──俺はな、そこで『完璧教師』と呼ばれていたんだ」

「……それ自分で言ってて恥ずかしくない？」

「ぶっちゃけ、めっちゃ恥ずかしいぞ」

　そりゃそうだ。自画自賛にも程がある。……が、まあ、言われて悪い気はしない。

「一応そう呼ばれるだけの努力は重ねたつもりだ。どうすれば面白い授業ができるか。どうすれば生徒達の心をつかめるか。どうすれば学校問題を解決できるか──。とにかくあらゆることに全力で向き合い、少しずつ実績を積んでいった。そのご褒美として、『完璧』の名が与えられたんだと思っている。──で、だからこそ、だ」

　そう、だからこそ。

「俺は要するに、ヘッドハンティングされたんだ。この学園を救うためにな」

「学園を、救う……？」

　リエッタが訝いぶかしげに俺を見た。身の構えが乱れる。動揺したのかもしれない。

　俺は、自分も身の構えを解き、ゆっくりと頷うなずいた。

「廃校だよ」

　例えば──これが剣と魔法の大冒険物語だったなら、校舎の地下に封印された大邪神や古代兵器を巡る戦いが……なんて話になっていたかもしれない。が、あいにくこのレグドラドは平和な世界だ。聞くところによれば、勇者と魔王が激しい戦争を繰り広げていたのは、もう三十年も前のことだという。

　だから俺は、強大な悪とバトルをするためにここに来たわけじゃない。俺が相手にしなければならないのは、もっと現実的で厄介な問題だった。

「この学園が消えるかもしれないんだ。まあ、今すぐってわけじゃないが、今年の新一年生が卒業する三年後にはな」

「ど、どうして？」

「脱落者が多すぎるためだ──ってさ」

　俺を召喚した学園長は、そのように言っていた。

　脱落者……。つまり退学や転校という形で学校を去っていく生徒のことだ。いや、生徒が自分からそれを選んだのなら、俺は「脱落」なんて表現はしたくないけどな。

「リエッタも知ってのとおり、このレグド女学園は異種共学校だ。授業内容や設備もそれに合わせて、いろいろな種族に対応できるように作られているが、どうしたって限界はある。すべての種族に最適な環境が与えられるわけじゃない」

「そんなの……みんな覚悟の上でここに入ってるのに」

　リエッタの表情が小さな悲しみに歪ゆがむのが分かった。俺は笑顔で……少なくともオークなりの笑顔で、その言葉を受け止め、頷いた。

「リエッタは強いな。……ただ、中にはそこまで強くなれない子もいてな。一番の問題は人間関係だよ。自分とは違う種族の中で馴な染じめずに、結局学園を去っていく生徒が、毎年必ず出ている──。これが、この学園の一番の問題になってるんだ」

　リエッタは何も答えなかった。この子は友達も多いようだし、孤立化の心配はないだろう。しかし──思い当たる節はあるに違いない。周りを見ていれば嫌でも気づく。

「この学園が設立されてから十年。クラス全員が揃そろって卒業できたケースは、今のところゼロだ……って話だ」

「だ、だからって、廃校なんて……」

「もちろん学園長の意志で廃校にするわけじゃない。ただな、外から飛んでくる意見が、やっぱり大きいんだ。──教育機関は種族ごとに設けるべきであり、レグド女学園のような異種共学校は必要ない──ってな」

　いや、これ自体は、決して理屈のない意見ってわけじゃない。そもそも共存とは、何もかもを一緒にすることじゃない。互いの領域や違いを認め合って初めて成立するものだ。

　とは言え、敢あえてその種族の垣根を越えて夢に向かおうとする子供達がいるのなら、その選択肢を摘み取るのは間違っている──と俺は思う。

　リエッタは口を噤つぐんだまま、その目を足元に向けて、じっとしていた。

　体が小刻みに震えている。それだけショックを受けている、ということだ。

　なぜリエッタがそこまで感情的になっているのか──。しかし、その答えを彼女が言い出すことはなかった。

「──クラウド・ファントム！」

　不意にリエッタが顔を上げ、呪文を唱えた。

　青空に浮かぶ雲がリエッタの頭上に収束し、巨人の姿となる。その大きな右手が一気に伸びて、たちまち俺の体を捕らえた。

　いきなりの不意打ちだった。俺は光の盾を展開する暇もなく、瞬く間に全身を拘束され、巨人の目の高さまで持ち上げられてしまった。

「お、おい、まだ話は終わってないぞ！」

「聞く必要なんてないよ。あんたがこの学園に来たからどうなるって言うの？」

　リエッタはそう言うと、巨人にもう片方の手を差し出させて、ふわりと身を乗せた。

　そのままエレベーターよろしく、俺と同じ高さまで上がってくる。闘技場から地上数十メートルの地点で、リエッタは巨人の手の平に仁王立ちになり、拘束された俺を勝ち誇ったように睨にらみつけた。

「この学園を救う？　そんな台詞せりふを言えるのは、よっぽど信頼できる先生だけだよ。でもそれは少なくとも、あんたみたいなオークじゃない！」

「じゃあ誰ならいいんだよ！」

「それは……う、うるさいっ！　文句があるなら、この私に勝ってみなさいよ！」

　一瞬言葉を濁したのは何だったのか。いや、とにかく今は、この状況から脱出するのが先だ。

「──よし、そろそろいいだろう」

　俺は全身を絞め上げられたまま、静かに言った。リエッタが怪け訝げんな顔を見せる。

「は？　何がいいの？」

「終わらせるんだよ。これで勝負あり、だ」

　そして──俺は最後の一手を繰り出した。

　最終的にこうすると決めていた、とどめの指導的一撃を。

「──アンチマジック！」

「え、ちょ、バカ、何唱えて──」

　リエッタが動揺を見せた瞬間、雲の巨人が崩れだした。

　アンチマジックは、魔法効果を消滅させる力を持つ特殊魔法。つまりこの巨人は、もはや形を保てない。

　固形化していた雲が、本来あるべき水の粒に戻っていく。俺が拘束を解いて自由になるのと、リエッタが手の平から落ち始めるのと、同時だった。

「お、落ちるぅぅぅっ！」

　悲鳴を上げるリエッタ。俺がとっさに手を伸ばすと、彼女は慌ててつかみ返してきた。

　耳元にごうごうと空気が轟とどろく中、二人の距離が縮まる。空中に投げ出された俺の体に、リエッタが夢中になってしがみついた。

　そして俺達は重力に引かれ、そのまま地上に向かって真っ逆さまに──。

「……っておい、落ちないからな？」

　俺に抱きついてプルプル震えているリエッタに、俺はいたずらっぽく笑いかけた。

「え……？」

　リエッタが目を見開く。そこで彼女が何を見たかは、言うまでもないだろう。

　アンチマジックの効果が何をもたらすか──。もちろん俺達は、何でもない職員室の真ん中に横たわっていただけだった。

「って、えーっ？　な、何でっ？」

「いや、だってあの闘技場、リエッタが魔法で生み出したやつだろ？」

「で、でも！　丸ごと消すっ？　ていうか普通、丸ごと消せるっ？」

「消したぞ俺は。……あと、そろそろ離れてくれないかな。さすがにいつまでも抱きつかれてると、ちょっと教育者としていろいろ困るというか──」

「うっひゃぁ！　なに抱きつかせてんの、この変態オークっ！」

　自分からしがみついていたリエッタが真っ赤になって、思いっきり俺を突き飛ばした。俺は尻餅をつきながらも、笑ってリエッタを眺めた。

「な、何よ！　女子生徒に抱きつかれたからって、エロい顔して！」

「エロくないっての！　とにかく、俺の勝ちみたいだな」

「うぅ……。あ、あり得ない！」

「経験を否定して学ぶものなしだ。素直に受け入れとけって」

「で、でもっ！　何でオークが魔法でエルフに勝つわけっ？」

「そりゃ俺が──そうだな、完璧な先生だから、かな」

　にんまりと笑った俺に、リエッタが悔しそうな目を向ける。

　……その時だ。向かいの校舎から、生徒達の悲鳴が聞こえてきたのは。
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　騒ぎを耳にして俺がグラウンドに出た時、ちょうど向かいの第四校舎の前では☆組の生徒達が集まって、何やら殺気立った顔で話し合っているところだった。

「ここだ。足跡が残っている。ちょうどこの窓から覗いていたようだな」

「許せない！　取っ捕まえてうちの溶鉱炉にぶち込んでやるんだから！」

「まだそう遠くへは行ってないはずだ。すぐに捜そう」

　窓の前を調べているのはマーガレットとゴドムだ。周りにはモルモアやゲル、それにルート先生達が立って、心配そうな顔で様子を見守っている。

　どうやら覗のぞき魔が出たようだ。俺は急ぎ足でそちらへ向かおうとした……のだが。

「で、マーガレット、覗き魔の顔は見た？」

「いや……。だが、頭の形はこの目に焼きついている。不快なブタ耳を生やしていた。そう、あれは間違いなく、オーク──おや？」

　ゴドムの問いかけにそう答えていたマーガレットが、ふと俺に気づいて顔を上げた。

　ゴドムもまた、その視線を追ってこちらを振り返った。

　さらにモルモアやゲル、ルートが。さらにさらに、その周りにいた☆組の生徒がいっせいに顔を上げ、俺をまっすぐに凝視した。

「……犯人発見？」

　ゴドムが呟つぶやいた。

「ああ、他にあり得ないな」

　マーガレットが頷いた。

「や、やっぱりオークってエッチなのね……」

「ゲル！　ゲル！」

　周りにいるみんなが口々に言い立てた。

　これは……間違いない。今俺は明らかに、とんでもない濡ぬれ衣ぎぬを着せられている！

「ちょ、ちょっと待ってくれみんな！　何で俺が疑われてるんだ？」

「この窓からオークが覗いてたからよ。つまり先生よ」

「いやいやいや！　ゴドム、そりゃ間違いなくオーク違いだ！」

「エシャロットじゃ！　だいたいオーク違いもオウムガイもあるか！　この学園にいるオークはあんた一人だけじゃわ！」

　興奮のあまり方言交じりになったゴドムが、俺にビシッと人差し指を突きつける。さらにマーガレットが抜き身の剣を構え、俺の前に進み出た。

「この猥わい褻せつオークめ、ブタコマにしてやる！　そこになおれっ！」

「豚汁にでもする気かよっ！　ルート先生助けてください、俺めっちゃ疑われてます！」

　慌ててルートに助けを求める俺。しかしルートはどこか憐あわれむような目で俺を見ると、ふうと悩ましい溜ため息いきをついただけだった。

「イツカ先生……。やっぱりオークの宿命は越えられなかったんですね。新任二日目にして生徒の裸を覗いてしまうだなんて……」

「覗いてないっすから！　俺が覗いたのはサイクロプスの──」

　いやそれはどうでもいい。とにかく今は、この濡れ衣を晴らさなければならない。

　だがこの時点ですでに、俺は周りを生徒達に取り囲まれていた。正面には剣を構えたマーガレットが。サイドには腕まくりしたゴドムと、闇のオーラをまとったモルモアが。後ろを見れば口から本体をはみ出させたゲルが──。

（……まずいな。逃げ場がない）

　これから飛んでくるであろうすべての攻撃を防御魔法で完璧に食い止めたとして……それだけでは、この疑いは晴らせない。俺はどのみち新任二日目にして生徒の身体測定を覗いた猥褻教師として、学園を追放されてしまうに違いない。

（くっ、どうする……？）

　額に汗が浮かぶ。このピンチを完璧に切り抜けるにはどうすればいいか……。俺が懸命に頭をフル回転させようとした、まさにその時だった。

「待ってみんな！」

　……突如飛んできた声が、みんなの怒りを制したのは。

　俺がもう一度振り返ると、ちょうどリエッタが向こうから走ってくるところだった。

「違うの！　こいつは……の、覗きなんか……ぜぇぜぇ」

「おい大丈夫か？　息上がりすぎだぞ？」

「う、うるさい！　体力ゼロの私を走らせたあんたが悪い！　ぜぇぜぇ」

　息切れしながら俺を叱り飛ばしたリエッタは、足を止めてゴドム達に向き直った。

「そのオークは……覗きなんかしてないから！」

「……リエッタ？」

　ゴドムが目を瞬しばたたかせる。いや、それは俺も同じだ。☆組で一番俺のことを嫌っていたはずのリエッタが、その俺をいきなり庇かばい出したんだからな。

「リエッタ、何言ってんの？　オークが覗いてたんだよ？　こいつ以外に誰がいるの？」

「だ、だってゴドム」

「ああもう、エシャロッ──」

「いいから聞いてよゴドムっ！」

「うぐ……」

　ゴドムが言い返そうとしたお約束の流れは、リエッタの剣幕に押し切られてしまった。

「みんなも聞いて！　私、つい今までこのオークと一緒にいたの！　だからこのオークにはアリバイがあるの！　こいつは覗きなんて絶対にやってないから！　そりゃオークだから怪しいのは仕方ないけど──」

　そこでふと言葉を止め。

　それから改めて決意したように、リエッタははっきりと言った。

「このオークは──イツカ先生は、絶対に潔白だから！」

　この瞬間。ふと、他のすべての音が止まったような気がした。

　リエッタの口から出た言葉が、じわじわと、俺の耳から脳へ、そして心へと染み込んでくるのが分かった。同時に肩の力が抜け、胸の奥から深い息が溢あふれ出る。

　──イツカ先生、か。やっとそう呼んでくれたな、リエッタ。

　そう、俺はピンチでも何でもなかった。ただ始めから、リエッタのことを信じていれば、それでよかったんだ。

　──ありがとう、リエッタ。俺を認めてくれて。

「じゃ、じゃあいったい犯人はどこに……？」

　マーガレットが剣を引っ込めながら、リエッタに訊たずねる。その時、ふとモルモアの視線が俺から離れ、グラウンドの片隅に向けられた。

「あら、負のオーラを感じる……」

「ってか、あそこにいるしっ！」

　見ればなるほど、校舎の陰に身を隠すようにして、俺と同じブタ耳にニヤケ面のオークが一人、こちらを窺うかがっているところだった。となれば──もはややることは一つだ。

「お前か！　俺に濡れ衣を着せた覗き魔はっ！」

　俺は生徒達の輪を飛び出すと、グラウンドをまさに猪ちよ突とつの勢いで猛ダッシュし、覗き魔オークの胸倉を取っ捕まえた。

「しかも何で下半身丸出しなんだよてめーはっ！」

「ブヒヒっ！　ＪＫ！　ＪＫ！」

「やかましいこの変態っ！」

「何をっ？　おらみたいな平凡なオークに、何てひでぇこと言うだ！」

　マジかよ。オークってこれが標準なのかよ。最低じゃねーか。

　俺は呆あきれた顔で、ブヒブヒ言う変態オークを見下ろした。変態オークはそんな俺に向かって、羨ましそうに話し続ける。

「しかしおめぇ、上う手まいことやっただな。女子校の先生になってＪＫに囲まれるなんて、サイコーでねぇか」

「はあ？　あのな、お前……」

「皆まで言うな！　同じオーク同士、おめぇの魂胆はよぉく分かるだ。どうだ、おらもここに雇ってもらえねぇか？　おらとおめぇで、めんこいＪＫと異種婚しまくるど！」

「……お前、俺を見くびるなよ？」

　俺は、少し抑え気味にした声で、変態オークに言い返した。

　冷静に考えれば、こんなどうでもいいやつの言葉に怒る必要なんて、ないのかもしれない。ただ──俺なりのラインを、今こいつは確かに超えていた。

　だから、言わずにはいられなかった。

「授業、部活、進路に生活……。教師ってのはな、生徒のそんなあらゆる場面を──青春時代のすべてを支え、守るのが仕事なんだよ！　それを……何がＪＫと異種婚だ！　そんな下心が理由で教師になりたいなんて、間違っても口にするな！」

　そう叫ぶや、俺は迷わず魔法を発動した。

　防御魔法──ではない。俺の怒りを表すのに、最も相応ふさわしい魔法だ。

「究極魔法！　メテオ・インフェルノっ！」

　それは、俺がリエッタからさんざん食らった、あの隕いん石せき召喚魔法だった。

　刹那──変態オークの頭上に魔法陣が現れ、無数の隕石を降り注がせた。

「ブヒィィィッ！」

　爆炎とオークの絶叫が、グラウンドの一角を盛大に包み込んだ。

　やがて土煙が消えた後、そこには黒焦げのオークが……なんて物騒なことはなく、やつはただ目を回して気を失っているだけだった。

　もちろん、わざと狙いを外しといたからな。完璧に。

「──先生！」

　そこへリエッタが駆け寄ってくる。俺は下半身丸出しの変態オークをうつぶせに転がすと、汗ばんだ両手を軽く払って、リエッタに向き直った。

「よぉリエッタ。片づいたぜ」

「見てたよ。ていうか……先生は何なの？　何でオークが究極魔法まで使えるの？」

　リエッタはすっかり驚いている。いや、リエッタだけじゃない。遠巻きに眺めていた他の生徒達も、みんなポカンとしている。

　俺は苦笑し、「完璧だからな」とだけ答えておいた。

　それから、納得できずにいるリエッタの言葉を遮り、俺は言った。

「そういや、さっきの話が終わってなかったな。──この学園を廃校から救う。そのためには、『脱落者』が一人も出ないクラスが必要なんだ。だから俺が呼ばれた」

「そ、それって──」

「そう、今この学園には、奇跡的に『脱落者』が一人も出ていないクラスがある。そいつを、俺が受け持つ。──だから俺は、☆組の担任になったんだ」

　三年☆組。これまでの二年間、一人も転校や退学を出さず、三年目に突入したクラス。

　この☆組を卒業まで守り抜くのが、学園長から受けた俺の使命なのだ。

「約束するぜ、リエッタ。全員揃そろって卒業させてやるってな」

　☆組が成功のモデルケースになれば、廃校にさせない理由ができる。生徒の夢が大人の都合で潰されるような事態は防げるんだ。だったら、俺が手を貸さない理由はない。

　俺は改めて、リエッタの目を見て頷うなずいた。

「できるの？　そんなこと……」

「できるさ。任せとけ」

「在籍はしてるけど来てない子だって何人かいるんだよ？」

「ああ、知ってるさ」

　例えば、今日も休んでいたあの子とか、な。

「ただ、もちろん俺一人の力でできることじゃない。リエッタ達☆組の生徒が、どれだけ俺を信頼してくれるか。すべてはそこに懸かっているんだ。だから──」

　俺はそこまで言うと、リエッタに深々と頭を下げた。

「さっきは俺を庇ってくれて、本当にありがとう」

「え、わ、私は……べつに、当たり前の証言をしただけっていうか……」

　途端に真っ赤になるリエッタ。だが俺は首を横に振った。

「いや、リエッタが俺を教師として信頼してくれたからこそだよ」

「そ、そんな……、私は何も、あの、その……」

「それに、初めて先生って呼んでくれたもんな。嬉うれしかったぜ」

「あ、あれは、うぅ……」

「よし、こうして分かり合えたんだ。これからは仲よく──」

「ええい、メテオ・インフェルノっ！」

「ちょ、何でそうなるんだよ！」

　いきなり頭上から降ってきた隕石から慌てて後あと退ずさり、俺は思いっきり叫び返した。

　そんな俺への攻撃をすぐに止め、リエッタは憮ぶ然ぜんと言った。

「先生だから先生って呼んだまで！　心を許したわけじゃないから。それに──」

　それに──と、小声で何か言い残し、彼女は足早に去っていった。

　入れ違いに他のみんなが走ってくる。「疑ってごめんなさい」と謝るのをオークなりの笑顔で受け止めながら、俺は横目で、小さくなっていくリエッタの後ろ姿を見送り続けた。

　最後にリエッタが俺に言い残した言葉──。

　──それに、私が本当に心を許した先生は、一人だけなんだから。

　確かに、そう聞こえた気がした。
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「──というようなことがありました。以上報告終わり。……これでいいですか学園長？」

「実にいいわ。イツカ先生、あなた、なかなか話し上手ね」

　学園長のクラノスは、俺の報告をひととおり聞き終えると、愉快そうに微笑ほほえんだ。

　下校時間を遥はるかに過ぎ、教職員の業務も終わった夜──。俺は学園長室に呼び出されて、今日起きた覗のぞき魔騒動について語らされる羽目になった。面倒だから後で報告書を出すと言ったのだが、「それを読む私の方が面倒だわ」で押し切られた。

　クラノス──。女性。年齢は、見た目では二十代後半。もっとも異世界の住人の年齢基準なんて俺には分からない。ただ彼女が持っている底知れぬ貫かん禄ろくから見て、相当──下手をしたら百年単位で──俺より年上だろうと思っている。

　鋭さを感じさせる細面に、紫の長い髪。長身にゆったりとした神官服をまとっているクラノスは、デーモン族に属しているという。なるほど、どうりで頭から立派な角が二本生えているわけだ。

　言われてみればこの学園長室も異様だ。重厚なデスクや、今俺が座っている応接用のソファ、額縁や観葉植物といった定番のアイテムに加えて、壁と天井の一面に宇宙を思わせる巨大な星空が描かれている。まるで、常に夜の底にあるように。

　星の加護を高めるためのものだ──と以前クラノスは説明してくれた。意味はよく分からないが、信仰的なものだろう。彼女の本職は神官で、崇あがめているのは邪神だそうだ。

　……まあ、デーモンだの邪神だの物騒な単語ばかりだが、特に不安に思う必要はない。なぜならこの異世界レグドラドは、すでに「光」と「闇」の戦いを終えているのだから。

「まずは生徒からのイツカ先生への偏見を取り除くこと──。なかなか難しい課題だと思っていたけど、二日目で早くも達成できてしまうなんて、すごいじゃない」

「いや、達成なんかできてないでしょう」

　おそらくわざと楽観視しているクラノスに、俺は真顔で言い返した。

　普通に考えて、今日の事件でオークの信用はガタ落ちになったはずだ。幸い俺自身は濡ぬれ衣ぎぬを晴らせたものの、これから先も色眼鏡で見られるのは変わりないだろう。

　正直、かなり難しいミッションだと思う。オークになりすましたまま女子校で教師をやるってのは。

「あなたが人間のまま教師になれるなら、それでもよかったのだけどね」

　クラノスは豪勢な重役椅子に身を委ね、天井の星空を仰ぎながら呟つぶやいた。

　人間が入れない学校──か。

　俺は、この異世界に来てすぐに学ばされた過去の歴史について、改めて思い出した。

　……異世界レグドラドが戦いに満ちていたのは、もう三十年も前の話だ。

　人間の勇者に率いられた「光」と魔王に率いられた「闇」による、激しい戦争。その勝利をつかんだのは、あろうことか闇の方だった。

　いや、結果的にはそれでよかったのだろう。闇を滅ぼそうとした人間が破れた後、魔王はすべての光を闇の中に吞のみ込んだ。……という詩的な表現は分かりづらいから、はっきりと言おう。魔王はあくまで、光の勢力との平和的な共存を望んだのだ。

　そもそも戦争のきっかけを辿たどれば、元は多数派だった人間が、少数派である異形の種族をまとめて「モンスター」と呼んで蔑み、その領地や資源を奪おうとしたことにあった。相手がモンスターなら倒して奪うのは正義だ……という理屈でだ。

　それに怒り起たち上あがったのが、魔王だった。

　魔王はあらゆる「モンスター」をまとめ上げ、人間やその同盟であるエルフ、ドワーフらに戦争を仕掛けた。つまり魔王軍は、始めから少数派の寄せ集めだったのだ。

　それでいてなお団結して戦い、勝利をものにしたのだ。

　その後魔王は、異種族達の寄せ集めである「モンスター」の中に、人間やエルフやドワーフらを取り込もうとした。支配ではなく、あくまで共存という形で。

　エルフもドワーフも、これに応えた。戦うことの虚むなしさを知ったからだ。他にもフェアリーやハーフリングなど、多くの「光」の種族が、「闇」との共存の道を歩み始めた。

　そんな中、ただ自らのプライドのために闇との共存を拒み、孤立した種族がいた。

　……それが何かは、もう説明しなくても分かるだろう。

　やがて異種族同士の交流は多くの発展を生んでいった。船や鉄道や飛行機が町を結び、貿易が文化や価値観を結び、教育が知識を結んだ。

　剣と魔法、冒険と戦いだけがすべてだった時代は、すでにない。今や誰もが種族の垣根を越え、手を取り合うことができるようになった時代。

　……まあ、多少オークみたいな変なのはいるけど、概おおむね平和が達成できている現代。

　王立レグド女学園は、そんな新たな世界を生きる少女達のために設立された、レグドラドで初めての異種共学校なのである。

　ただし──孤立中の人間を除いてな。

「まあ、構いませんよ。俺はオークで」

　本心というよりは、半ば仕方なしという想おもいからではあったけれど。俺は改めて、自分の決意を学園長に示した。

「たとえどんな姿であれ、俺は☆組を全員揃えて卒業させます」

　この学園の生徒のため。それに──俺自身のためにも。

　脳裏にふと「ある記憶」が蘇よみがえった。俺はその記憶を、アルコールの中の氷を転がすように心の中で揺らし、ゆっくりと味わう。

　苦い。決して忘れることのできない苦味だ。

「期待してるわよ、イツカ先生」

　クラノスに言われ、俺は「ええ」と深く頷いた。
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　その次の朝から、俺を取り巻く環境は、ほんの少しだけ変わった。

「おはようございます、先生」

「お、おう、おはようマーガレット」

「先生、おはようございますっ」

「モルモアも、おはよう」

「先生おはよー」

「ああ、おはようゴドム」

「エシャロットよ！」

　……いや、エシャロット漫才はともかく。

　気づいただろうか。何と、みんなが俺を「先生」と呼んでくれるようになったのだ。

　もしかしたら昨日の一件で、みんなが俺を見直してくれたのかもしれない。すごい能力も見せたしな。……なんて吞のん気きに思ったのだが。

「よし、出席を取るぞ。マーガレット」

「クッ、殺せ！」

「おいそこは変わらないのかよっ！」

　昨日と同じ反応しか返してくれなかったマーガレットに、俺は全力でツッコんだ。そこへゴドムが思い出したように口を挟む。

「ねえ先生、昨日職員室でエッチな本読んでたって、ほんと？」

「……え？」

「しかも内容が相当アレだったって聞いたんだけど」

「……え？　え？」

「まあ、所詮オークだもんね。それでこそオーク先生！」

「……え？　え？　え？」

　前言撤回。みんなとりあえず「先生」と呼んでくれるようになっただけで、扱いは今までどおりらしい。

　まあそれでもいいさ、と俺は思った。何しろ、新年度はまだ始まったばかりだしな。

　俺は苦笑しながら、昨日のアレを言いふらしたであろうリエッタを見た。彼女はそっぽを向いてクスクス笑っている。コホンと咳せき払ばらいを一つ挟み、俺は出席確認を続けた。

「次、リエッタ」

「はーい」

「……もとい。フェンリエルトレッタ・ミリード・ファルウッド・ロ・マギアステ・モンテ（以下略）」

「え、うそ？　私の名前、本当に覚えてきたのっ？」

　あの長い本名をしっかり暗唱した俺に、リエッタが目を丸くする。俺はそんなリエッタに向かって、得意げに頷うなずいてやった。

「言ったろ？　俺は完璧なんだ、って」

　もちろん、あの笑顔でな。







[image: 休み時間１　異世界ＪＫのお弁当]

　その日の昼休み、リエッタはとてつもないピンチに立たされていた。

「リエッタ、お昼一緒に……ってどうしたの？　青い顔して」

　ゴドムが手にマイ弁当箱をぶら下げながら寄ってくる。四時間目の終了と同時に訪れる解放感を満喫しているゴドムは、親友（？）のエルフの身に起きている絶体絶命の危機に、まだ気づいてはいない。

　リエッタは席で小刻みに震えながら、そんな能天気なゴドムを涙目で見つめ返した。

「わ、忘れた……」

「はい？」

「お弁当、忘れた……」

「あっはっは。そっかー」

「え、そこ笑うとこじゃないよっ？」

　笑って流すゴドムに思わず悲鳴を上げるリエッタ。その騒ぎを耳にして、教室を出ようとしていたマーガレットが振り向く。

「リエッタ、大丈夫か？」

「だ、大丈夫じゃない！　めっちゃお腹なか空すいてるよ私！」

「そうか。購買に行ったらどうだ？」

「お金がない！　……飴あめ玉だま一個分しか」

「じゃあ飴玉一個で我慢することね」

　ゴドムがニヤニヤしながら言った。リエッタは「はうぅ」と頭を抱えた。

「給食……何でここ給食ないんだろ……」

「そりゃ私らが同じもの食べられないからでしょ。異種共学校だし」

　ゴドムの言うとおりだ。種族が違えば食べるものも違う。生徒全員の食生活に合ったものを用意するのは不可能に近いし、かと言ってバラバラな料理を人数分用意すれば、莫ばく大だいなコストがかかる。レグド女学園が生徒に弁当や購買の利用を求めているのは、至極当然の話なのだ。

「すまないリエッタ。私の弁当を分けてあげられればいいのだが……」

　マーガレットが申し訳なさそうに眉根を寄せた。彼女は手ぶらだ。食べないから……ではなく、持ってきてくれる人がいるからだ。

「いいなぁ、マーガレットは。毎日お弁当作ってきてもらえて」

「いや、これがなかなか大変で──おっと」

　マーガレットが何かの気配を感じ、廊下の方に目を向ける。そこには下級生の子が三人、手に手にカラフルな弁当箱を提げて立っていた。

「マーガレット先輩！　お迎えに上がりました！」

「今日は私の……じゃなかった、私達の手作りのお弁当、いっぱい食べてくださいねっ」

「もうずっと順番待ちだったんですからね？　でもその間にマーガレット先輩が喜びそうな手料理、いっぱい研究しましたから！　今日はガッツリ食べてください！」

　口々に熱く叫ぶ下級生の子達は、みんなマーガレットの「ファンクラブ」に入っている生徒だ。こうして昼には愛いとしの先輩との会食を楽しむ……と行きたいところだが、クラブの人数が多すぎて毎日順番待ち。だからこそ会食当日は、腕によりをかけた大ボリュームの弁当を持ってくる。

　……で、当のマーガレットは順番待ちもへったくれもなく、そんな大ボリュームの弁当を毎日違う生徒から食べさせられているわけだ。

「よ、よし、移動しよう。今日は天気がいい。屋上でいいかな？」

「はいっ！　マーガレット先輩のお望みとあらば、たとえ屋上でも地底でもベヒモスの腹の中でも、喜んでついていきますとも！」

「いや、さすがに腹の中は……ああ、そんなに引っ張っては取れる！」

　何が取れるのかはよく分からないが──。マーガレットは下級生三人に揉もみくちゃにされながら、教室を出ていった。

「……大変なんだね、剣術部のエースって」

　リエッタが覇気のない声で呟つぶやく。ファンクラブの子が持ってきたお弁当の一つ……、何やら得体の知れない生物の触手がニョロリとはみ出していた。

　……食べるんだろうな、あれを、とても頑張って。

「リエッタちゃん、お弁当忘れちゃったってほんと？」

　そこへモルモアが遅れてやってくる。その右肩にもう一人、☆組生徒が乗っかっている。身長わずか十三センチ。フェアリー族のマフィンだ。

「あららのら、リエッタさんはドジっ子ちゃんなのですねー」

　背中に生えた蝶ちようの羽をパタパタ動かしながら、マフィンが見た目相応の幼い声で笑う。いや、見た目相応といっても体のサイズが違うだけで、同じ高校三年生だが。

「可哀かわい想そうだからマフィンのお弁当を分けてあげるのです。はい、一本どうぞ♪」

　マフィンはそう言って、手に抱えていた花を一輪差し出した。リエッタが首を傾かしげる。

「ええと……これ、食べるの？」

「吸うのですよ。蜜を」

「ごめん、それじゃお腹はいっぱいにならない……」

「何も食べないよりはいいのです」

「いや、かえって食欲が刺激されてヤバいから……」

　理性のタガが外れて飢えた獣と化すに違いない。リエッタはマフィンの好意を泣く泣く断ると、そのまま机に突っ伏した。

「寝ようかな……。目が覚めたらきっとお腹がいっぱいになってるよね……」

「リエッタ、そういうことがあり得るとしたら、寝ている間に夢遊病を起こして何か食べまくったか、寝ながら餓死したか、どっちかしかないんじゃない？　……しょうがないわね、こうなったらこのエシャロットが──」

「わ、分けてくれるのっ？　お弁当っ」

「いいえ、クラスのみんなにカンパしてくれるように頼んであげるわ！　みんなー、リエッタがお弁当忘れた上に飴玉一個しか買うお金がなくて飢えてるから、何か恵んであげてー。お礼にリエッタが古代魔法言語の宿題やってきてくれるからー」

「って、何で私の惨めさを晒さらしつつ勝手に取り引きしてんのよっ！」

　思わず抗議するリエッタ。ただ、これでお昼の問題が解決できていたなら、それはそれで助かっていたのかもしれない。しかし☆組のお弁当事情は、思いのほか複雑で──。

　まず真っ先に声をかけてきてくれたのは、生徒会長のゲルだ。

「ゲルっ！」

「あ、ゲル会長。カンパしてくれるの？　よかったねリエッタ、助けが来たわよ」

「うぅ、ゲル会長、ありがとう……。いつも思ってたけど、すごく大きいよね、会長のお弁当箱」

「ゲルっ。ゲルゲル♪」

　通学カバンよりも遥はるかに巨大な、自分の背丈ほどもあるタワーみたいな弁当箱を両腕で抱えてきたゲル。それを床の上にドンと直じか置おきした彼女は、颯さつ爽そうと蓋を開いた。

　……真っ赤な肉が詰まっていた。生の。

「ゲルルっ♪」

「ご、ごめん。これ無理……」

「ゲル～？」

　リエッタの言葉に軽く小首を傾げたゲルは、しかしすぐに気を取り直すと、その場で食事を始めた。

　口をカパッと開け、中から伸ばした青い本体を舌のように弁当箱に突っ込み──。

　ズギュッ！　ジュルジュル！　ジュゴゴッ！　ギュルルルルル！

「おおー、いい食べっぷり。いや、むしろ……いい消化っぷり？」

　ゴドムが感心したように呟つぶやいた。ゲルの本体に触れた生肉は、瞬く間に柔らかく溶け、青いプルプルボディに吸収されていく。……まあ当然だが、スライムの食事スタイルがエルフと合うわけがないのだ。

　リエッタが溜ため息いきをついていると、そこへツカツカと、別の一人が寄ってきた。

　青白い顔に眠そうな目。制服の上から黒マントを羽織ったアンデッド──。ヴァンパイアのユーノアだ。夜行性なので授業中はだいたい居眠りしているが、昼休みと放課後の部活動だけはしっかり起きてくる。

「えらいなぁ、リエッタちゃん。うちのお弁当、一杯分けたるで？」

　この場合の「えらい」は方言で……というのはこの際置いといて。リエッタの目は、自然とユーノアの右手に向けられる。そこにはペットボトルが一本。中身は真っ赤。

「そ、それはトマトジュースかな？　あはは……」

「アホぉ。うちもう子供やなし、そんなパチモン飲んどったら背ぇも牙も伸びひんわ。これホンマモンやで？」

「え、遠慮しときます……」

　青ざめた顔で、リエッタは首を横に振った。そこへ今度はサキュバスのメルシアが。

「リエッタ、あたしの一杯あげるよー」

「メルシアさんもペットボトルなんだね。……白いね」

「ただのミルクだから安心しなよ。成分は同じタンパク質だしぃ」

「ごめん、ちょっと何言ってるのか分からない。あと、今の聞いて恐くなったから遠慮しとく……」

　何やら意味深な領域に触れそうになった気がして、リエッタはこれも断る。

　ただ、このままじゃいつになっても食べ物にありつけない。他に身近でまともなお弁当を持ってきていそうな子といえば──。

　リエッタの視線がモルモアに向けられた。

　モルモアは椅子にゆったりと座り、まるで深呼吸でも繰り返すかのような動作で、今日の「食事」を堪能しているところだった。

「すぅ～……はぁ～……。ふわぁ、なんて甘美なのかしら。お弁当を忘れたリエッタちゃんの心が産み出す負のオーラ……。お腹いっぱい。きゅぅん」

「わ、私、モルモアに食べられてるっ？」

　そう、魔王一族の食事はこれだ。分けてもらいようがない。

　そんな様子を眺めていたゴドムが、一つ溜め息をつく。そしてさも恩着せがましい態度で、ついに自らの弁当箱を開放した。

「ったく、しょうがないわね。このエシャロットが分けてあげるわ。感謝なさい！」

「うわ、ドムちゃんのお弁当、メッチャお酒臭い……」

「ドワーフはアルコール摂取して何ぼたい！　あと誰がドムちゃんじゃっ！」

　かくして──結局リエッタは飴玉一個を求めて、購買部へと旅立ったのだった。




　お昼の購買部はすでに生徒でごった返していた。レジを叩たたいているのは天使のマルエールだ。この学園で事務のバイトをする傍ら、お昼は売り子として活躍している。

　天使も生活苦なのかな──なんて心配をする余裕もなく、リエッタはフラフラとレジの前に向かった。

「マルエールさん、飴玉一つ……」

「あらごめんなさい。たった今売り切れちゃったのよ」

「マジでっ？」

　──終わった。今日はお昼抜きだ……。

　全身の力が抜け、その場にへたり込むリエッタ。と、そこへ聞き覚えのある声がした。

「おい、リエッタじゃないか。どうした、げっそりした顔して」

「あ、先生？」

　イツカだ。ちょうど買い物を済ませたばかりと見えて、パンの詰まったビニール袋をぶら下げている。思わず腹が鳴りそうになる。

「な、何でもないよっ」

「どう見ても何でもなくないよな。そんなに飴玉が食べたかったのか？」

「んなわけないでしょ！　察してよ……」

「おお、すごく察してるぞ？」

　イツカはそう言うとニヤリと笑い、袋の中からサンドイッチのパックを取り出した。

「ほら、エルフでも食えるやつだ。やるよ」

「え、いいの？　でもこれ先生のお昼──」

「心配するなって。育ち盛りが食べないでどうする。これ食ってしっかり育て」

「そ、それはセクハラっ？」

「違うっての！　じゃあな。もう弁当忘れるなよ？」

　イツカはそう言うと、愉快そうに笑いながら去っていった。

　リエッタは手渡されたサンドイッチを抱えながら、その大きな背中を見送る。

　嫌いなはずのオークが、何だかとてつもなく頼もしい存在に見えてしまう。

「……だ、だからって、べつに先生のこと認めたわけじゃ……えっと、いただきます」

　一人でツンツンしててもしょうがない。リエッタは口元を綻ばせ、すでにいないイツカに向かって、そっと頭を下げた。

　ちなみに渡されたのはカツサンドだった。

「先生……これ共食いじゃん」

　そんなささやかな憎まれ口にも、笑顔が混じるリエッタだった。
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　その日──。平和だったエルフの村は、突如女達の悲鳴に包まれた。

　うららかな午後の木漏れ日を搔かき消けすように、驚いた鳥の群れがいっせいに翼を振るわせる。瞬く間に騒然となった深緑の村に、続いて激しい鐘の音が鳴り渡った。

「緊急事態だ！　敵が攻めてきたぞ！　女は急いで近くの家に避難しろ！」

　組んだ木の枝に太い蔦つたを絡ませて造られた風変わりな家々に、エルフの女達が子供の手を引いて、慌てて逃げ込んでいく。それと入れ替わるようにして飛び出してきたのは、杖つえや弓を手にした若い男達だ。

　森の中のこの小さな村では、事が起これば男が総出で村を守るのが掟おきてだ。今彼らはまさに武器を取り、村の入り口に並んで、迫りくる脅威に対たい峙じした。

　脅威──。すなわち永遠の宿敵、オークに。

「オークよ！　我らの村に何の用だ！」

　エルフの一人、リーダー格の青年が進み出て、声を張り上げた。彼の鋭い視線の先には、ポカンと佇たたずむ背広姿のオークが一人。

　……ていうか俺のことだけどな。

「答えろオーク！　事と次第によっては──」

「あ、どうも。リエッタの担任のイツカです。家庭訪問にきました」

「か、家庭訪問……だと？」

　リーダーがこれまたポカンとした顔で俺を見つめる。そこへ肝心のリエッタが村から飛び出してきた。

「先生何やってんの！　絶対警戒されるから他の先生と一緒に来てって言ったじゃん！」

「いや、そんなこと言ったって、先生方にも都合ってものが──」

「はいはい、もういいから、さっさと始めてさっさと終わらせよ？」

　リエッタはそう言うと俺の腕を取って、強引に村の中に引っ張り込んだ。リーダーは困惑した顔で、そんな俺を眺めている。

「ま、待て。貴様、本当にリエッタの担任なのか？」

「ええ、担任ですよ」

「オークなのにかっ？」

「オークなのにですよっ！」

　負けじと言い返すと、俺は彼らを尻目に、リエッタの案内で彼女の家に向かった。

　途中、村で飼われている狼おおかみにめっちゃ吠ほえられた。恐こえぇよ、この村。
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「家庭訪問──ですか？　しかも俺だけ」

　俺が学園長のクラノスにその指示を受けたのは、つい先週のことだった。

　昼なお星空に満ちた学園長室に呼び出され、思わず俺が訊たずね返したのは、単に意外だったからだ。家庭訪問という文化が、この異世界でもしっかり存在していることが。

　まあ、学校があるんだから、家庭訪問があっても全然おかしくはないのだが……。

「来週の月曜から十日間でやってちょうだい。一年生の時に一度済ませているのだけど、あなたは新任だから、保護者の方への挨拶の意味も込めて、よろしくお願い」

「ええ、いいですよ。俺も生徒の家庭環境を把握しておきたいですから」

　……そう答えた時、俺は特に深くは考えていなかった。この世界の「家庭訪問」が何を意味するのか。

　事の重大さに気づいたのは、職員室に戻ってからだ。

「イツカ先生、家庭訪問するってほんとなの？」

　隣のルートから訊ねられ、俺は「ええ」と頷うなずいた。

「大変ですね。死なない程度に頑張ってくださいね？」

「ええ、死なない程度に……って何言ってんすかルート先生？」

　俺は目を瞬しばたたかせる。ルートは自分の指先を花瓶の水に浸して水分補給しながら──この何も活いけてない花瓶はそう使うらしい──俺に言った。

「生徒の住所録、ちゃんと確かめました？　結構大変ですよ？」

「住所録？　ちょっと見てみます」

　急いでデスクの引き出しから☆組の書類を引っ張り出し、みんなの住所を検あらためる。

　リエッタ……白のエルフの森、最深部。

　ゴドム……デルタ地底洞窟、奈落の大坑道奥。

　モルモア……暗黒魔王城。

　マフィン……迷いの森、一時間迷った後に現れる花園。

　ゲル……中央都市ナサト、第四下水道。

　メルシア……心理亜空間ナイトメアワールド二丁目。

　他、無茶な地名多数──。

「あ、あの、ルート先生、もしかしてこれが俺の訪問先なんですか？」

「はい、死なない程度に頑張ってくださいね、イツカ先生」

「ブヒィ……」

　ルートに笑顔で言われ、俺は鼻を鳴らした。そして週が明け、長い十日間が始まった。
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「み、認めるものか！　わしの娘がオークの生徒だなんて馬鹿げとる！」

「まあまあ、リエッタさんのお父さん。そんなに杖振り回したら危ないですから──」

「貴様にお父さんと呼ばれる筋合いはないっ！」

「ブヒィ！」

　リエッタの家のリビングは、案の定修羅場になった。……俺のせいでな。

「パパ、べつに今のところ何もされてないから落ち着いて。見てて恥ずかしいから」

　怒れる壮年エルフの横で、リエッタが顔をしかめている。こういう時は子供の方が冷静になるんだよなぁ、なんて思いながら、俺はつい余計な一言を口にしてしまう。

「さすが親子だな、リエッタ」

「先生、明日教室でメテオね？」

　……笑顔で返されただけだった。やっぱり冷静だな、今は。

　俺は苦笑すると、鞄かばんからリエッタ関係の書類を取り出した。本名や生年月日など基本的なプロフィール以外にも、授業態度や成績、部活動の様子などが書かれている。

　リエッタの場合、部活には入ってないが、将来の夢に向けて、図書館を利用して自主的に勉強に励んでいる。問題行動なども特に起こしてないし──いや、少なくとも俺にメテオをぶっ放す以外はだが──この場で指摘するようなことは何もない。

　こういう時は、素直に誉ほめるに限るよな。

「リエッタさんは、いつも真ま面じ目めに勉強を頑張ってますね。周りとの交友関係も良好ですし、うちみたいな異種共学校としても、本当に理想的な生徒だと思いますよ」

「ちょ、ちょっと先生、何なのいきなり……えへへ」

　途端に真っ赤になるリエッタ。口元がにやけている。前から思っていたけど、リエッタって典型的なツンデレタイプだよな。……父親は典型的な頑固オヤジだし。

「り、リエッタ！　お前までこのブタを先生呼ばわりするのかっ！　クッ、オークめ、わしの娘を籠ろう絡らくしおって！　──ゴルト・デスモルト・エルフェンス……」

「ちょっとパパ、勢いで即死魔法なんか唱えないでよ。恥ずかしいでしょ」

　いやそれ恥ずかしいで済む話じゃないよな？　てか、エルフ族って気軽にやばい魔法をぶっ放しすぎじゃないか？

　そこへリエッタの母親が、お盆に人数分のティーカップを載せてやってきた。

「どうぞ先生、村で採れたハーブで淹いれましたの」

「ああどうも、お構いなく」

　頭を下げる俺にお茶を出しつつ、リエッタの母親は荒れる夫の横に座り、軽く手で制した。もっとも、それが俺への友好を示すポーズでないのは、続く言葉で何となく分かった。

「先生、私達エルフ族は、過去にオーク族にさんざん蹂じゆう躙りんされてきましたの。この村では年長者ほど、オークに対する敵対心が強いのですよ」

「……そのようですね。しかし今は共存の時代になった、と──」

「そう簡単に分かり合えるものではないでしょう？　それが世の常ですわ」

　落ち着いた声で、厳しい現実を彼女は肯定した。

「べつにオークがリエッタの担任だということについては、私はとやかく言いません。ただ、これはあくまで様子見です。もし先生に何か不適切なところがあると分かれば、私達は速やかに相応の対処を取らせていただきますわ」

「……相応の対処、ですか」

　ふと口の中に苦味が蘇よみがえった気がした。俺は「ご心配なく」と返すばかりだった。




「ごめんね先生、なんかすっごく失礼な態度で」

　面談を終えた俺を村の外に送る傍ら、リエッタは珍しく俺に謝ってきた。俺は苦笑しながら首を横に振った。

「気にするなって。この世界じゃしょうがないことだ」

「……私が大人になる頃には、もっと素敵な世界になってるかな」

　どこか遠くを見つめるような目で、リエッタが呟つぶやいた。

「なるさ。リエッタ達がいるんだからな」

　世代が変われば世界も変わる。過去の軋あつ轢れきをいつまでも引きずることなく、新しい時代を築き上げる力は、いつだって若者達の特権だと思う。

　俺はそんなつもりで答えたのだが。

「せ、先生、私がいるから世界は素敵だって……私を口説く気？　セクハラだよっ？」

「ちげーよ！　いろいろ台無しにするなっての！」

　こうして俺の家庭訪問一件目は、無事終わった。最後がアレだったけどな。
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「いやぁ先生、よぅおいでなさった！　怪け我が一つせんと、大したもんじゃ！」

「はあどうも。もう背広ボロボロっすけどね」

　厳いかついドワーフのオッサン──ゴドムの父親に迎えられ、俺は土だらけの指で頭を搔かいた。……「怪我一つせんと」って、怪我するのが前提なのか、ここの住所は。

　奈落の大坑道──。もはや地名からして物々しい、地底の巨大洞窟の奥深くに、ドワーフ族の村がある。鉱石の採掘と加工を生なり業わいにしている彼らならではの村だ。

「しかしほんと参りましたよ。入り口からトロッコが通っていたからそれに乗ったら、途中で振り落とされて、妙に臭い沼地に落ちて」

「おおそりゃぁサンドワームの養殖場たい。ガッハッハ、よぅ食われなんだ」

「ガッハッハ、て、それ笑い事じゃないと思うんですけど」

　食われるところだったのか、俺……。まあ完璧に逃げ延びて線路伝いに歩いたら、一時間後に辿たどり着つけたけどさ。

「もう、お父ちゃんも先生も、いつまでも笑ってないで早く始めてよ」

　横からゴドムが拗すねた口振りで遮さえぎってきた。お父ちゃん、か。なんかいいな、呼び方が。

「何ニヤニヤしてるのかしら、先生」

「いや何でもない。ところで、ここではなんて呼べばいいんだ？　エシャロットか？」

「ご、ゴドムでいいわよ。……先生、明日教室でハンマーだからね？」

　リエッタと似たようなことを、ゴドムはさらりと言った。

　そんなゴドムの父親は、見た目どおり豪快で大らかな性格だった。話していて俺は何度も笑ったし、そのたびにゴドムの父親も笑った。途中でしきりに酒を勧められたのは少し困ったが、そんな時はゴドムが「お父ちゃん、ええ加減にしぃ！」といちいち横からツッコみ、父親が豪快に笑っただけで済んだ。

　そんな賑にぎやかな面談も三十分ほどで終わり、俺はゴドムの家を後にした。

「待って先生、送るわよ。今度こそミミズの餌になっても困るから」

「おお、悪いなゴドム」

「エシャロットだってば」

　父親の目がなくなった途端、ゴドムはいつもの調子を取り戻した。

　俺は、ゴドムが巧みに操るトロッコに揺られながら、彼女に訊ねてみた。

「なあ、敢あえて本名で呼ぶが──ゴドムは自分の名前が嫌いなのか？」

「こんな名前が好きな女の子って、そうそういないと思うわよ？　もはや可愛かわいくないなんてレベルじゃないんだから」

「ドワーフらしい名前だとは思うけどな」

「……ドワーフね。あーあ、何で私ドワーフに生まれてきたのかしら」

　それはまた、ずいぶんと根本的な悩みだ。

「むさい、ごつい、荒っぽい。ドワーフなんて恥ずかしい要素しかないじゃない。……オークよりましだけど」

「オークより、はちょっと余計だな」

「リエッタとか見てるとさ、何でこんなに差があるんだろって……」

「俺のツッコミは無視かよっ」

「……私もエルフみたいな種族に生まれたかったな」

　ガラガラと威勢よく唸うなるトロッコの上で、悩めるドワーフ娘の呟きが、辛うじて聞き取れた。

　俺はゴドムの顔を見た。真剣な顔だ。

　思春期の少女が抱く一時の悩みか、それとも一生かけて背負うものなのか──。それは今の時点じゃ分からない。こういう感情は時が経たつにつれて、いい方にも悪い方にも変わっていくものだ。

「はっきりしていることが一つあるぞ」

　それでも俺はゴドムに言った。教え子を導く担任として。

「少なくともゴドムは、お父ちゃんのことを嫌ってない。だろ？」

「……ま、まあね」

　ゴドムが頰ほおを赤らめ口ごもる。これなら大丈夫だろうな、たぶん。

「ああ先生、今の話、リエッタにばらしたら溶鉱炉にぶち込むわよ？」

「ば、ばらさないっての！　……なあゴドム、また人に言いにくい悩みがあったら、いつでも俺に話してくれよ。できる限り助けになるぜ？」

　俺がそう言うと、ゴドムは少し迷う素振りを見せたものの、やがてふっと微笑ほほえんだ。

「そうね、考えとくわ。あと──私の名前はエシャロットよ！」

　笑顔で、ゴドムは俺を軽く小突いた。……すげー怪力なのに。

「うぉぉぉぉぉっ？」

「ああ、先生がサンドワームの餌場に落っこちた！　ごめん先生、今助けるからねっ！」

　結局引き返す時も、完璧なサバイバルでどうにか切り抜けた俺だった。




　遭難の心配こそないものの、別の意味でやばい訪問先もあった。

「ここが魔王城……。果てしない闇のオーラを感じるぜ。ちょっと息苦しいな」

「あ、あの、先生、その紫色のモヤは瘴しよう気きだから、あんまり吸わないでくださいね？」

「えっ？　す、吸ったらどうなるんだ、モルモアっ？」

「わ、私のおやつだから……」

「腹が膨れるだけかよっ！」

　モルモアの家こと暗黒魔王城──。レグドラドの中心、王都に建つこの禍まが々まがしい城で俺は、モルモアに連れられて玉座の間へと足を踏み入れた。

　一面に敷かれた燃え上がるような赤の絨じゆう毯たん。だが不可解なことに、この部屋には天井がない。見上げる限り漆黒の暗雲が、空一面を覆い尽くしている。

　奥に構えられた巨大な椅子には、一人の美しい女性が座っている。紫のドレスをまとった威厳たっぷりのその女性は、顔立ちがモルモアによく似ていた。

「あの、母です」

　モルモアが紹介する。俺が「イツカです」と頭を下げると、モルモアの母親は椅子に身を委ねたまま、「オークよ、よく参った」と俺に労いの言葉をかけた。

「それと、あの、父です」

　モルモアがさらに紹介する。そのまっすぐ指差す先には、黒い空が──。

　……と、その時だ。空一面に眩まばゆい稲妻が走った。

　次いで、ゴゴゴゴゴゴッ！　と激しい雷鳴が唸る。

「ブヒッ？」

　思わず怯ひるんだ俺の目に、異様な何かが映った。

　稲光をまとい、黒雲の中に輝く無数の赤い瞳。うねる巨体。しなる触手──。ただひたすらに禍々しい巨大なシルエットが雲の中に浮かび、俺をまっすぐに見下ろしていた。

　モルモアの父。すなわち、魔王。かつて闇を束ね光を下した、この世界の支配者──。

　その圧倒的な威圧感に、全身から冷たい汗が噴き零こぼれる。俺は身を強こわ張ばらせたまま、モルモアの父親を見上げ続けた。

　魔王が蠢うごめく。まるで地殻が裂けるようにメリメリと巨大な口を開け、漏れ出す闇のオーラとともに、魔王は俺に言い放った。

「どうも先生、モルモアの父です。いつも娘がお世話になってます」

「……あ、どうも、担任のイツカです。めっちゃ普通な挨拶ありがとうございます」

　ああよかった。なんか気さくな感じの人だ。人じゃないけど。

「どうです先生。娘は学校では上う手まくやってますかな？」

「え、ええ。授業態度も真面目ですし、友達とも仲良くやっているみたいです。ただ──」

「……ほう。ただ？」

　ふと、魔王の気さくな声がわずかに低まった気がした。

　一瞬嫌な予感がしたものの、言いかけてやめるわけにもいかない。俺は話を続ける。

「あ、あの……。モルモアさん、ちょっと引っ込み思案なところがあるかなーって」

「ふむ、それはいけませんな。──モルモアよ、どうなんだ？」

「うぅ、ご、ごめんなさいお父様っ……」

「いかんな。いつも言っているはずだぞ。魔ま王おう姫きたるもの、何者をも恐れず常に胸を張れと。そんなことだから恒星一つ消し去ることもできないんだぞ？」

「はうぅ、ごめんなさい……。私頑張っても、月面に直径八十キロのクレーターを作るぐらいが精一杯で……」

「その卑屈さがいけないと言ってるんだ。自信を持たなければ形態変化だって満足にできないぞ。早くお父さんに混こん沌とんの第八形態を見せられるようになりなさいと、いつも言ってるじゃないか」

「そ、そんなぁ……。破滅の第七形態もまぐれで変身できただけなのに……」

　父親のくどい説教にモルモアがビクビクしている。俺も横で聞いていて気まずい。あと、なんか想像を絶しているな、魔王ファミリーの会話って。

　ともあれ──黙って眺めているだけじゃモルモアが可哀かわい想そうだ。

「それぐらいにしてあげてください。モルモアさんのお父さん」

　いささか緊張しながらも、俺は説教する魔王に口を挟んだ。

「確かにモルモアさんはおとなしい子です。でもその分、周りに気遣える優しい子なんだと思います。そういう長所は大事にしてあげてください」

「せ、先生……きゅぅん」

　モルモアが涙目で俺を見る。俺は彼女に軽く頷うなずくと、もう一度魔王を見上げた。

「今の話を聞いていて、思いました。モルモアさんの性格は、もしかしたらお父さん、あなたが原因なんじゃないかって」

「……ほほう、私がですか。どういうことですかな、先生？」

　魔王の声が一層低まる。雷鳴が轟とどろき、幾筋もの稲妻が頭上を走る。

　この父親をガチで怒らせたら、俺はヤバいかもしれない。ただ──それを理由に引っ込むわけにはいかない。
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　思い出す。元の世界でも、こんなことはよくあった。生徒の家庭問題に踏み込んで保護者からクレームを受ける──。普通の教師はこれを割に合わないと感じて、やがて見て見ぬふりをするようになる。けど俺は、それができるほど現実主義者じゃない。

　俺は誰のために存在するのか。……保護者じゃない。生徒のためだ。

「コンプレックスってやつですよ」

　堂々と胸を張り、魔王を見上げ、俺は言った。

「モルモアさんは、お父さんであるあなたにコンプレックスを抱いている。理由は、たぶんその『力』です」

「力？」

「はい。あなたはモルモアさんに自分と同等の力を求めすぎている。けど、モルモアさんはまだ若い。お父さんの期待に応えようにも、実力が追いついてない。それがモルモアさんに自信を失わせているんじゃないか──。俺はそう感じました」

「……どうなんだ、モルモア。先生の言葉は当たっているのか？」

「そ、それは……うぅ」

　モルモアが俯うつむく。……そんな時だ。椅子の上でじっと黙っていた母親が口を開いた。

「相分かった、オークよ。主人には躾しつけを緩くするよう、妾わらわから言っておこう」

「……お母様っ」

「お、お前、何を勝手に決めてるんだ！」

　モルモアの笑顔と魔王の焦る声が同時に彼女を捉える。モルモアの母親は小さく微笑むと、すっと空を見上げ、動じることなく叫んだ。

「ほほ、あなたとて、妾に比べればまだまだぞ」

「うぐ……。そ、そりゃ私はただの婿養子だし、魔王のお前に比べりゃ大したことないかもしれんが……」

「って、魔王は父親じゃなくてあんたかよっ！」

　俺は思わず母親の方を指さして叫んだ。おっと、無礼だったかな。

「いかにも、妾が魔王。このレグドラドを一つに束ねた者じゃ。……上のでかいのはただの元眷けん属ぞくじゃ。『この戦に勝ったら僕と結婚してください』などと必死で請うのでな、面白いから婿に迎えてやったわ。……オークよ、レグドラドでも有名な我らの馴なれ初そめを、よもや知らぬとはな」

「すんません。ついこないだこっちに来たばかりなもんで、そういうノロケとかはさっぱり……。と、とにかく！　モルモアさんのこと、よろしくお願いします！」

「おお、よいぞ。教え子のためなら魔王にも臆さぬその心意気、妾は好きじゃ」

　……よかった。なんか気に入られたみたいだよ、俺。

「やったな、モルモア」

「は、はいっ。……先生、ありがとうございますっ。きゅぅん」

　モルモアが笑顔を俺に向ける。

　これでいい。心の余裕は成長に繫つながる。いつかモルモアが、両親に認められるぐらい成長できればいいな、と俺は思った。

　もちろん、今の優しい性格はそのままで。
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　……なんてきれいな話だけで終わればよかったんだけどな。

　あいにく生徒全員の家でそんなドラマチックな展開が生まれるわけがない。例えば、ごく普通のアパートに暮らしているマーガレットのところとか。




「そうか、マーガレットは独り暮らしなのか」

「ああ、来てもらって悪いが、特に先生が語る相手はいない。帰ってくれ」

「まあそう言うなって。せっかく来たんだ。マーガレットがどんな感じで暮らしてるのか、中を見させてもらって──」

「無礼者っ！　オークに部屋を覗のぞかれて堪たまるか！　今すぐ去れ！」

「わ、分かったからマーガレット、剣はやめろ剣はっ！　……あ、そうそう、独り暮らしするなら家事はちゃんとこなせるようになっとけよ？　そこにしまい忘れの下着が落ちてるぞ？」

「クッ……殺す！」

「す？　せじゃなくて？　おいマジでやめろ剣はっ！」




　フェアリーのマフィンの家も結構すごかった。

「はぁ、はぁ……ここがマフィンの住む花園か。本当に一時間さまよって着いたぜ」

「先生、ようこそなのです」「なのです」「なのです」「なのです」「なのです」

「……なあ、何でマフィンが大量にいるんだこの花園は」

　俺は目を瞬しばたたかせた。マフィンと同じ顔、同じ服装のちっこいチョウチョ娘が、大集団で俺を待っていたからだ。ええと、百人ぐらいいるかな？

「みんなマフィンの家族なのです」「なのです」「なのです」「なのです」「なのです」

「そうかそうか。ちなみにご両親は？」

「私がマフィンのお母さんなのです」「なのです」「なのです」「なのです」「なのです」

「同じ顔だ……。で、お父さんは？」

「私がマフィンのお父さんなのです」「なのです」「なのです」「なのです」「なのです」

「こっちも同じ顔かよっ！　つーかお父さんは男ですよねっ？　何で一家全員で可愛かわいいフリフリスカート穿はいてるんですかっ？」

「あはっ♪」「あはっ♪」「あはっ♪」「あはっ♪」「あはっ♪」

　やべぇ、男の娘こだ。しかもこの分だと、家族の何割かは男の娘だよな、きっと。

　同じ顔で集団で──って、何もそんなところまで昆虫っぽくならなくてもいいのにと思いながら、俺は面談を始めた。……始めたのはいいんだが。

「マフィンさんは飼育委員として頑張ってますね。動物が好きなんだな、マフィン？」

「先生、私はマフィンじゃなくてお父さんなのです」「なのです」「なのです」「なのです」

「おっと失礼。マフィンはこっちか」

「私はお姉ちゃんなのです」「なのです」「なのです」「なのです」

「あの、マフィン本人とご両親以外は離れててもらえませんか？」

「ちぇっ、なのです」「なのです」「なのです」「なのです」「なのです」

　俺の言葉に舌打ちして、約百人のフェアリーのうち二人を除いた残りが、ふわ～っと遠のいた。あれ、計算が合わないぞ？

　俺が首を傾かしげていると、そこへ新たな一人が、花園の彼方かなたからヒラヒラと飛んできた。

「ごめんなさい先生、マンイーターちゃんに餌をあげてたら遅くなりましたのですっ」

「って本物はこっちかよ！　じゃあそっちの九十八人は関係ないのかよ！」

「ああ、パパとママも遅れるのです」

「全員関係ないじゃないかよっ！」

　もうわけが分からない。わけが分からなさすぎて、「マンイーターの餌」とやらにはツッコみ忘れた。いや、それよりもすごく心配なことができた。

　いつも学校に来ているマフィン。あれは本物なのか……？




「せんせーいらっしゃい。ナイトメアワールドは初めて？」

「ああ、初めてだが……なんかアレだな。風俗街みたいだな、ここ……」

　俺はピンク色のネオンがひしめく夜の街で、サキュバスのメルシアから歓迎を受けた。

　メルシアが暮らすナイトメアワールドは、極めて特殊な空間の中に存在する。具体的には、「夢の中」だ。したがって、夢に干渉する力を持たない俺が辿たどり着つくためには、まず眠らなければならない。

　だから俺は放課後、保健室のベッドを借りて、ここへ来た。もちろんただ寝るだけでは駄目で、ある特別なアイテムを使う必要があったのだが……。

「ママ～、せんせー来たよ～」

「は～い、いらっしゃぁい♪」

　メルシアが家のドアを開けると、さっそく人妻の甘いボイスが飛んできた。

　声だけじゃなくて匂いも甘い。香が焚たかれているのか、メルシアの家の中には独特の甘い香りが漂っている。

「お、お邪魔します」

　俺は恐る恐るサキュバスの館に足を踏み入れた。壁紙も調度品も、毒々しいまでのピンクと紫で埋め尽くされている。廊下の先には奥の間がある。扉は開け放たれており、応対用のソファ……ではなく、巨大なベッドが見えた。

　そのベッドに横たわっていた。コウモリの翼を生やした美女が、全裸で。

「あらぁ、素敵なオーク♪　いいわぁ、精力強そうでぇ♪」

「ブヒッ？　あ、あの、これただの家庭訪問ですからねっ？」

「いいわよぉ。こっちに来て、ベッドの中でいっぱいお話ししましょ？」

　やべぇ、メルシアのお母さん、めっちゃ誘ってやがる。

「な、なあメルシア、もうちょっとまともな形で面談できないか、お母さんを説得してもらえないかな？」

「えー？　すげーまともじゃん。サキュバス的には」

「どこがだよっ！　せめて服着てくれよ！」

「お、制服プレイしちゃう？　それともスク水？」

「風俗店でオプション頼んでんじゃないっての！」

　……そんなわけで、俺は寝室の外から声をかける形で、どうにかメルシア家での面談を終わらせた。その後逃げるように風俗街を出て、保健室のベッドでひとり目を覚ます。

「ああ、なんていうか……。そうか、夢だったんだよな。どうせ夢なら……いや、何を考えてるんだ俺！　相手は生徒のお母さんだぞ！」

「──先生、こんなところで何騒いでんの？」

　いきなり仕切りのカーテンが開かれ、リエッタが顔を覗かせた。

「うおっ？　り、リエッタ、なぜ保健室に？」

「うん、ちょっとすりむいちゃったから傷テープ貼りにきたの。先生は何を……」

　そう言いながら、リエッタの視線が俺の枕元に向かう。

　そして、ピキッと凍りついた。

　枕の下から、あるものがはみ出していた。俺がナイトメアワールドへ行くために用意した、特別なアイテムが……。

「先生……それエロ本だよね？」

「はいそうですごめんなさい」

「……何で保健室のベッドでそんなもん読んでるのかな？」

「いや、読んじゃいない。これを枕の下に敷いて寝ないと辿たどり着けないっていうんで……おいメテオはやめろメテオはっ！」




　そんなこんなを繰り返しながら、俺は日々の家庭訪問をこなしていった。

　スライムのゲルの家に行くために、ダンジョンと化した下水道を探索した。巨大ネズミや肉食魚なんかに追われながら、俺はどうにか無事、奥地でゲルと会った。もっともゲル一家はゲルゲル言ってるだけだから、面談が成立したかどうかはかなり怪しかったが。

　ドラゴン娘のニードレアは火山に住んでいた。もちろん麓ではなく火口付近の洞窟だ。吹き荒れる熱風を搔かい潜くぐり、溶岩にかかった岩の橋を駆け抜け、汗だくになりながら最深部のニードレア家に辿り着いた。これで俺が火傷やけど一つしなかったのは、オークの分厚い皮膚と、お馴な染じみの防御魔法があったからだろう。

　マミィのナトラの家は、ダンジョンと化した……というよりダンジョンそのものの古代遺跡だった。相次ぐトラップ。迫りくるミイラ兵。呪われた碑文。番犬代わりのスフィンクス……。あらゆる障害を突っ切り、俺はナトラの家も完璧に攻略した。

　こうして一日に数軒ずつ、俺は着実に家庭訪問のミッションをこなしていった。一部、バックレた生徒も何人かいたが、それでもできる限りその家族と会って話をした。

　リエッタの家のように、オークだからと警戒されたことも多かった。しかし俺が家庭訪問のために危険な場所に挑み続けているのだと知ると、その誠意を買ってくれる保護者も少なからずいた。何より生徒本人が、俺のことを少し見直してくれた。

　そして十日目。残る訪問先はただ一つになった。

　大要塞ラビル・フォートレス──。レグドラド屈指の超巨大ダンジョンだ。

　……頼むから、もうちょっと普通のところに住んでくれないかな、うちの生徒達。
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　ラビル・フォートレスは、面積にして一キロ四方に渡って君臨する巨大な砦とりでだった。かつての戦争で拠点として使われたものだが、今となってはその役目を終え、広大な森の一角に打ち捨てられたように横たわっている。

　もっとも廃はい墟きよというわけでもない。何でもこの砦を土地ごと買い取った物好きがいたとかで、今ではその物好きな富豪の管理物件になっているようだ。

　で、そこに住んでいるのが、これから俺が会いにいく最後の生徒──ミーミンだった。

　ミーミンの顔を、俺はまだ見たことがない。始業式からこの方、彼女はずっと登校してきていないからだ。

　登校拒否──。元の世界では珍しいケースじゃない。もう何十年も前から、どこの学校にも事例はある。問題を解決するために、時代によっていろいろな方法が取られた。引っ張ってでも学校に連れていくのがよしとされた時代もあったし、生徒の心を開かせるために教師やクラスメイトがフレンドリーな空気を作ろうと頑張った時代もあった。もっとも最近では、無理に学校に来させるのではなく、専門のカウンセラーに任せたり、場合によっては中退を認めるのが、その生徒にとって最良なのだとされている。

　……俺の本音を言えば、どれもケースバイケースだと思う。誰もが同じ理由で不登校になるわけじゃない。一人一人の事情を理解しなければ、正解には至らない。

　それに俺には、☆組を全員揃そろえて卒業させるという使命がある。たとえ正解がどうあれ、この機会に何としてもミーミンに会う必要があった。

「……とは言え、こいつはなかなか本格的なダンジョンだな」

　要塞の中に一歩踏み込むなり、俺はそう呟つぶやいた。

　薄暗い空間の中、石造りのブロックで囲まれた通路が、枝分かれを繰り返しながらどこまでも伸びている。その壁に沿って、鉄の扉で仕切られた小部屋がいくつも並び、時には怪しい紋章の刻まれたパネルがボォッと輝く。他にも、いかにも動き出しそうな彫像や、ピッタリ閉ざされた宝箱なんかが目につく。

　水気を帯びた空気が少し肌寒い。俺はここ数日ですっかりボロボロになった背広の前を合わせると、慎重に足を進めた。

「確かレグドラドのガイドブックによれば、人が住める中枢部は地下だったよな。つまりどこかに下りるポイントがあるってわけだ」

　ポケットからそのガイドブックを取り出し、頭に着けたヘッドライトで照らす。一応内部の見取り図もついているが、これは戦時中のもので、今もこのままとは限らない。

「まあ、とりあえず地図のとおりに進んでみるか。ええと、まずそこの突き当たりを右に折れて、二つ目の十字路のそばにワープパネルが──」

　そう呟きながら、俺が何メートルか歩いた時だった。

　不意にどこかで、カチリ、と怪しい音が鳴った。

「……何だよ、今のアクシデントフラグみたいな音は」

　俺は足を止め身構えた。嫌な予感がする──。そう思った刹那、突如そばの壁がガラガラと豪快な音を立ててスライドし、中から異様な怪物が姿を現した。

　極太の二本角を頭に生やした巨大な牛……を模した、鉄と歯車でできた機械。

「ブヒッ？　な、何だこいつ？」

「ギュモォォォッ！」

　一声唸うなるや、牛が頭を下げ、俺に向かって角を向ける。これは──間違いなく俺を殺しにかかってやがる！

「なるほど、ダンジョンの番ガーデ人イアンがお出ましってわけか！」

　猛牛の太い脚が床をガシガシと蹴り、突撃の予兆を見せる。普通に逃げたところで追いつかれる可能性が高い。だったら──やっぱりこいつを唱えるしかない！

「シャイニング・アイギス！」

　目の前に光の盾が展開し、突っ込んできた大角をガツン！　と受け止める。防御魔法でできるのはここまで。だが相手の足止めさえできれば充分だ。

「じゃあな！　帰りは出くわさないように祈ってるよ！」

　そう叫ぶと俺は猛牛に背を向け、走った。突き当たりを右に折れ、二つ目の十字路にあるワープパネルへ。

　俺がパネルに手を触れるのと、猛牛が盾を粉砕するのと同時だった。やつがそのまま通路の突き当たりに激突するのを尻目に、俺は無事このエリアを逃れたのだった。




　要塞の防衛機能は、侵入者の排除に徹していた。

　機械でできたモンスターや、落とし穴などのトラップ、果ては道に迷わせるためのダミーパネルまで──あらゆるものが俺を敵とみなし、執しつ拗ように立ちはだかった。

　ガイドブックによれば、これらの機能はどれも戦後に解除され、今は安全になっているはずだという。だとしたら……おそらくこの要塞に住む者が復活させたのだ。

　いったい何のために？

「ミーミン……。まさか引き籠もるために、か？」

　どれほど走ったか分からないダンジョンの中心で、俺は呟いた。

　だがどんなに頑なに拒まれても、俺は辿り着かなければならない。一度も教え子と顔を合わせないまま、諦めることなんてできない。

「地図によれば、この先に地下へ下りるパネルがある……。よし、ダンジョンの三分の二は踏破済みってことだな」

　自分を奮い立たせ、俺はさらに足を進めようとする。だがすぐ先に新たな影を見つけ、やむなく踏ふみ止とどまることになった。

　地下へのパネルを守るようにして新たなガーディアンが居座り、俺に向かって低く唸っている。やはり機械だ。ヘビとトカゲを掛け合わせてでっかくしたような、典型的なドラゴンスタイル。しかしこれまでのモンスターとは、明らかに違う部分があった。

　光沢だ。全身のパーツが、見覚えのある光沢で包まれている。あれは確か──。

「まさか、耐魔法素材コーティングか？」

　校舎に使われているのと同じだ。あの光沢によってあらゆる魔法は無効化される。いや、攻撃魔法は駄目でも、防御魔法ならどうだ？

「シャイニング・アイギス！」

　俺はドラゴンに向けて光の盾を展開した。

　それを合図に、ドラゴンが床を這はってこちらに迫り出す。そのもたげた鎌首が盾に触れ、動きを止め……ることはなかった。

　まるで水をくぐるかのように、ドラゴンの巨体は盾をスッとすり抜けた。

「くそっ、やっぱり無理か！」

　引き返すか？　今ならまだ逃げれば間に合う。しかし俺には、絶対に成し遂げなければならない使命がある。家庭訪問という使命が──。

　俺が躊ちゆう躇ちよした、その時だった。

「先生、伏せてください！」

　不意に背後で叫び声がした。とっさに俺が身を屈めるのと、頭上を稲妻が走り抜けるのと、同時だった。この稲妻、もしかして……。

「モルモアかっ？」

「はい先生っ、た、助けにきましたっ」

　そんなモルモアの声を搔かき消けすように、稲妻が盛大にドラゴンの胴体に炸さく裂れつする。魔法であれば無効化してしまうそのコーティングを、モルモアの放った強大な稲妻は──あくまで物理法則に基づいた雷撃は、易やす々やすと穿うがち、見事に動きを止めさせた。

　全身を支える力を失い、床の上に潰れるドラゴン。だが胴体から離れ唯一生き残っているパーツがあった。──頭だ。

「っ！　先生危ない！」

　床に転がった頭が口を開け、俺に向けてブレスを放とうとする。思わず息を吞のむ。

　だが──助けはモルモア一人ではなかった。

「どりゃぁぁぁぁっ！」

　すかさず飛んできたハンマーが、いや、それを両手で振りかざした小柄な少女が、ドラゴンの頭をグシャリ！　と叩たたき潰つぶした。

「ゴドムっ？」

「エシャロットよ！」

　頼もしく叫び、ゴドムがなおも巨きよ槌ついを振るう。もはや動力もブレスも失ったドラゴンは、ドワーフの怪力を前に為なす術すべもなく、瞬く間に鉄てつ屑くずと化していった。

　……やがて静寂が戻った。ゴドムがハンマーを背負うのを待って、俺は助けてくれた二人に向き直ると、深々と頭を下げた。

「ありがとうな、二人とも。でもどうしてここに？」

「ルート先生から聞いたのよ。イツカ先生がラビルに向かったって。ルート先生は『どうせ途中で諦めて引き返すよね』って言ってたけど、私は、イツカ先生がそんな簡単に諦めるとも思えなかったから」

「だからゴド……エシャロットちゃんと話して、二人で助けにいこうってことになったんです。……あ、あの、ごめんなさいっ。私なんかどうせ亜空間を開いて森ごと要塞を消滅させちゃうぐらいしか能がないから、足手まといになるって分かってたんですけどっ」

「い、いや、そんなことはないさ。モルモアも、もちろんゴドムも、すごく助かったぜ」

　礼を言う俺に、モルモアは嬉うれしそうな笑顔を見せた。ゴドムも名前のことでツッコんでくる様子はないから、俺の言葉を素直に受け入れてくれたようだ。

　俺は──ふとあることを思い、二人に向かって右手をかざしてみた。

「なぁに、握手？」

「い、いや。ちょっとな」

　特に何かが起きることはない。まだ早い──ってわけか。

　俺は適当に笑って誤魔化すと、気を取り直すように言った。

「よし、二人とも俺に力を貸してくれ。家庭訪問を成功させよう」

「もちろんよ」

「が、頑張りますっ」

　二人が張り切って頷うなずく。こうして俺は、一気に心強いパーティーを手に入れた。
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　モルモアとゴドムが加わり、俺のダンジョン攻略はスムーズに進んだ。地下で待ち受けていた機械のガーディアンは次々と撃破され、罠わなはことごとく叩き潰された。そしてあとわずかで要塞の中枢、目的地に辿たどり着こうとしたところで──それは現れた。

「どうやら最後のガーディアンのようね」

　ゴドムが呟く。今俺達の視線の先には、一体の異形の存在が佇たたずんでいた。

　機械ではない、ぬらつく真っ白な皮膚を持った、怪しい生物だ。人に近い形をしてはいるが、髪や顔のパーツはなく、まるでのっぺらぼうそのもの。露あらわな裸体にも、性別を示すような部分はない。そして背中には、二枚の肉の翼──。

「こ、これって、人造天使、クルス・アンゲラ……。実物見るの初めて……」

　モルモアが怯おびえた声で言った。クルス・アンゲラという言葉には、俺も覚えがある。

　確か、興味本位で読んだ錬金術の教科書に載っていた。戦時中に光の勢力によって作られた人工生命で、天使と同等の光属性を操るも、心を持たぬ生物兵器。しかし戦後すべて破棄され、今では博物館に剝はく製せいが残るのみだという。

　そんなものが、まだ現役で残っていたとはな。しかも──こんな場所で。

「よし、さっさと片づけちまうか」

　身構える俺達。その刹那、アンゲラがふわりと浮き上がった。

　真っ白な両手が掲げられる。その先端が触手のような光の帯と化し、すかさずモルモアとゴドムに襲いかかった。

「ひゃぁっ！」

「な、何よこんなもの！」

　ゴドムが自分のところに飛んできた右手を、その怪力で受け止める。しかしグネグネとした光の帯は、ただ先端だけを捕らえても意味がない。ロープのようにゴドムの体に巻きつき、その体を拘束しようとする。

「くっ、このっ！　ああっ、私のハンマーがっ！」

　ゴンッと鈍い音を立てて、ゴドムのハンマーが床に落ちた。武器を失ったゴドムは、それでも全身を使って抵抗しようとしたが、たちまちグルグル巻きにされてしまった。

「うそっ、私のパワーが通じないっ？」

「ゴドムっ、大丈夫か？　モルモアも──」

　見ればモルモアは、すでに無抵抗な状態でアンゲラの左手に巻かれていた。

「モルモア！　まさか☆組最強の力でも抵抗できないなんて──」

「ご、ごめんなさい先生……。あ、あの、第二形態になったら振ふり解ほどけると思うんですけど、たぶんこの要塞も丸ごと崩れるかなーって……。どうします？」

「……すまん、それは遠慮しといてくれ」

　やべぇ。最強すぎて小回りが利かないぞ、この子。

「よし、こうなったら俺に任せとけ！　メテオ・インフェルノっ！」

　二人を拘束された今、もはや動けるのは俺しかいない。俺はすかさず呪文を唱え、アンゲラの頭上に魔法陣を展開した。

　強烈な隕いん石せき召喚魔法だ。こいつが直撃すれば、どんなにやばい生物兵器だって、ひとたまりもないはず。俺はそう思い、アンゲラに向かって無数の隕石を振り注がせ──。

「…………イル・アイズ」

　アンゲラが何か呟つぶやいた。口などないのに。

　同時に隕石の雨は、アンゲラを直撃する寸前に、魔法陣ごとふっと搔かき消きえた。

「これは……アンチマジックか！」

　まさかそんな手が使えるとは。いや、教科書にも載っている初歩的なものだから別に珍しくはないが、こいつを使いこなされるとなると、魔法で戦うのは難しい。

　俺はとっさに足元を見た。ゴドムのハンマーが転がっている。拾い上げようと手を伸ばすが──何だこれめっちゃ重いぞ？

「くっ、持ち上がらないっ？」

「当たり前でしょ！　私だって両手でやっとなのに！　ドワーフのハンマー嘗なめんな！」

「先生、天使が何かします！」

　モルモアが叫ぶ声に、俺は慌ててアンゲラに向き直った。

　アンゲラは己の両腕を塞いだまま、その無貌をまっすぐ俺に向けていた。

　その顔面が、ぱっくりと左右に開く。中に顔があった。粘液にまみれた肉色の、まるで聖母のような優しい顔が。

　そして聖母は俺に向かって、静かに呪文を唱え始めた。

「──ゴルト・デスモルト・エルフェンス……」

「……この呪文、まさかっ！」

　聞き覚えがある。リエッタの父親が俺にかけようとした即死魔法と同じものだ。

「先生！」

「先生、逃げてください！」

　二人の悲鳴が重なった、この一瞬──。

　俺ははっきりと見た。ゴドムとモルモアの胸元に、星のような瞬またたきが灯ともるのを。

　そう──これを待っていた！

「ゴドム！　モルモア！　俺を信じろ！」

　叫びとともに、俺は二人に向かって右手をかざした。

　同時にゴドムとモルモアの体から、瞬きが溢あふれ出る。それはさながら流星のように、俺のかざした右手に向けて尾を引いて飛び、すっと手の平に吸い込まれた。

「え、何、今の……？」

「先生……？」

　二人が不安げに呟く。だが、もはや心配する必要は何もなかった。

　新たな力が、体中に満ちるのを感じる。俺はもう一度身を屈め、ハンマーの柄をつかんだ。力を込める。ミシッ、と腕の筋肉が軋きしむ……が、それ以上の抵抗感はない。

　よし、これなら──行けるっ！

　次の瞬間、俺は右腕一つで、ついさっきはビクともしなかったハンマーを軽々と床から持ち上げていた。

「物騒な呪文唱えてんじゃねーよ！」

　叫びながら、アンゲラの頭目がけて力の限り叩きつける。両腕を動かせないまま呪文を詠唱していたアンゲラは、無防備な顔面にグシャリ！　と強烈な一撃を受け、大きく身をのけぞらせた。

　詠唱が止やむ。俺はさらに二度ハンマーを振るい、やつの両肩を打ち砕く。触手と化していた両腕が撓たわみ、モルモアとゴドムの拘束が解ける。

「先生？　なにその力。何で片手だけで……」

「言ったろ？　俺は完璧だってな」

　ポカンとしながら訊たずねたゴドムに事も無げに言うと、俺はもう一つの能力を行使した。

　ハンマーをつかんだ右手を下ろし、空いた左手をアンゲラの鳩尾みぞおちに押しつける。

「さあ、次のも相当効くぜ！　何しろ魔王一族直伝だからな！」

　直後──俺の左手から迸ほとばしった凄すさまじい雷撃が、アンゲラの胸を焦がし、粉砕した。

　最大出力で放たれたそのすべてが、相手の体に流れ込み、焼き尽くしていく。

　潰れた聖母の顔面が絶叫した。もはややつに反撃する力は残されていなかった。

　アンゲラは──戦争時代の奇怪な亡霊は、崩れ落ち、瞬く間に塵ちりとなって消え去っていった。

「どうだ、完璧だったろ？　──ゴドムとモルモアのおかげで、な」

　振り返り、俺は笑ってみせた。

　二人はただポカンとしながら、俺を見つめていた。




「ラーニング・ハート──。一言で言えば、誰かの能力をコピーして使う力だ」

　人心地ついたところで、不思議がる二人に俺はそう説明した。

　怪力、そして雷撃──。この二つがゴドムとモルモアから授かった力なのは、明らかだ。もっとも、二人とも説明されてなお、釈然とはしてないようだけどな。

「そんな都合のいい能力、何でオークが持ってんのよ。普通に魔法が使えて、しかもラーニングって……。いろいろ盛りすぎでしょ、オークなのに。ねえモル？」

「そ、そうね。ちょっと羨ましいかも……」

「だいたいコピーとか言って、私より力出てたじゃん。モルの電撃も完璧に使いこなしてたし。先生ずるいよ！」

「いや、べつに万能ってわけじゃないぜ？」

　呆あきれと羨望の混ざった二人の声に、俺は苦笑しながら首を横に振った。

「このラーニング・ハートって能力は、発動に大きな制限がある。その名のとおり、相手とハートの繫つながりがないと駄目なんだ」

「ハートの繫がり？」

「──絆きずなだよ」

　笑顔で、俺はそう告げた。あの胸元の星を思い出しながら。

「さっきの能力は、ゴドムとモルモア、二人と俺の心が通じ合った証あかしなんだ。そういうわけだから──俺のことを助けてくれて、本当にありがとうな」

「え、あ……うん」

「きゅぅん、照れます……」

　二人が顔を赤らめる。俺は改めて、満足げに鼻を鳴らした。

　そんな俺に、ふとゴドムが訊ねた。どこか憧れを帯びた声で。

「ねえ、先生は本当にオークなの？　実はオークに化けた、すごい魔法使いとか？」

「違うよ。俺は──ただのオークだ。ちょっと完璧なだけの、な」

　俺はただ苦笑とともに、そう答えただけだった。

　ダンジョンの長い旅が、ようやく終わろうとしていた。
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　要塞の中枢部である部屋は、鉄の扉で閉ざされていた。

「開けるぞ、ミーミン。家庭訪問だ」

　ノックをした上で、扉に手をかける。鍵はかかってない。金属の軋む音を響かせ、俺はついにミーミンのもとに辿たどり着いた。

　中は明るかった。魔法の灯に照らされた大部屋の壁一面に、無数のモニターが並び、ダンジョン内の様子を映している。他に目につくのは、貯蔵品と思おぼしき水と食料の山。あと、知らないお爺じいさんが一人。……ん、お爺さん？

「え、ええと……誰っすか？」

　白のローブをまとい、両手に長い杖つえを抱えた白髪のお爺さんが、部屋の片隅にへたり込んでガクガク震えている。

「もしかして、この人がミーミン？」

「んなわけないでしょ！」

　ゴドムがすかさずツッコんだ。まあ、俺もそう思うよ。

「ていうか、そもそもミーミンってどんな子だ？」

「それは……あれ、どんな子だったかしら。ちょっと記憶にないかも」

「おいおい、一年生の時から同じクラスだろ？　モルモアはどうだ？」

「ご、ごめんなさい。名前は知っているし、絶対に教室でも会ってるはずなんだけど……ちょっとよく思い出せないです。はうぅ」

　マジかよ。……まさかこれが不登校の原因か？

　とにかく、そのミーミンを捜さなきゃならない。居場所を知っているのは──やっぱりこのお爺さんだろうな。たぶん保護者だな、ミーミンの。

「すいません、ちょっと訊ききたいんですけど……」

「ひいぃっ！　オークじゃ！　ついにオークが攻めてきた！」

「いや、攻めてないですから。あの、ミーミン……」

「砦とりでが！　わしの砦がオークに落とされた！　もうおしまいじゃぁっ！」

「お爺さん、もしかしてちょっとアレな人……」

「しっしっ、あっち行けオーク！　しっしっ！」

　うわ言のように俺を忌み嫌って叫び、杖でポカポカ叩たたいてくる謎のお爺さん。その様子を横で眺めていたモルモアが、おずおずと指摘してきた。

「あ、あの、エルフですよね、このお爺さん」

「ああ、言われてみれば確かに」

　白髪の中にうっすら残った金髪。色白で華きや奢しやな体つき。耳も長いし、やたらとオークを恐がっているし……なるほど、確かにエルフだ。

　あれ？　そう言えばエルフと同じ呪文を唱えてたよな、あのキモい天使も……。

　俺がそう思った時だ。不意に部屋の一角が輝き、魔法のゲートが現れた。そこから飛び出してきたのは──。

「おおリエッタ、入ってきちゃいかん！　オークが攻めてきたんじゃ！」

「はいはいお爺ちゃん、もう戦争はとっくに終わってるからね？」

　……って、リエッタかよ！　しかも、お爺ちゃんだと？

「り、リエッタ、どうしてここに？」

「先生？　それにモルとドムちゃんも、ここで何してんの？」

「いや、何って、家庭訪問に──」

「家庭訪問って、ここわたしのお爺ちゃんちだよ？　私の家庭訪問……はもう終わってるよね？」

　リエッタが驚いたような顔で言い返した。もうわけが分からない。

「ちょっと待ってくれ。ここがリエッタのお爺ちゃんち？　この要塞が？」

「うん。なんか戦争がまだ続いてると思い込んじゃって、ここに立て籠もってるの」

「マジかよ、引き籠もりじゃなくて立て籠もりかよ。じゃあ、中にいた機械のドラゴンとか天使も、全部このお爺ちゃんが？」

「そうだよ。お爺ちゃんが身を守るために用意したの。どれもオークを倒すようにプログラムされてるんだけど……先生、よく無事だったね」

「俺だけピンポイントで狙われてたのかよっ！」

　そういやゴドムもモルモアも、拘束されただけで済んでたもんな。何てこった。

「とにかくそんなわけだから、私の家族が定期的に様子を見にきてるってわけ。入り口から歩いてくるのは大変だけど、うちの村からなら転送魔法ですぐ来られるしね」

「あっそう。……俺すげー頑張ったのにな」

　何だかドッと疲れを覚える。いや、それには早いか。

　……俺はまだ使命を果たせてない。ミーミンに会うという使命を。

「なあリエッタ、ミーミンがここに住んでるはずなんだが、知らないか？　ていうか、ミーミンってどんな子だ？」

「ミーミンって、ミミックの子だよね？」

「ミミック……？」

「確かいつも宝箱に入ってたと思うんだけど」

「宝箱……」

　その言葉に、ゴドムとモルモアが納得したように頷うなずいた。

「ああそっか。だから私達、ミーミンの顔覚えてなかったわけね」

「そういえば、去年まではいつも教室に変な宝箱が置いてあったような……」

　そして──俺は思い出した。確かに俺はこの要塞で、一度宝箱を目にしている。

　あれは、中に入ってすぐのことだ。入り口の近くに、一つ置いてあった。

「あ、あ、あれがそうだったのか……っ！」

　俺は呻うめいた。呻かずにいられるかって話だ。

「ん、何じゃお前達、ミミックの子を捜しとるのか？　前からここに勝手に住みついとってな、まあ無害なんで放置しとったんじゃが、リエッタの友達じゃったとはな！」

「……リエッタのお爺さん、今すぐこの要塞にいるすべてのガーディアンをおとなしくさせてくれ。俺はミーミンに会いに戻る！」

「ひいぃ！　オークじゃ！　オークがわしに話しかけてきた！　もうおしまいじゃぁ！」

「人の話を聞けよっ！」

　そんなわけで──俺は長いダンジョンの道のりを、再び歩いて戻っていったのだった。

　最後の家庭訪問が、ようやく始まった。……ひでぇ。
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「初めましてミーミン。俺はイツカ。三年☆組の担任だ」

「……あ、オークだ。……こんにちは」

　ああよかった。普通に反応してくれて。

　俺はそう思いながら、目の前の宝箱に収まった一人の少女を見下ろした。

　要塞の地下で激闘を繰り広げてから数時間後──。長い道を逆に辿たどり、ようやく戻ってきた入り口で、俺はついにミーミンとのファーストコンタクトを果たした。

　長かったな。マジで長かったぜ。

「……何か用？」

　ミーミンはどこかボーっとした調子で、半開きの宝箱の中から俺を見つめ返している。

　眠そうな瞳。色素の薄い髪。到底活発さを感じさせない彼女は、不登校の生徒にありがちなパターンと違って、担任に訪ねられても特に逃げ腰な様子はない。マイペースなんだろうな、きっと。

「なあに、ただの家庭訪問だ。ミーミンと話がしたくてな」

「……そう。見てのとおり気楽な独り暮らし。いつでも来て」

「あ、そりゃどうも……って、そうじゃなくてだな」

　つい相手のペースに乗せられてしまいそうになるのを抑え、俺は改めてミーミンの目を見た。……すっごいボケっとした目だな、この子。

「なあミーミン、担任とはいえ初対面の相手にいろいろ話すのは、ちょっと気が重いかもしれない。だからまあ、俺に訊かれても嫌なことは無理に話さずに、気楽に構えてくれていいんだが──」

「……あ、もしかして学校に行ってないこと？」

「お、おう。話が早いな。……もしよかったら、理由を教えてくれないかな？」

　俺は笑顔を浮かべ──といってもオークの笑顔は相当アレだが──ミーミンに優しく話しかけた。

　もっとも心当たりはある。周りからの孤立──。モルモアやゴドムの話から考えて、それが原因になっている可能性が高い。他の生徒達と上う手まくコミュニケーションが取れず、疎外感を募らせて学校に来なくなるパターンだ。

　……いや、断定するのは早いか。人の付き合いにはそれぞれ程よさってものがある。常に誰かと繫つながってないと不安を覚える子もいれば、逆に過剰な繫がりを不快に感じる子もいる。結局すべての答えはミーミンにしか分からない。

　だから──俺の役目は、とにかく彼女の話を聞くことなんだ。

「……不登校の理由」

　ミーミンがポツポツと語った。俺は「ああ」と自然な感じで頷いた。

「……私を──」

「うん、ミーミンを？」

「……私を学校に運んでくれてた先輩が卒業しちゃったから」

「それだけかよっ！　じゃあ俺が運ぶよっ！」

　こうしてミーミンの不登校問題はあっさり解決した。ほんとあっさりだったな、おい。




「先生おはよう。どうしたの？　台車に宝箱なんか乗っけて」

「ようリエッタ、おはよう。ほらミーミンも挨拶しろ」

「……おはよう。リエッタさん……だったっけ」

　翌朝の通学路にて。俺が転がす手押し台車の上で、宝箱がパカッと開き、ミーミンが顔を出す。リエッタはきょとんとした顔で俺とミーミンを交互に眺めた。

「これは──オークによる女子高生誘拐事案？」

「違うっての！　今日から俺がミーミンの送り迎えを担当するんだ。これで☆組コンプリートに一歩近づいたぜ」

「あ、そういうことなの？　ま、まあ、大変そうだけど頑張ってね？」

「おう、任せとけ！」

　威勢よく叫び、俺はミーミンを乗せた台車をゴロゴロと押していった。

　……こんな感じで、要塞と学校とを行き来する日々が一週間ほど続いた、ある日。さすがに疲れが出てきた俺に、ミーミンが淡々と言った。

「……先生、大変そうだから、明日から自分で何とかする」

「どうした？　遠慮するなって。俺は生徒のためならこれぐらい──」

「……ううん、引っ越す」

「引っ越す？　いったいどこに？」

「……先生の家」

「何でだよっ！」

「……要塞まで行くよりまし」

「そ、そりゃそうだけどさ！」

「……大丈夫。手伝ってもらわなくても、勝手にやるから」

　でもってその翌朝。俺が家で目を覚ますと、枕元にでっかい宝箱が。サンタかよ。

「……おはよう、先生」

「おはようミーミン。なあ、どうやってここに来たんだ？」

「……宝箱背負って、自力で」

「自力で移動できるのかよ！」

「……できればしたくない。重いから」

「あっそ……。てか、宝箱一つの身なら、いっそ学校で暮らした方が早いんじゃないか？」

「……おお。先生頭いい。……オークとは思えない」

「はは、ありがとな。誉ほめてくれて……」

　こうして、教え子との禁断の同どう棲せいという危機も去り、マイペースなミーミンの不登校問題は、今度こそ完璧に解決したのだった。

　……ちなみにこのゴタゴタの後、俺は体を折り曲げて箱に入れる能力を身に着けた。

　まあ──素直に喜んでおくか。
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　三年☆組にはイヌとネコがいる。いや、イヌミミ娘とネコミミ娘がいる。

「よし、次の質問だ。そうだな、じゃあチコ」

「うん。なぁに先生？」

　イツカに名前を呼ばれて元気よく立ち上がったのは、コボルト族のチコ。垂れたイヌミミとモフモフなイヌ尻尾が愛らしい、☆組切っての癒しキャラだ。

「俺が今紹介した『吾わが輩はいは猫である』のユニークなところを一つ挙げてみてくれ」

「えっとね、チコはネコじゃなくてイヌだよ？」

「お、おう、そうだな」

「あ、そっか。イヌじゃなくてネコが主人公だから斬新なんだねっ？」

「うーん、ほぼ当たりなんだけど、ちょっと違うな」

「だよねっ！　チコもそう思ったよ！」

　イツカの言葉に、チコは明るい笑顔で頷うなずいた。

　癒しキャラなのはともかくとして、チコはあまり物事を深く考えない。むしろイヌの本能からか、常に頭が「右へ倣ならえ」になっている。何かを指摘されると、だいたい「チコもそう思ったよ！」で返すのがお約束だ。

「じゃあ代わりに……ピケ、答えてみてくれ」

　イツカが苦笑しながら続いて指したのは、ケットシー族のピケだ。

　三角なネコミミと長い尻尾。思慮深く物静かな性格。チコとは何かと対照的な子だ。

「はい。…………」

　立ち上がってから数十秒。ピケはじっとイツカを見つめ黙る。この沈黙の間、ピケの頭の中では目まぐるしい量のロジックが飛び交い、論理的に答えを導き出していく。

　イツカもそれが分かっているから急せかすことはない。やがてピケは、ゆっくりとその口を開き、静かに語り出した。

「……私には分かるわ。このネコの主人公の声は、他の登場人物には聞こえてない。したがってこのネコは、言語を持たない仮想生命体──つまり魔法によって具現化されたマジックビースト。ということは登場人物の中に魔法使いがいなければならないのだけど、それがいないということは、この物語の世界はオーバーマナ現象によって魔法暴発の危機に直面した、滅びゆく世界である──。これが結論だわ」

「だよねっ！　さすがピケ！　チコもそう思ったよっ！」

　ピケの真剣な解説に、チコが全力で右へ倣えをする。その様子を、☆組一同はほんわかした笑顔で見守っていた。

「って、みんな癒されてないでツッコんでくれよ。ちなみに俺が言いたいのはだな。そもそも異世界の猫は喋しやべらないっていう初歩的な──」

　……イツカの解説は以下省略するとして。

　チコが何も考えない子なら、ピケは考えすぎて斜め上に行くのがお約束だった。

　そんな二人は、とても仲がいい。同じ獣人同士で気が合うのか、よく一緒に行動している。例えば登校する時も──。

「チコ、迎えにきたわ。一緒に行きましょう」

「ふわ～、あ、ピケ！　そろそろピケが来るって思ってたよ！」

「……私には分かるわ。チコは今の私の声で目が覚めた」

「うんっ！　今起きたところ！　あのね、そういえば夢にピケが出てきたんだよ？」

「なるほど、ということは、チコは予知夢を見る力がある。……なるほど、チコはコボルト族の中でも高い魔力を持つ高位の存在、ハイコボルトだったのね」

[image: ]

「だよねっ！　チコもそう思ってたんだ！」

　例えば昼休みも──。

「チコ、一緒にお昼を食べましょう」

「うん！　チコもピケと一緒に食べようと思ってたよっ。げっぷ」

「……私には分かるわ。チコはすでに早弁をして、もう食べるお弁当が残ってない」

「うわぁ、さすがピケ！　でもピケと一緒に何か食べたいなぁ」

「私といることで食欲が増す……。なるほど、これは私が何らかの形でチコと生命力を共有していることになる。つまり私達は、輪りん廻ね転生の事故によって分断された同一個体、言わば生き別れの双子だったのね」

「だよねっ！　チコも、もしかしたらそうじゃないかって思ってたんだ！」

　例えば授業中も──。

「ねえピケ、教科書忘れちゃったから見せて？」

「……私には分かるわ。私のカバンにも教科書はない」

「あ、見てピケ！　忘れたと思ってたけど、チコのカバンから二冊出てきたよ？」

「つまりチコのカバンに増殖化の魔法がかけられているのね。ということは、よく探せばお弁当がもう一食出てくるわ」

「だよねっ！　チコ探してみるっ！」

　こんな感じで、日々周りに癒しを振ふり撒まいている二人。……ところが、そんな仲良しな二人が、ある日珍しく喧けん嘩かをした。

　それは休み時間、チコがトイレの個室から出てきた時のことだった。

「ふぅ、マーキング終了っと──。あ、ピケっ。どうしたの？」

「おしっこよ」

　そう言うとピケは、すっとトイレの個室に入っていった。たった今、チコが出てきたばかりの個室に……。

「ああっ、そ、そこはっ！」

　チコが叫ぶ。だがピケはそれには気づかず、バタンとドアを閉めた。

　やがて用を足し終えて、ピケがすっきりした顔で出てくる。その途端、チコはピケに向かって怒った。

「ひ、ひどいよピケっ！　そこはチコがマーキングしたばかりのところなんだよっ？」

「あ……」

「どうしてくれるのっ？　朝から頑張って、このフロアの全部の個室にマーキングしたのに、せっかくのコンプリートが台無しだよっ！」

「…………」

「どうしたの？　何か言ってよっ！」

　顔を真っ赤にしてキャンキャン吠ほえるチコ。しかしこの時、ピケの頭の中では目まぐるしい量のロジックが（略）。

「……チコ、私には分かるわ。何の問題もない、と」

「ど、どうしてさ！　だってここはチコの縄張り──」

「違うわ。なぜならチコはいつも私と一緒にいるもの。ということはこのトイレは、チコと私、二人の縄張りなのよ。私達の愛の巣よ」

「あ、愛の……？」

　チコがきょとんとした顔でピケを見つめる。ピケがコクンと頷く。

　次の瞬間、チコの目がキラキラと輝いた。

「だよねっ！　チコもそう思ったよっ！」

　そう叫んでピケにギューッと抱きつくチコ。……その様子を物陰から見守りながら、☆組のみんなは今日もまた癒されるのだった。
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　事の起こりは、俺が異世界での教師生活にも馴な染じんできた五月のある日。☆組の生徒に丸焼きにされたことから始まった。

　……いや、これだけじゃわけが分からないな。順番に説明しよう。

　そもそものきっかけは、学年主任のザムゥから言われたこの一言だった。

「イツカ先生、そろそろどの部活動を担当するか決めてください」

「部活動？　ああ、もしかして顧問ってやつですか？」

　その時職員室で小テストの採点をしていた俺は、そばに立って話しかけてきたザムゥを見下ろし──小さいからな、このオッサン──そう訊たずね返した。

　どこの学校でもそうだが、教師の仕事の一つに部活動の顧問がある。学校によっては、「教員は必ず何らかの部の顧問になること」とルールを決められているところもあって、どうやらこのレグド女学園もそのパターンのようだ。

「新任の俺がいきなり顧問になってもいいんですか？」

「いえ、とりあえず既存の部の副顧問から始めてもらいましょう。まあ、いきなり新しい部活を作って顧問になることもできないわけじゃありませんが……イツカ先生はオークですからねぇ。なかなか生徒は集まらないと思いますよ？」

　さらりとひどいことを言うと、ザムゥは「来週末までに決めてください」と言い残して、さっさと去っていった。

　俺は何となく腐りながら、止まってしまった採点の手を置き、軽く溜ため息いきをついた。

「イツカ先生、気にしちゃ駄目ですよ？」

　横からルートが優しく話しかけてくる。ほんと、この人は俺のオアシスだよな。

「部活の一覧ならマジックタブで見られますから、よさそうな部を探してみてください。何なら私も力になりますよ」

「ありがとうございます。ちなみにルート先生はどこの顧問を？」

「狩猟部です。担当科目と同じですね」

　微笑ほほえみながらルートが答えた。狩猟部……いったい何するんだそれ。まあいいか。

「もう一度ちなみに訊きくんですけど、そこの副顧問の席は空いていたり……？」

「ふふ、ごめんなさい。もう埋まってます」

　俺の質問に、ルートは申し訳なさそうに笑った。……そうか、残念。

　まあ、下心はこれぐらいにして──。俺は手が止まったついでにマジックタブ──例のパソコンもどき──を操作して、部活動のリストを呼び出した。

　学園のサーバ（なのか？）に保管されているもので、部活名の一覧の他にも、各部の顧問と部員、それにＯＧの名前や、過去の実績なんかがすべて載っている。教職員のパソコンからなら誰でもアクセスできるものだ。

　もっとも、副顧問の席が空いている部はあまりない。選択肢は少ないみたいだな。

「ええと、水泳部、新体操部、陸上部、剣術部、ゴーレム部……。剣術部は剣道部とは違うのかな。あと、何だよゴーレム部って」

「気になるなら、見学してみたらいいんじゃないかしら」

　俺のささやかなツッコミを真ま面じ目めに聞いてくれたルートが、妙案を出した。なるほど、その手があったか。

「でも、いきなり行って大丈夫ですかね？」

「私も同行しますよ。言ったでしょ？　力になるって」

　頼もしく立ち上がるルート。うん、マジでオアシスだわ、この人。




　そんなわけで、俺はルートに案内されて、放課後の部活巡りをすることになった。なったのはいいんだが──。

「よお水泳部のみんな。ちょっと見学させてもらいにきたぞ」

「きゃーっ！　オークが私達の競泳水着姿でブヒブヒしにきたわ！　出てけ変態っ！」

　……ああ、当然そうなるよな。分かってたよ。つーか何だよブヒブヒって。

　こうして一件目は容赦なくアウト。続いて回った新体操部と陸上部でも門前払いを食らい、そこでルートがハッとして言った。

「イツカ先生、もしかしたら、肌の露出が多い部は避けた方がいいんじゃないですか？」

「……ええ、ブヒブヒすると思われてますからね、俺」

　オークには難度が高すぎる。そんなわけで次に俺達は、剣術部の道場に行ってみた。

　中では、シャツとスパッツの上に簡素な防具を着けた生徒達が、ショートソードやレイピア、クレイモアなど、思い思いの剣を手に練習に励んでいた。なるほど、異種格闘技ならぬ異種剣技ってわけか。空いた片手に盾を持っている子もいるし、俺が知っている剣道部とは完全に別物だな。

　そんな中、俺は☆組の見知った顔を見つけて声をかけた。

「よぉマーガレット」

「……先生か。いったい何をしにきた？」

　両手でロングソードを振っていたマーガレットが、俺の方を振り返った。相変わらず視線が恐い。

「副顧問のあてを探しててな。ちょっと見学させてもらってもいいか？」

「ルート先生も一緒か。……いいだろう。ただ、副顧問にするのはお断りだ」

「おいおい、そう冷たいこと言うなよ。べつに邪魔になるものじゃないんだから」

　マーガレットのあまりにもつっけんどんな物言いに、俺は苦笑で応えた。だがマーガレットは首を横に振る。彼女の尖とがった獣耳の根本から、汗が軽く飛び散るのが見えた。なんか青春っぽくていいな、スポーツ少女って。

「先生はどうやら誤解しているようだな。私は、たとえ副顧問であっても空気では困ると言いたいんだ。……先生、訊きくが、あなたの剣の腕は？」

「ま、まあ、未経験だな」

　ハンマーなら振ったことはあるけどな、一応。

「……話にならないな」

　マーガレットは呆あきれた顔でそっぽを向くと、再び素振りを始めた。横で眺めていたルートが「あらあら」と笑う。微笑ましい光景……なのか？

　俺は決まり悪げに鼻を搔かくと、改めてマーガレットに話しかけた。

「なあマーガレット。未経験とは言ったが、俺がまったく使い物にならないかどうかは、実際に剣に触ってみないと分からないんじゃないか？」

「……そうか。それもそうだな」

　マーガレットが小さく頷うなずく。認めてくれたのかな──と思いきや、しかし彼女は不意に道場の隅に行くと、箱に入っていた余りの防具を持ってきて、俺に突き出した。

「着けろ。剣は自分で選べ。一本勝負だ」

「え、まさか、マーガレットと戦えと？」

「私に勝ったら副顧問でも何でもなるがいい。剣術部部長として許可する」

　これは──避けては通れない勝負のようだ。俺は彼女の手から防具を受け取った。

「イツカ先生、大丈夫？」

　ルートが訊いてくる。心配そうに……ってわけではなく、明らかに面白がっている。

　俺は手早く防具を身に着けると、マーガレットと同じタイプのロングソードを手に取った。当然だが刃はついてない。素材も柔らかで、完全に練習用のもののようだ。これなら怪け我がをする心配もなさそうだな。

　次第に部員達の視線が集まってくるのを感じながら、俺は張り切ってルートに言った。

「任せてくださいよ、ルート先生！　俺、完璧ですから！」

　……で。五分後。

「ぶ、ブヒィ……」

「力をセーブした光こう刃じん滅めつ魔ま斬ざんの、たった一発でダウンか。呆あつ気けないな」

「何だそれ。そんな必殺技どうやって出すんだよ……」

　勝負が始まるや、いきなり剣を光らせて謎の真空波を飛ばしてきたマーガレットを前に、俺は為なす術すべなく吹っ飛んで床に転がっていた。勝てるかこんなもん。

「きゃー、マーガレット部長、素敵ぃっ！」

「悪いオークから私達を守ってくれたんですね！　愛してますーっ！」

　あーあ、ギャラリーがすげー盛り上がってるよ。ていうか俺悪者かよ。

　そんな俺に、心のオアシスことルートが一言。

「イツカ先生、私そろそろ仕事に戻るんで、あとは一人で行ってくださいね？」

　愛らしい笑顔で言われ、俺はもう一度「ブヒィ」と力なく頷いた。




　ルートと別れて俺が最後に訪れたのは、ゴーレム部だった。

　いったい何なんだここは……と思いきや、どうやらゴーレムを愛めでる部活らしい。部室の中には所狭しと小さな人形が飾られ、時々勝手に動いたりしている。ゴーレムといっても、ファンタジー世界でお馴な染じみの巨人タイプとは違うみたいだ。

「むしろ……美少女フィギュアだな、これ」

　可愛らしい女の子を模したミニゴーレムの数々を前に、俺はポカンとした顔で呟つぶやいた。そんな俺に熱く語りかけてくるのは、☆組生徒のニードレア。ドラゴンの力を宿した亜人、ドラゴノイド族の少女だ。

「それでね先生、こっちの子はカリンちゃんって言って、『月刊ミラージュ・ネル』の六月号限定付録。でも発売されたのは八年も前だから、もうオークションでしか手に入らなくてね。このためにお昼ごはん一ヶ月抜いたよボク」

「お、おう。見上げたコレクター魂だな」

　洒しや落れっ気けのないボサボサヘアーを直そうともせず、お尻から生えた太い尻尾をパタパタさせ、嬉うれしそうに語るニードレア。その尻尾に反して体が瘦せっぽちなのは、コレクション代のために食事を抜いているからのようだ。

　おかげでちょっと健康状態が心配だが……まあ、それだけ打ち込める趣味があるのはいいことかもな。このカリンちゃんもよく手入れされてるし。

「どれどれ、ちょっと触ってもいいかな？」

「ああっ、素手で触っちゃ駄目っ！　……って、なに手汗つけてるの！」

「す、すまん。さっきちょっと運動したもんで──」

「許さない！　よくもボクのカリンちゃんを穢けがしたなっ！」

　途端に激げき昂こうするニードレア。これはそう、まさに「ドラゴンのお宝に手を出して逆げき鱗りんに触れた」に等しい。ニードレアはその瞳を金色に光らせると、大きく息を吸い込んだ。同時に騒ぎ出す部員達。

「大変よ！　ニードレア先輩のブレスが来る！　ゴーレムを避難させて！」

「防火バリアー、オン！　さあ先輩、いつでもどうぞ！」

　いや、ゴーレム以外を守る意識はないのかよ、ここの部員はっ！

「ええい、シャイニング・アイギス！」

「何だそんな防御魔法！　ドラゴンのブレスナメんな！　ファイヤァァァァッ！」

「ブヒィィィィッ！」

　俺が展開した光の盾は、ニードレアのブレスを受けきれずに粉々に弾はじけ飛んだ。さすがドラゴン、無駄に強かった。

　かくして俺は丸焼きにされ──そう、ここからすべての事件は始まったんだ。

　……長いな、前振り。




「うぅ、だいぶ体毛が焦げたな。仕方ない。シャワーで洗い落とすか」

　幸い大きなダメージを受けることもなく逃げ延びた俺は、その足でシャワールームへとやってきた。本当は運動部の子が使うための設備だが、ここは学園内にいくつかあるうちの、一番マイナーな場所。どの練習場からも遠い上に、配管の不調でここだけお湯が出ないので、利用しにくる生徒はまずいない。いわゆる穴場ってやつだ。

　入り口から入ったところで水音やひと気がないのを確かめてから、念のため内側から鍵をかける。これで生徒と鉢合わせする心配はない。

　手前の脱衣スペースで服を籠に入れ、裸になる。それからタオル一枚を手に、俺は個室のカーテンをサッと引いた。

　そこに──いた。

「……っ！　あ、開けるなバカっ！」

「って、何でこんなところにいるんだよ、マーガレット！」

　そう、そこにいたのは、まさかのマーガレットだった。もちろん全裸で。もちろん全身びしょ濡ぬれで。

　スポーツで引き締まった、それでいて出るところはしっかり出ている体をタオルで押さえ、俺に背を向けて一喝するマーガレット。そんな彼女と思いがけず裸の見せ合いをしてしまった俺は、慌てて同じように背中を向け謝った。

「と、とにかく俺が悪かった！　今すぐ出ていくから……って、あれ？」

　そこで──突然違和感が襲ってきた。

　どうしてマーガレットは、こんな場所で一人でシャワーを浴びていたんだろう。

　どうして俺がシャワールームに入った時、水音も気配もなかったんだろう。

　……変だ。これじゃまるで、マーガレットが人目を憚はばかるようにここのシャワーを使っていて、俺が入ってきたのに気づいて、水を止めて息を殺していたみたいじゃないか。

「なあ、マーガレット。いったい……」

　なぜ、と言いかけて、そこで俺は大変なことに気づいた。

　つい一瞬見てしまったマーガレットの裸の後ろ姿──。そこには、ある大事なものが欠けていた気がした。

「マーガレット、その……尻尾はどうしたんだ？」

　恐る恐る振り返り、改めて目でチラリと確かめる。……やっぱりそうだ。マーガレットのツルリとしたお尻には、いつもあるはずの尻尾が生えていなかった。

　ふと個室のラックを見ると、水に濡れて萎しぼんだ赤毛の尻尾が──いや、コスプレ用の尻尾型のおもちゃが一つ。あと、尖った獣耳も。

　マーガレットが恐ろしい形相で振り返った。尻尾も付け耳も外した彼女の姿は、誰がどう見ても──。

「マーガレット、まさか君は……」

「……クッ、殺せっ！　さもなければ私が貴様を殺す！」

「お、落ち着け！　とりあえずお互いに服を着てから話し合おう！　な？」

　俺は荒れるマーガレットを懸命に宥なだめた。今のマーガレットはどう見ても──この学園にいてはならないはずの、「人間」だった。
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「改めて名乗ろう。私の本当の名前はマーガレット・レイオルフ。──人間だ」

　マーガレットはその事実を告げ、俺の出方を待つように口を噤つぐんだ。
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　あれから互いに身なりを整え、場所を生徒指導室に移した。窓は磨すりガラスで壁も完全防音。ここなら誰かに内緒話を聞かれる心配はない。それに外はもう暗くなっていて、学園内をうろついている生徒はまずいなかった。

　マーガレットはいつもの制服に、獣耳と尻尾をつけ、再び獣人の姿に戻っていた。俺はそんなマーガレットとテーブルを挟んで向かい合い、この重大な事実に困惑しているところだった。

「レイオルフか。確か個人資料には違う姓が書いてあったよな」

「それは偽名だ」

「なるほど。最初から身分を偽って入学してたってわけか。……でも待てよ？　レイオルフ、レイオルフ……。どこかで聞いたことがあるな」

「そう聞き慣れない名前じゃない。この世界の者なら誰もが知っているはずだ」

　って言われても、あいにく俺はこの世界の者じゃないんだけどな。

　……そう内心ツッコんだところで、ふと思い出した。この世界の歴史を学んだ時に、俺は確かにレイオルフという名前に出くわしている。あれは──。

「ま、まさか……勇者のレイオルフかっ？」

　かつて光を率いて闇と戦った、人間族の王にして勇者。自らの正義を信じて突き進み、魔王に敗北した哀れな英雄──。それがまさしくレイオルフだった。

「ということは、マーガレットはまさかその勇者の……？」

「ああ、孫だ」

　表情一つ変えることなく、マーガレットはあっさりと頷うなずいた。

　何てこった。マーガレットがそんなすごい家の出だったなんて。

「十三歳にして姫騎士の称号を得た。それが今の私の位だ」

「そ、そうか。確かに姫騎士っぽいよな、マーガレットって」

　クッ、殺せ！　とかよく言うしな。こないだなんか小テストの時も呟いてたし。そんなに難しかったかな、あの小テスト。

「じゃあ実家は城か？」

「それは昔の話だ。今となってはただの一般家庭に過ぎない」

「……なるほど、いろいろな苦労があったんだろうな」

　まあ、それはともかく──。ここから俺は、いよいよ話の核心に入ることにした。何しろマーガレットには、まだ大事なことを訊きいてない。

「で──その姫騎士が、どうしてこの学園に？」

　そう、マーガレットが独り暮らしをしてまで、こんなところに通っている理由だ。

　例えば、世界への好奇心から家を飛び出したオテンバ姫──って、さすがにそれは無理があるよな。マーガレットのイメージと全然合わないし。この子の場合はむしろ、もっとこう、物騒な……。

「私は今、ある組織に属している」

　俺が思ったとおり、マーガレットの口から物騒なワードが出てきた。

「組織？」

「ああ。『光の聖剣団』だ。知っているだろう？」

「いや、知らん」

「……貴様、それでも教師か？」

　マーガレットが俺を睨にらんだ。つまり、教師なら知ってて当然のものみたいだな。

「光の聖剣団は、闇に支配されたこのレグドラドに光を取り戻すため、人間を中心に構成された勇者のレジスタンスだ。有名な組織だ。知らないと恥だぞ」

「そうか、そりゃ悪かったな。覚えておくよ」

　俺は努めて軽く応えた。もっとも内心は穏やかじゃない。

　光を取り戻す？　レジスタンス？　これは……何だかヤバそうな臭いがする。

　そんな俺の心を見透かしたかのように──。マーガレットは小さな呼吸を挟んだ後、言葉に力を込めて、その目的を俺に告げた。

「私は光の聖剣団のメンバーとして、この王立レグド女学園に通う宿敵──魔王姫モルモアを倒しにきた。これが私の目的だ」

　それは──正直、心のどこかで予想できていた言葉だった。

　けれども同時に、俺が最も聞きたくない言葉でもあった。

「なあマーガレット、……本気で言ってるのか？」

「当然だ。冗談でわざわざここに入学したりはしない」

　そりゃそうだ。そうなんだけどさ。

「……私達は前から魔王一族の動向を探っていた。その中で、モルモアがレグド女学園に入学するという情報をつかんだ。レグド女学園といえば、邪神官クラノスを学園長としたモンスターの巣窟。その学園でモルモアに万が一のことがあれば、学園は潰れざるを得ない──。つまり一石二鳥というわけだ。そこで、モルモアと歳としが同じ私が送り込まれることになった。獣人に扮ふんして、同じ新入生という立場でな」

「そうか。この学園もターゲットに含まれていたのか……」

　俺は絶句した。マーガレットが明かした真実は、モルモアや☆組どころか、それこそ学園全体を揺るがすレベルの代物だ。

「私も姫騎士として、魔ま王おう姫きを倒せるのなら本望だと思った。だからこの作戦に乗った。……以上、これですべてだ」

　マーガレットはそこまで語り終えると、鋭い目をゆっくりと閉じ、深く息をついた。そして黙っている俺に、静かに訊たずねた。

「どうする？　私を警察に突き出すか？　それともこの場で始末するか？」

「もうちょっと穏やかな選択肢はないのかよ」

　俺は溜ため息いきとともに首を横に振ると、マーガレットを見つめ返した。

　重いな。重すぎる話だよ。ただ──どうにも引っかかるものがある。

　そいつを確かめるのは……簡単だ。マーガレットのような性格の子なら、直接訊いてみた方が早い。

「なあ、マーガレット。俺が☆組の担任になってから一ヶ月ぐらい、俺はマーガレットを見てきた。その上で敢あえて訊きたいんだが……」

「何だ、言ってみろ」

「マーガレットは、モルモアのこと、好きだろ」

「……クッ、殺せ！」

　あ、図星だったみたいだ。

　途端に顔を真っ赤にして表情を尖とがらせる姫騎士。つい今まで淡々と真実を語っていたのが噓うそのように、マーガレットは面白いほど取り乱してくれた。

「やっぱりそうか。いや、好きって言っても『友達として』って意味だけどな？」

「当たり前だっ！　いや、好きではない！　宿敵だ！」

「あれ、今好きだろって言われて肯定してたよな？」

「こ、肯定はしてない！　クッ殺せと叫んだまでだ！」

　意地になって否定している。こうなればもう、俺のペースに引き込んだも同然だ。

「まあ、考えてみりゃ妙な話だよな。マーガレットがこの学園に入学してから二年と一ヶ月。どんだけ今までグズグズしてたんだって話だからな」

「そ、それは……モルモアの隙を窺うかがっていたまでだ！」

「いや、めっちゃ隙だらけだろあの子」

「ああ、隙だらけだ。隙だらけすぎてついつい面倒を見てしま……いや何でもない！」

　ブンブンと首を横に振り、ついに乗りツッコミまで始めたマーガレットに、俺は苦笑を見せた。

　──大丈夫だな。この子はきっと何もしない。

「肩の力を抜けよ、マーガレット。二年間かけて繫つなげた心だ。組織のためにそいつをぶっ壊すなんて馬鹿げてるぜ？　もっとリラックスして、この学園を楽しめよ」

「……ふん、オークが分かったようなことを」

「いや、残念ながら俺はオークじゃない」

　俺はニヤリと笑い、言った。

　マーガレットとなら──同じ種族同士、この秘密を共有できると思ったから。

「俺も、実は人間なんだ」

　そんな俺の言葉に、マーガレットが息を吞のんだ。

　目が合う。俺の獣じみた目と、マーガレットの理知的な目が──しかし実はどちらも同じ形をした目が、しばし見つめ合った。

　やがてマーガレットが、合点が言ったように口を開いた。

「ふん、そう言って私を口説くつもりか。オークの下心など見え透いている」

「って、噓扱いかよっ！」

　せっかくカミングアウトしたのに。オークは姫騎士とも相性悪いんだな。

　俺はやれやれと鼻を搔かき、椅子から立ち上がった。もう夜になる。いつまでも生徒を残しておくのはまずい。

「今日はもう帰っていいぞ。マーガレットの秘密は誰にも言わないから、心配するな」

「……そうか。すまない」

　最後にちょっとだけ素直になって、マーガレットは頭を下げた。

　よし、しばらくは様子を見よう。それで何も起きなきゃ、この話は終わりでいいや。

　俺はそう思いながら、マーガレットを連れて生徒指導室を出た。すっかり灯あかりの消えた校舎の廊下を二人で歩きながら、俺は彼女に言った。

「しかしだいぶ遅くなっちまったな。アパートまで送ろうか？」

「クッ、この猥わい褻せつオークめ！　下心が見え見えだぞ！」

「いや、下心とか全然ないからなっ？」

　……やっぱり相性が悪いんだな、俺達。
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　その夜、マーガレットは自宅で一人、学園に来た時のことを思い出していた。




　世界を取り戻す使命を帯びて、名前と種族を偽り入学した。当時一年生だったモルモアと同じ☆組になったのは偶然だったが、まさに神の導きだと信じて密ひそかに喜んだ。

　それから数日、モルモアの様子を窺いながら、どのタイミングで戦いを挑むかだけを考えて過ごした。目的さえ果たせればこの学園に用はないから、それ以外のことには──例えばクラスメイトの名前を覚えるとか、どこかの部活に入るとか、そういった学園生活には何一つ目もくれなかった。

　ところが、ある日の昼休みのことだ。クラスの片隅で静かに弁当をつついていたマーガレットのもとに、一人のクラスメイトが歩み寄ってきたのは。

「マーガレットさんだよね。よかったら、一緒にお昼食べない？」

　それはエルフ族の少女だった。名前は、まだ知らなかった。ただマーガレットにとって、エルフはかつての同盟種族だから、断るのはよくないと思った。小さく頷き、彼女についていった。

　そこで──図らずも同じグループになってしまったのだ。

　宿敵であるはずの、あのモルモアと……。

「も、モルモアです。ええと、よろしくお願いしますっ」

　宿敵はえらく気弱だった。マーガレットは困惑しながらも、「よろしく」と調子を合わせた。少しぶっきらぼうな物言いになってしまったが、モルモアは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　……可愛かわいい。

　そんな感情が微かすかに心をよぎりそうになり、マーガレットは慌ててそれを抑えた。

　グループにはもう一人、ドワーフ族の少女もいた。こちらもマーガレットにとっては同盟種族だ。だから四人の中で一人、モルモアだけが浮いているように思えた。

　しかしこれが間違いだ、と気づいたのはすぐ後のことだ。授業が終わって一人帰ろうとしたマーガレットを、不意にエルフの子──リエッタが呼び止めた。

「ねえマーガレットさん、これからみんなで部活を見て回ろうと思うの。マーガレットさんも一緒に行かない？」

　言われて振り返れば、そこにはリエッタとモルモア、ゴドムが三人並んで、笑顔でこちらを見ていた。

　──ああそうか。浮いているのは、私なんだ。

　マーガレットはようやく理解した。

　この学園には、「光」と「闇」の区別などないということを。




　それから一ヶ月が経たった。マーガレットはクラスでモルモアの様子を探る傍ら、剣術部に入っていた。

　正体を隠しているからといって、日々の鍛錬を怠っては、魔王姫を倒すどころではない。その点、剣術部は練習の場として打ってつけだった。

　ただ、一つ問題があった。当時厄介な三年生の先輩がいて、「稽古」と称して一年生を滅多打ちにするのが常態化していたのだ。すでに泣かされている一年生が何人もいた。そしてある時、マーガレットに「稽古」の番が回ってきた。

　マーガレットは──あっさりその先輩を打ち負かした。得意の光こう刃じん滅めつ魔ま斬ざん、たったの一発で、先輩は気を失った。

　それ以来周りの空気が一気に変わった。マーガレットは一躍剣術部を救った英雄として持もて囃はやされ、部員達の憧れの的となった。一方先輩は部活を辞めていった。

　マーガレットにとって引っかかったのは、その先輩が元光側の種族だったことだ。そして自分が助けた部員達が、逆に元闇側の種族だったことだ。

　……にもかかわらず、妙に達成感があったことだ。一番引っかかったのは。

　評判が評判を呼び、マーガレットはすぐに学園内の人気者になっていった。黙っていても誰かが寄ってくるようになった。だけど一応使命のこともあるので、できるだけモルモア達から離れないように気をつけた。

　そして──気がついたら仲良しグループができあがっていた。

　一度、リエッタと二人きりの時に、訊きいたことがある。

「リエッタ。あなたは……周りがどんな種族なのか、考えたことはないのか？」

「ん、どういうこと？」

　あっけらかんとリエッタは訊き返した。マーガレットは、自分が馬鹿げた質問をしているように思えて赤くなりながら、なおも続けた。

「例えば、ドワーフや魔王の娘と仲良くすることに、何か葛藤のようなものは──」

「えっ？　ないない。だってみんないい子だもん♪」

「そ、そうか……」

　明るく笑われ、マーガレットは黙るしかなかった。

　後で同じ質問をゴドムにもしてみた。ゴドムはよくリエッタに憎まれ口を叩たたいているから、あるいはと思ったのだが──。

「そんなことでいちいち葛藤するなら、この学園に入らないでしょ」

　これまたあっけらかんと本音を返され、マーガレットはやはり黙るしかなかった。

　仕方なく、同じ質問をモルモアにしてみようと思った。ところが二人きりになったら、上う手まく言葉が出なくなった。緊張していたのかもしれない。

「も、モルモアは……ああいや、何でもない」

「ご、ごめんなさい！　私何か気に障ることしちゃいましたっ？」

「え？　いや、べつに……何も」

「そうですか？　よかったぁ。私、マーガレットちゃんに嫌われるの悲しいです」

　ほんのりと目尻を濡ぬらしながら、照れた笑みを浮かべるモルモア。マーガレットはそれを見て、もう何も訊けなくなってしまった。

　──少し時間をもらおう。魔王姫に挑むまで。

　そう思った。ただ、自分がなぜ時を延ばしたのかは、上手く説明できなかった。

　モルモアの力量をより深く分析するため？　モルモアを油断させるため？　モルモアを倒すに足る力をつけるため？　モルモアを──ああ、そうじゃない、どれも違う。

　……そんな出来事から二年。

　マーガレットは、いまだに上手く説明できずにいる。




「……いけない、寝てしまったか」

　机に突っ伏した形でふと目覚めたマーガレットは、のろのろと体を起こした。どうやらうたた寝していたらしい。いっそこのまま朝まで寝てしまってもよかったが、そういえば宿題がまだだった気がする。

　もっともノートを開いたところで、頭の中をモルモアとイツカの顔がグルグル回っていて、少しも集中できそうにない。一つ溜ため息いきをつき、机に置きっぱなしの携帯マジックタブに目を向けた。

　寝ている間にメッセージが届いていたようだ。何とはなしに覗いてみた。

　そして──。

「……そうか。時が来たか」

　過度な焦りは、かえって思考を鈍らせる。この時マーガレットの口をついて出た独り言は、彼女自身が怖おぞ気け立だつほどに、冷静だった。
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「光の聖剣団──ですか？」

　テーブルに置かれたグリーンソーダのストローを指先でつつきながら、ルートは俺に向かって訊たずね返した。

　学校から少し離れた繁華街にある喫茶店だ。最初は食事に誘ったのだが、「ここで大丈夫ですよ」と言われて、かなり無難な感じの店に連れ込まれた。もしかしたら、俺にオーク的な下心があるんじゃないかと疑われたのかもしれない。

　……まあ、確かに下心はあった。情報が欲しかったからな。もちろん「光の聖剣団」について。

「教師なら知らなきゃ恥だって言われたんですよ。ルート先生は知ってました？」

　俺は軽食メニューにあったロックバード・オムライスとかいう、軽食でも何でもない巨大なオムライスを頰ほお張ばりながら、改めてそれを訊く。……うん、行儀悪いよな。しょうがないだろ、腹減ってんだし。

「知ってますよ。この辺じゃ有名だもん」

　ルートはやはり頷うなずいた。

　そうか……。この辺にそんなレジスタンスが出没するなんて、全然知らなかった。しかも有名ってことは、ひょっとしたら結構やばい事件がよく起きてるのか？

「でも何で急に聖剣団のことを？」

「ああ、えっと……ちょっと興味があったもんで」

　さすがにマーガレットの正体を明かしたりはしない。俺は玉子を搔かき分わけるスプーンを置いて、まず言える範囲で、自分の知っていることを話した。

「確か、人間を中心に構成されてるんでしたよね？」

「そうそう。元『光』なんです。……ちょっと複雑ですよ。私の種族だって元は光の側ですし。だから気持ちは分からなくはないっていうか……ああごめんなさい。イツカ先生の種族は元闇側だから、こういう意見は納得できないかもしれないですよね」

「俺は気にしませんよ。そういうのは、こだわる人はこだわるし、こだわらない人はこだわらない。俺はどちらかといえばこだわらない方です」

　たぶんこの世界じゃ浮いてるんだろうな、俺は。まあ、本当は人間だから……ってのもあるのかもしれないけど。

「世界に光を取り戻すってことらしいですね。その組織の目的は」

「組織？　……あ、そうですね。確かに組織ですね」

　ルートがふと、戸惑った素振りを見せた。あれ、俺何か変なこと言ったかな？

「光を取り戻すってことは、やっぱり魔王一族を倒そうとしてるんでしょうかね」

「ええと……理屈ではそうなりますね。まず無理でしょうけど」

「お、ルート先生は、その辺は結構シビアに見てる口ですか？」

「シビアも何も……イツカ先生、光の聖剣団について誰から何を聞いたんですか？」

「え？　な、何でですか？」

「だいぶ誤解してるからですよ」

　ルートはそう言うと、苦笑を浮かべた顔でソーダを一口啜すすった。緑色の炭酸が白のストローを染め上げるのを見ながら、俺は首を傾かしげる。

「光の聖剣団ってのは、魔王一族を狙うレジスタンスなんですよね？」

「いいえ、全然違います。聖剣団っていうのは──ああ、あれがそうですよ」

　ルートがふと、店の外を指さした。

　俺はそれを見て、思わずポカンと口を開けた。なぜならそこに見えたのは──。
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　翌日の昼下がり。その集団はついにやってきた。

　校門の警備を突破し、敷地内に乗り込んだ集団は、そのまま校庭へと雪崩なだれ込んだ。

　昼休みを校庭で過ごしていた生徒達が悲鳴を上げて逃げ惑う。慌てて止めに入った何人かの教員も、逆に追い立てられる。

　……そんな光景をマーガレットは、屋上からじっと見下ろしていた。

　すでに学園内の通信システムは破壊した。これで邪魔が入る心配はない。

　あとは──やるだけだ。

　手にした剣に力が籠もった。




　この日、レグド女学園は光の聖剣団の襲撃を受け、たちまち戦場と化した。
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「何だこの騒ぎは！　いったい何が起きてるんだ！」

「先生大変だよ！　校庭に大量の暴走ディアトリマがっ！」

「ディアトリマ？　……って、まさか、あの鳥か？」

　飛び込んできたリエッタからの報しらせを聞いて、俺は職員室の窓から外を見た。

　大きな鋭い嘴くちばしと強きよう靭じんな脚、そして貧弱な翼を持つ巨鳥の群れが、校庭を爆走している。数にして二十羽。羽毛の色はてんでバラバラで、漆黒に炎のような縞しま模も様ようが走るやつもいれば、メタリックブルーに稲妻型の刈り込みが入っているやつもいる。他にも頭にモヒカンをくっつけてるやつがいたり、トゲだらけのアーマーをまとっているやつがいたり、首からスピーカーをぶら下げて大音量でヘビメタを垂れ流してるやつがいたり──。

「ま、まさか……光の聖剣団か」

　昨夜繁華街で見かけたのと同じ巨鳥軍団の姿に、俺は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ディアトリマの背中には、いずれも少女達の姿があった。髪をショッキングピンクに染め上げた子や、黒いアイシャドウですごいメイクになっている子、ぞろぞろのロングスカート姿で木刀を振り回している子もいる。それが巨鳥一羽につき一人から二人跨またがって、校庭をゲラゲラ笑いながら爆走していた。

　光の聖剣団。この界かい隈わいでも有名な──ただのスケバングループ。

「つーか、いつの時代だよ……」

　あとマーガレット、これレジスタンスって言わないからな？　やめてくれ、紛らわしいから。

「と、とにかく生徒は全員教室で待機だ！　リエッタ、クラスの点呼を頼む！」

「任せて！」

　リエッタが戻っていく。俺は辺りを見回し、ボケっと突っ立っているザムゥを見つけて駆け寄った。

「ザムゥ先生、どうします？」

「え？　どうするって、何を？」

「校庭に他校の不良グループが乱入してるんですよ！　何か手を！」

「手って言われても……。まあここは警察に任せましょう」
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　ずいぶん消極的に答えたザムゥは、さっさと自分の席に戻り、デスクワークを始めた。ていうか自分で通報するわけじゃないのか、このオッサン。

「だいたいねぇ、不良グループの制圧なんて馬鹿なことは考えない方がいいんです。そりゃ私も若い頃は、女子生徒にいいところを見せようと思って、暴れる不良に立ち向かったこともありましたけどね。そりゃもうフルボッコですよ、所詮ゴブリンですし。しかも女子生徒からの労いとか慰めの言葉はゼロですよ。こんな割に合わないことって──」

「ああもうグチグチ言う暇があったら、さっさと生徒に避難指示を出してくださいっ！」

　鋭い一喝が、ザムゥの鬱陶しい愚痴を遮った。ちなみに俺じゃない。ルートだ。

「る、ルート先生？」

「イツカ先生、そこのメガホン取ってください」

　ルートに言われて俺がメガホンを渡す。ルートはそれを手に窓を開けると、外に向かって大音量で叫んだ。

「くぉらぁっ、チンピラどもっ！　てめーら何しに来たっ！　ああっ？」

　こ、こえー！　ルート先生こえーよっ！

　ちょっと信じられない光景に啞あ然ぜんとする俺。しかしルートは周りの視線など関係なく、聖剣団にガンを飛ばしている。

「あたしの学校でナメた真ま似ねしたら承知しねーぞっ、ごるぁっ！」

「んだとセンコーがっ！　勇者ナメんな！」

　あ、反応があった。だいたい同じレベルの反応が。てか、勇者のつもりなのかよ。

　俺はルートの横から外を見た。聖剣団の中にいる長身のピンク髪の少女が、ディアトリマの背中から身を乗り出してこちらを睨にらんでいる。あれがリーダーだろうか。

「何しに来たって訊きいてんだよ！　答えろやぁっ！」

　ルートがメガホン越しに怒鳴る。リーダーも手にした木刀を掲げながら怒鳴り返した。

「決闘じゃぁっ！　ここに魔王の娘がいるだろーが！　連れてこいやぁっ！」

「……ですって、イツカ先生」

「いや、いきなり普通のトーンで振らないでくださいよ。どう反応すりゃいいんすか俺」

　真顔で振り返ったルートに俺はそうツッコむと、今一度頭の中で状況を整理する。

　聖剣団の目的は、魔王の娘──つまりモルモアとの決闘のようだ。マーガレットがなかなか事を起こさないから、苛いら立だって乗り込んできたってところだろう。

　あともう一つ、大事なことがある。

「ちなみにこの場合、本当にモルモアをけしかけたら、どうなると思います？」

　俺はルートにそう訊ねてみた。ルートは迷わず答えた。

「モルモアさんが勝ちますね、絶対に」

「ですよねー」

　他に結論なんてない。まさか勝てると思ってんのか、ただのスケバングループが。

　だがその時、不意にザムゥが叫んだ。

「だ、ダメですよイツカ先生！　うちの生徒が他校の生徒といざこざを起こしたなんて世間に知れたら、どれだけ学園がバッシングされるか分かってんですか！」

「え？　ま、まあ、そうですねぇ」

「しかも魔王様の御ご令れい嬢じようですよ？　それを……けしかけるだなんて、犬みたいに！」

「まあまあ、そこは言葉の綾あやってやつですから」

　いきなり保身のために熱くなった学年主任に呆あきれていると、ルートが真顔で言った。

「一番大事なことを付け加えるなら──最悪、モルモアさんが退学になりますよ。他校の生徒を怪け我がさせたりすれば」

　……そうか。この喧けん嘩かを買えば、最終的な矛先はモルモアに向かうことになるんだ。

　絶対に迎えてはならないその結末に、俺が気づかされた時だった。

「大変です、ザムゥ先生！」

　近くにいた別の教員が、慌てた様子で声を張り上げた。

「通信魔法システムが妨害されてます！　警察に通報できません！」

「妨害っ？　どういうことです？」

「おそらく中継用の中枢魔導石にトラブルがあったのではと……」

「携帯はどうです？　メールは？」

「……駄目です。外部への通信はどれも魔導石を経由しないと──」

　何やら真剣な顔で話し合っている。詳しいことは俺にはよく分からないが、要するに、学園内から外に向けて連絡を取れなくなっているようだ。

「じゃあ、誰かが外へ出て直接警察に行くというのは──」

「無理でしょう。校門は不良達が固めてます」

「だったら誰か空を飛べる人に──」

「空は魔法壁で覆われてますよ。生徒が授業中に抜け出さないように」

　話し合う教員達の困惑が、徐々に焦りへと変わっているのが分かった。

　……なるほど、閉じ込められたか。しかしこいつは偶然なのか？

　俺は考える。もしこれが偶然でないとしたら、誰かがわざと通信システムを破壊したってことになる。でも誰が？　内部の誰かか？　それをやる可能性があるのは──。

「……すみません、俺ちょっと教室に戻ります！」

　ふと嫌な予感がして、俺は職員室を飛び出した。

　そんな俺を追い越すように、オーガ族の体育教師が突っ走っていく。力ずくで制圧する気か。確かに校庭の連中なら、それでどうにかなるかもしれない。ただ俺には、あの不良達とは別に、どうしても会って話を聞かなきゃならない生徒がいる──。

　足を速め、☆組の教室に着く。ドアを開けると、生徒達の不安げな顔がいっせいに飛び込んできた。

「先生、大変だよ！」

　リエッタが叫んだ。

「マーガレットがいないの！　いったいどこ行ったんだろ……」

　俺はそれを聞いて、再び廊下に飛び出した。
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「必殺、光こう刃じん滅めつ魔ま斬ざんっ！」

　少女の叫びとともに、眩まばゆい光の斬撃が空くうを薙ないだ。

　不良達を捕らえようとしたオーガの教師は、ピンク髪の少女が木刀から放ったその一撃で吹っ飛び、校庭の片隅に転がって、気を失ってしまった。

　窓から様子を窺うかがっていた生徒達の顔に、絶望の色が浮かぶ。みんな先生の勝利を信じていたに違いない。あの体力馬鹿のオーガに勝てる不良なんていないはずだ、と……。

　しかし結果は違った。あのピンク髪に、剣技を仕込んだ者がいたからだ。

　それはもちろん──。

「さすがマーガレットさん、パネェ技、サンキュー」

　ピンク髪が低く呟く。その声を耳に拾えた生徒は、幸いにもいなかった。

　……ということにしておこう、今は。

　マーガレットは屋上から一連の様子を見下ろしながら、そう思った。

　風が強くなってきた。顔にまとわりつくポニーテールを手で払うと、その拍子に指が獣耳に触れた。偽りの耳だ。こんなものをずっと着けているのは不快で仕方がない。

「……さて、そろそろ行くか」

　呟き、屋上を去ろうとする。その途端、不意に階段からあいつが飛び出してきた。

　あいつ──そう、ブタ耳の担任が。

「……貴様か」

「マーガレット、捜したぞ」

　イツカはそう言うと、足早に歩み寄ってきた。マーガレットは反射的に、腰に携えた剣を抜いた。

　練習用のものではない。刃のついた本物だ。……まあ、いつもイツカに対して抜いているから、今さら感はあったが。

「マーガレット、いったいなぜこんなことをした？」

「……システムを破壊したことか」

「おう、話が早いな」

　イツカは剣には動じずに頷うなずいた。余裕の笑みさえ見える。しかしマーガレットはいつもの鋭い表情のまま、静かに答えた。

「聖剣団から連絡があった。──今日、この学園を襲撃する。サポートを頼む……と」

「モルモアを倒すのは、マーガレットの役目だったんだろ？」

「……私一人では魔ま王おう姫きに勝てないかもしれない。そんな時は仲間の力を借りるのも勇者の王道だ。私は──あそこにいる仲間達に、例の技を教えた。全員がそれをマスターした時が、最終的な決行日になる予定だった」

「それで二年の猶予ができた……。そう言いたいのか？　けどな、その間に一人でモルモアに挑もうと思えば、できたはずだよな？　だったら──」

「……始めからこうなると決まっていたことだ。口を挟まないでもらおう」

　言いながら、マーガレットは思う。

　自分が二年待った理由とは、仲間の成長を待つためだった──。なかなか筋の通った説明だ。ただ……それがすべてというわけでもない。

　言葉にしがたい感情がある。言葉にしがたいが故に、腹立たしい。

「マーガレット、これからどうする気だ？」

　イツカが訊たずねた。マーガレットは黙って背を向け、階段を降りていこうとした。

　……その時だ。マーガレットとイツカ、二人にとって予想外の展開が起きたのは。

「皆さん、やめてくださいっ！」

　校庭から叫び声が上がった。あの声は──。

「モルモアっ？」

「モルモアっ！」

　二人でその名を呼び、同時に柵から身を乗り出して下を見た。

　校庭にモルモアが立っていた。校舎を背に、聖剣団を前に。

「こんなことやめてください！　どうしても私と戦いたいなら……私はちゃんとお相手します！　だから、学園のみんなに乱暴なことはしないでください！」

　学園を守ろうと、彼女はただ一人で、聖剣団に立ち向かっていた。

　モルモアが本気を出せば、おそらく聖剣団は壊滅するだろう。しかし──。

「参ったな、モルモアがこんなに芯が強かったなんて」

　マーガレットの強こわ張ばった表情に、無理やり苦笑が混ざる。ここでモルモアが出てくるなんて、まったく予想もしていなかった。

　……そう、ここでモルモアが聖剣団をぶっ潰して学園を去るなんていう展開は、少なくとも、マーガレットの望むものではない。

「オーク、さらばだ」

　マーガレットはそう言い残すと、剣を手に飛び出した。柵を超え、屋上から空へ──。

「マーガレット！」

　イツカが叫んだ。しかし心配される理由はない。体術には自信がある。

　校舎の壁面に並ぶ窓枠や、校庭の隅に立つ樹き々ぎを巧みに足場に変え、跳躍を繰り返し、マーガレットは器用に地上へと降り立った。

　ちょうどモルモアとピンク髪の、二人の間に。

「マーガレットちゃん！」

　モルモアが嬉うれしそうに叫んだ。彼女の赤い瞳には、マーガレットのことが、危機に駆けつけてくれた友と映ったのだろう。

　一方で──ピンク髪もまたニヤリと笑っていた。

　なぜなら彼女にとってマーガレットは、魔王姫との決闘に駆けつけてくれた、心強い味方のはずだからだ。

　だから……マーガレットは心の中で、二人に詫わびた。

　──すまない、二人とも。私は今から、二人を裏切る。

「……終わりにしよう。何もかも」

　マーガレットはそう呟つぶやくと、右手に握り締めた剣を、まっすぐピンク髪に向けた。

　そしてもう片方の左手で──。

　グッと、自分の獣耳をつかんだ。




「そこまでだ！」

　刹那──イツカの大きな手が、マーガレットの左手を捉えた。
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「貴様っ、邪魔をするな！」

　マーガレットが叫んだ。俺はそれを無視して彼女の右手をもつかむと、モルモアの方を振り返る。

「モルモア、校舎に入れ！　ここは俺に任せとけ！」

「で、でも……」

「いいから早くっ！」

　その声にモルモアが、心配そうにしながらも下がっていく。続いて俺は、改めてマーガレットに顔を向ける。

　めっちゃ睨にらまれてる。まあそうなるよな。ついでにピンクの子もすげー睨んでるし。

「おいブタ、んだてめー、すっこんでろよ！　つかマーガレットさん！　今のどういうつもりっすか！　ああんっ？」

　ひたすら荒れている。俺はそれも無視して、マーガレットに言った。

「マーガレット、始めからこうするつもりだったのか」

　聖剣団を裏切って自らの手で潰し、自分の正体をモルモア達に明かし、学園を去る──。こんな何の希望もないシナリオを、二年間かけて描いていたというのか。

　不器用なやつだな、と俺は思った。

　だけど……とてもまっすぐなやつなんだよな、この子は。

「放せオーク！　貴様には関係ないことだ！」

　マーガレットが俺に叫んだ。ただし腕っぷしの強さなら、たぶん俺より彼女の方が上だ。それが本気で俺の手を振ふり解ほどかないのは、俺の出方を窺っているからに違いない。

「なあマーガレット、俺はマーガレットの担任だ」

　俺は宥なだめるように、彼女に語りかけた。

「だから生徒の問題行動を止める義務がある。他校の生徒との諍いさかいは禁止、ってな。それにもう一つ、大事なことがある。もちろん──マーガレットを☆組に留とどめることだ」

「そんなもの必要ない！」

「いいや、必要だ。考えろよマーガレット。どうして自分が二年もここで過ごしたのか」

「それはっ……考えても分からなかった！」

「分からないなんてことはないさ。行動に現れたってことは、ちゃんと自分の中に理由があるからだ。そいつを言葉にする勇気を持つのも、勇者ってやつの条件だぜ？」

「し、しかし──」

　マーガレットの言葉が途切れた。いつもの鋭い目が力を失い、今は震えていた。

　そんな彼女を安心させるように、俺は両手を放し、ニッと笑った。

「その勇気は宿題だ。卒業までにしっかり提出しろよ？　もっとも提出先は俺じゃなくて、モルモア達だけどな」

　それがどういう意味なのか。聡そう明めいなマーガレットならば、すぐに分かっただろう。

「あの三人は、たとえマーガレットが人間だと知っても、友情を捨てたりなんかしない。そういう子達だよ。……だったら、何もこんな最悪なタイミングで正体を明かす必要なんてない。みんなで素直に笑い合える、その時まで取っておけばいい。──だろ？」

　マーガレットの目が見開かれた。そして彼女は、俺に訊ねた。

「……先生、一つ教えてくれ。あれは本当なのか？　先生が……人間だというのは」

「もちろんだ。考えてもみろよ。俺みたいに完璧なオークがいるか？」

　俺は冗談めかして頷うなずいた。それでもこの瞬間、俺達二人の間に、間違いなく何かが生まれたはずだ。

「こいつは俺とマーガレットだけの秘密だぜ？　お互いに、な」

「……ああ。──ああ、そうだな」

　マーガレットの顔に、ふっと笑みが──やっと浮かんだ。

　その時だ。彼女の胸元に、光が瞬いたのは。

　手をかざすと、光は彼女の胸元からすっと離れ、俺の中に吸い込まれていった。

「これは──？」

「絆きずなだよ、マーガレット」

　俺はもう一度笑顔で応えると、ゆっくりと不良達の方に向き直った。

「さてと、待たせたな。自称勇者さん達」

「んだとこら！　何が自称だこらっ！」

「気に入らないか？　けどな、あいにく俺が知っている勇者は、一人だけなもんでな」

「ナメやがって！　みんなぁ、やっちまうよっ！」

　ピンク髪の声に合わせて、不良達が「おおっ！」と叫び、ディアトリマの背中からぞろぞろと降りる。そのすべての手に握られた木刀が、続いていっせいに俺に向けられた。

　この構え──あの必殺技か！

「先生っ！」

「心配するな、マーガレット！　剣を貸してくれ！」

「どうする気だ？」

「決まってるだろ？　教育的指導ってやつだよ！」

　マーガレットの手から剣を取り、俺は身構えた。同時にピンク髪が叫んだ。

「やっちまえぇっ！　光こう刃じん滅めつ魔ま斬ざんっ！」

　何十人もの不良勇者の剣から放たれた光の刃が、俺に向かってまっすぐに飛んでくる。しかし──その軌道を阻む力を、今の俺は完璧に身に着けていた。

　胸の奥の熱い瞬またたきとともに、踏み込み、大きく剣を振るった。

「──光こう刃じん滅めつ魔ま斬ざんっ！」

　俺の叫びとともに生まれた巨大な光の刃が、無数の光を真正面から迎え撃ち、砕いた。

　同時に起きた激しい衝撃波が、風と混ざって校庭の砂を一気に舞い上げ、聖剣団に襲いかかった。

「ひあぁぁっ！」

「グゲグゲェェェッ！」

　ピンク髪が、その周りにいる不良娘達が、そしてディアトリマの群れが、悲鳴を上げていっせいに吹き飛んだ。

　……やがて砂煙が晴れる。そこには、尻餅をついて震える不良達の姿があった。

「な、なんだよてめー、ただのおーくじゃねーのかよぉ……」

「先生、その力は……？」

　不良達とマーガレットが口々に言う。俺は首を横に振り、答えた。

「俺はただのオークだよ。今のはマーガレットの力だ。──そう、ガチな勇者のな」
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　分かったら帰れ、と俺は不良達に言った。不良達はすっかり慄おののいたようで、急いでディアトリマの背中にしがみつくと、「覚えてろよ！」と分かりやすい捨すて台詞ぜりふを残して、ドタドタと逃げ去っていった。

「マーガレットちゃん！」

　入れ違いにモルモアが駆けてくる。その後ろにはリエッタとゴドムもいる。俺はマーガレットに剣を返し、その背中を押してやった。

「戻れよ、マーガレット。早くみんなに笑顔を見せてやれ」

「ああ。──ありがとう、先生」

　マーガレットは一言俺に礼を言うと、モルモア達の方へ足早に歩いていった。

　勇者のスカートから垂れて揺れる獣の尾が、心なしか、喜びに躍っているように見えた。
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　こうして、学園を襲った大事件は無事終わった。

　あれ以来聖剣団と決別したマーガレットは、今までどおり獣人族の少女として、学園生活を送っている。

　彼女と不良達との繫つながりに気づいた者が俺以外にいないのは、幸いだった。事情を知らない誰もが、あの時マーガレットがモルモアを助けに校庭に駆けつけたものと信じて疑わなかったようだ。それはモルモア自身も同じで、あれからすっかりマーガレットに懐きっぱなしになっている。

「マーガレットちゃん、きゅぅん♪」

「い、意味もなく唐突に抱きつくなっ。……いや、べ、べつにそのままでいい」

　そんなやり取りを、よく見かけるようになった。まあ、ただのバカップルに見えなくもないけどな。でも、これでいいと俺は思う。

　みんなに正体を明かす日は、いつか来る。その時笑顔になれる力を心にくれるのは、今こうして結んでいる固い絆なんだ。俺はそう信じながら、改めてマーガレットを──自分と重ねて──見守ることにした。

　……ところでこれとは別に、俺にはちょっと困った問題が持ち上がっていた。

　夜、仕事を終えて帰り道を歩いていると、ちょくちょく声をかけられるのだ。

　誰にって？　もちろんあいつらにだ。

「あっ、ブタの兄貴！　ちーっす！」

「誰が兄貴だよっ！　ってかお前ら、また夜遊びしてんのか！」

　そう、聖剣団だ。よりにもよって、俺はこの不良娘達にすっかり懐かれていた。

　どうやらあの時の「教育的指導」が、変な方向に上う手まく行ってしまったらしい。でっかい鳥に跨またがった自称勇者の子達が、今や俺に会うたびに威勢よく挨拶してくる。

「えー？　いいじゃん夜遊び。あたいら、もう誰にも迷惑かけてないっすよ？　ほら、ディアトリマも鳴かせてないし」

「そりゃ夜中にグゲグゲうるさいから、俺がやめさせたからな」

　しかも会うたびに説教してたら、なんかだんだんいい子になってきたし。

「とにかく、あんまり遅くまで出歩くなよ？　じゃあな」

　そう言って先を急ごうとする。しかしそんな俺の後を、ピンク髪とその仲間達がぞろぞろとついてくる。

　俺は一つ溜ため息いきをつくと、振り返って言った。

「……しょうがない。みんなで飯でも食いにいくか」

「っしゃぁ！　さすが兄貴っ！」

「奢おごるのはジュースだけだからな？」

　はしゃぐ不良達に、俺は苦笑を浮かべてみせた。

　まあいいか。これも教師の勤めってやつだよな、たぶん。
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「ファラオ部？　何だそりゃ？」

　イツカに真顔で訊たずね返され、マミーのナトラは胸を張って答えた。

「決まってますわ。このわたくしの永遠とわの生命と永遠の美貌を称たたえ、崇あがめ、誉ほめそやす、新たな部活動です。そのファラオ部の顧問に、あなたを迎えてさしあげますわ。光栄にお思いなさい？」

　三年☆組生徒、ナトラ。マミー……つまりミイラだ。髪は豊かなストレートのロングヘアー。目は切れ長で鼻は高く、口元はきりっと引き締まる。その美貌には、常に気位の高さが溢あふれている。一方首から下の小麦色のボディには、まるで縛り上げるかのように包帯がグルグルと巻かれ、制服から覗のぞくすらりとした腕と脚までを覆っている。

　それに加えて特徴的なのが、体のあちこちに輝くアクセサリーだ。王冠、イヤリング、ネックレス。さらには手首、足首、腰回りに至るまで、あらゆる部分に金と宝石を使った豪華なアクセサリーが散りばめられ、いつもギラギラ輝いている。

　ずいぶんと派手な見た目だ。しかし実際、ナトラは異国の王家の末まつ裔えいなので、相応には違いない。自宅もピラミッドだし。

「なあナトラ、ナトラが新しくファラオ部を作りたいって話は分かったが、その活動にはどんな意味があるんだ？」

「二度言わなければ分かりませんの？　このわたくしの永遠の──」

「いや、そりゃ理解したんだが……それを部活でやる必要があるのか？」

「当然ですわ。このわたくしを称えるという行為は、学園の予算を割いてでもやる価値がある──。もう二年間もわたくしはそう主張してますのよ？　だのに今までどの先生方も認めようとしないなんて……。これだから愚民は話になりませんわ」

　尊大な態度で先生を愚民呼ばわりするナトラ。ちなみにここは放課後の職員室だ。恐いもの知らずである。

「そんな時ですわ。イツカ先生、あなたが顧問の口を探していると聞いて、ピンときましたの。これは今こそファラオ部を実現化させよという神の思おぼし召めしである──と！　さあ先生、このわたくしの美貌の虜とりことなって、部活動新設の申請書に判を押しなさい！」

　そう言ってナトラがドンと突きつけた申請書の参加生徒名の欄には、「部長・ナトラ」の名前が一つだけ。

「……ナトラ、部活を作りたかったら、最低でもあと三人の署名が必要だぞ？」

「そんなもの、いくらでも書かせますわ。わたくしには配下のミイラ兵が大勢──」

「書いていいのはここの生徒の名前だけだからな？」

「ぐぬぬっ……ひどいですわっ！　呪われなさいっ！」

　そう叫ぶや、ナトラはジャラジャラとアクセサリーを鳴らしながら、足早に職員室を飛び出していった。それをポカンと見送るイツカ。

「なあ、呪いっていったい……ブヒッ？　きゅ、急に便意がっ！」

「イツカ先生、大丈夫ですか？　今男子トイレは清掃中のはずですよ？」

「マジっすかルート先生！　この学園の男子トイレって一つしか……ああ駄目だっ！　すみません女子トイレ借りますっ！」

　その後イツカは、飛び込んだ女子トイレで生徒と鉢合わせし、変質者として見事にフルボッコにされた。かくしてファラオの呪いの恐ろしさを、身をもって知ったのだった。

　……とまあ、イツカのそんな下らない顚てん末まつはさて置き。

「はぁ……。どうしましょう。あと三人分の署名なんて、集まるわけがありませんわ」

　☆組の教室に戻ってきたナトラは、他に誰もいないのを確かめてから、そっとひとりごちた。

　そう、ナトラには分かっていた。自分には、部活に誘える友達が一人もいないことを。

　生まれついてのファラオは、その尊大な性格が祟たたって、この学園でいまだに独りぼっちでいることを。

「……虚むなしいですわ。わたくし本当は部活なんてどうでもよくって、ただ放課後も一緒にお喋しやべりしたり笑ったりできる、そんなお友達が欲しいだけですのに……」

　いつもは隠している弱音が漏れ、目頭が熱くなる。……と、その時だ。

　突然ナトラの背後で誰かの声がした。

「あの、ナトラさんだよね？」

「ええっ？　だ、誰ですのっ？」

　驚いて振り返るナトラ。てっきり誰もいないと思っていたのに、そこにはいつの間にか、一人の生徒が立っていた。

　白い肌に白い髪。制服もなぜか真っ白。全体的に透け気味の体……。

「あ、あなた確か、ゴーストの……？」

「うん、ロザリアだよ？　お話しするの初めてだよね」

　えへへと、ロザリアが可愛かわいらしく微笑ほほえむ。ロザリアは同じ☆組の生徒だが、一年の時から一緒だったわけではない。この春から仲間入りした新しいクラスメイトなのだ。といっても、転校生というわけでもなく──。

「ええと、ずっとここに留年してる子……だったかしら？」

「うん、あたしおバカだから、もうかれこれ十年ぐらいこの教室にいるの」

「も、もはや地縛霊ですわね……」

「うん。それについては全然気にしてないんだけど──」

「少しは気にするべきですわ」

「あのね、おかげであたしも友達できなくって。だから、ナトラさんっ」

　そう言ってロザリアは、ナトラの手をギュッと握り締めた。

「友達になろうよっ。アンデッド同士、きっと気が合うよっ。ねっ？」

　ちなみに……マミーやゴーストというのは種族名ではない。ナトラもロザリアも、正確には「人間族のアンデッド」だ。もっともアンデッドはかつての戦争で闇側だったため、今でも孤立することなく、こうして他種族とともに生きて（？）いる。

　それでも同じアンデッド同士の方が、何かと惹ひかれ合うことが多い。たぶんお互いが出す「死の臭い」みたいな殺伐としたオーラが原因なのだろう。しかし今のナトラにとって、これほど嬉うれしいことはなかった。

「わ、わたくしと、お友達に……？　いいんですの？」

「うんっ。よろしくねっ？」

「はいっ！　よろしくですわっ！」

　ナトラは涙を流しながら、ロザリアをギュッと抱き締めた。ゴーストの透ける体も、同じアンデッドのナトラの腕には関係なかった。

「ああっ、ついに、ついにお友達ができましたわ！　わたくしは永遠にロザリアさんと一緒に……ああっ！　ああっ！」

「ナトラさん大おお袈げ裟さだなぁ。えへへ、でも喜んでくれて嬉しいな」

　歓喜に咽むせぶナトラと、照れ臭そうに笑うロザリア。と、そこへ──。

「あれー？　ねえ二人とも、こっちにうちのボール飛んでこぉへんかった？」

　不意に窓の外に、ふわりと黒い影が差した。

　見ればそこにいるのは、シャツとスパッツというお馴な染じみの体操服に、背中に黒マントをなびかせた吸血鬼。ヴァンパイアのユーノアだ。今はちょうど、所属しているソフト魔球部の時間のようだ。

「な、何ですの、いきなり窓から。何も飛んできませんでしたわっ」

「そっかぁ。あかんなぁ、せっかくイツカ先生から教えてもろた『消える魔球』っちゅうんを再現してみたのに、投げたら自分で見失ってもたわ」

　ソフト魔球部は、魔法で生み出した様々な特殊能力を持つボールを投げて敵チームにダメージを与え合う、人気のスポーツだ。が、そんなこと今のナトラには関係ない。

「とにかく、邪魔しないでくださらない？　今わたくしはロザリアさんと熱い友情を……」

「あ、あのっ、ユーノアさんだよねっ。ヴァンパイアのっ」

　ナトラの言葉を遮り、不意にロザリアがはしゃぎ声を上げた。

「ああ、そやけど？　確か……ロザリアさんやったね？」

「うんっ。ユーノアさんも友達になってよっ。アンデッド同士、きっと気が合うよ？」

「え、ちょ、何言ってるんですのロザリアさん？」

（ど、どういうことですの？　てっきりわたくしとロザリアさんと、二人の友情が結ばれたと思ったのに、そこにもう一人の……しかも同じアンデッド？　まさかわたくしの、ら、ら、ライバルっ？）

　思わぬ展開にパニックになるナトラ。しかしユーノアはそんなことなど分からないまま、ニッと口元に牙を覗のぞかせ「ええよ？」と頷うなずいた。

「今日からうちらは友達や。よろしゅうな、ロザリアちゃん」

「ちゃ、ちゃんっ？　いきなりちゃん付けですのっ？」

（ど、どうすればいいんですのっ？　このままではロザリアさんを取られてしまいますわっ！　そしてこのままわたくし達は、泥沼の三角関係にっ？）

　……と、その時だ。教室の片隅で、ガタッと何かが動いた。

「今度は誰ですのっ？」

「……あ、どうも。ミーミンです」

　見れば教室の隅に置いてあった宝箱が開き、中から一人の女子が顔を覗かせている。

「み、ミーミンさんって……あの名前だけは知られているミーミンさん？　な、なぜこんなところにいらっしゃるのっ？　ていうかその宝箱がミーミンさんでしたのっ？」

「……こないだからここに引っ越してきた」

「えー、そうなのっ？　あたしもこの教室に住んでるのに、全然気づかなかったよ」

　ロザリアが目を丸くした。しかしすぐに笑顔になって、ミーミンのもとにふわふわと寄っていくと、その宝箱の蓋にペタリと取りついた。

「ミーミンさんも、友達になろうよっ。同じところに住んでるんだし、ねっ？」

「……喜んで」

　こくんと無表情で頷くミーミン。それを見てまたもナトラはパニックになる。

（こ、今度はロザリアさんと同どう棲せいですって？　ロザリアさんはっ！　ロザリアさんはわたくしの友達なのにっ！　何でこんなっ！）

　急激に心が闇に満ちていく。もはやナトラの頭に冷静の文字はない。

（こ、こうなったら、他の二人を呪って……）

　衝動的にナトラが得意の呪いをかけようとした、その時だった。

　ふとユーノアの目が、そばの机に置かれた一枚の紙に向けられた。

「あれ、何やこれ、ナトラちゃん、部活作りたいん？　うち週四で魔球部あるけど、休みの日は参加してもええで？」

「……え？　ユーノアさん？」

「あたしもみんなと部活やりたいっ。ここに名前書けばいいの？」

「ロザリアさんも……？」

「……私も入る。アンデッドじゃないけどいい？」

「ミーミンさんもっ？」

　ユーノアもロザリアもミーミンも、みんな優しい笑顔でこちらを見つめている……。ナトラはこの瞬間ようやく気づいた。「友達」というのが、どういうものなのか。

　途端にナトラの目から、ポロッと涙が落ちた。

「……ええ。……ええっ！　よろしくってよっ！　この教室にわたくし達の永遠なる王国を築き上げましょうっ！」

　ナトラが叫ぶ。三人の拍手が、そんなファラオの心を温かく包み込んだ。




「──というわけで先生、今度こそ顧問になってもらいますわよっ？」

「マジでメンバー集まったのか！」

　翌日、再び堂々と申請書を突きつけたナトラに、イツカは思わず絶句した。

「バッチリですわ。ミーミンさんなんか、わたくし達に合わせて宝箱を棺かん桶おけ型に改築しましたのよ？」

「今朝教室に怪しい棺桶があったのはそれか……。いや、話は分かった。そういうことなら俺も協力はするんだけど、でもこれって結局何をする部活なんだ？」

　イツカが訊たずねる。ナトラはこれまた胸を張って、堂々と答えた。

「決まってますわ。このわたくしを中心に、放課後の☆組でキャッキャウフフしたり、時にはみんなでお出かけしたりする──そんな大いなる部活ですわっ」

「おいそれどこの美少女四コマ……ま、まあいいや、たっぷり楽しむといいぞ、うん」

　ようやく友情を育むことを覚えたナトラを前に、もう「それ部活じゃないだろ」とはツッコめないイツカだった。







[image: 休み時間５　異世界ＪＫの眠い午後]

　──それは午後の授業の始まりとともに、突然起きた。

　いつもと同じように教壇に立ったイツカは、☆組のみんなに向かってこう言った。

「今日は皆さんに、ちょっと先生と異種婚してもらいます」

　ざわっ……とクラス中にどよめきが走った。その時席で文庫本を読んでいたリエッタは、ポカンとした顔を上げ、担任のニヤケ面をボーっと眺めた。

（……あれ？　今先生何て言ったんだろ。何かキモいこと言ったような……）

　次の瞬間、「ひゃぁっ！」と大きな悲鳴が上がった。

　モルモアだ。続いてマーガレットが、ゴドムが、チコが、ピケが、マフィンが──次々と悲鳴を上げ、教室から逃げ出そうとドアに殺到する。だが開かない。

「何これ、閉じ込められたのっ？」

「クッ、どういうつもりだ、先生！」

　口々に叫ぶクラスメイト達。イツカは教壇に立って鼻をブヒブヒ鳴らしながら、みんなを宥なだめるように、落ち着いた声で言った。

「ごめんな、みんな。先生はオークだからな」

「答えになってないよっ！」

「ブヒヒ、みんなおとなしく席に着きなさい」

　イツカが指をパチンと鳴らす。同時に黒板がズズズと左右に割れ、そこから巨大なダブルベッドがせり出してきた。

「さあ、異種婚を始めよう。まずは──」

　イツカのいやらしい視線がリエッタを捉えた。ボーっとしていたリエッタは、ついに何が起きているのかを理解した。

「まずはリエッタからだっ！　さあこっちに来てベッドに横になりなさい！」

「いやぁぁぁぁぁぁっ！」




「いやぁぁぁぁぁぁっ！　……はっ、夢かっ！」

「ど、どうしたんだリエッタ、すごい悲鳴上げて」

　夢だった。昼休みの直後の授業で、つい居眠りしてしまっていたようだ。

　絶叫とともに飛び起きたリエッタは、教壇からこちらを不思議そうに眺めているイツカの姿に、思わずビクッと身を震わせた。

　しかし──これは始まりに過ぎなかった。





＊






「──ここが魔王城の地下ダンジョンか。気を引き締めてかからねばな」

　薄闇の通路を、剣を手に進むのはマーガレットだ。勇者の末まつ裔えい、若き姫騎士として、ついに挑んだ魔王城。だからこそ今マーガレットは、最高の装備で身を固めていた。

　剣は光り輝く聖剣エクスカリバー。そして鎧よろいは──。

「し、しかしこの鎧はさすがに恥ずかしいな……。どうしてこんなに露出が多いんだ？」

　思わず頰ほおが赤くなる。それもそのはず、マーガレットが着ている鎧は、ほとんど下着同然の紐ひもビキニ。いわゆるビキニアーマーというやつだからだ。

　胸も、お尻も、その他も、とにかく大事なところを、最小限の面積でしか隠してくれていない。それなのに防御力は立派にあるから、これを着ざるを得ない。

「まさか伝説の鎧がこんな形だったなんて……。いや、恥ずかしがっては駄目だ！　これを着て私は魔王を倒す──誰だっ！」

　不意に敵の気配を感じて、マーガレットは身構えた。だが次の瞬間──。

「何っ？　下からだとっ？」

　それはまさに不意打ちだった。突如足元の床を貫いて現れた無数の触手が、マーガレットの手足にヌルヌルとまとわりつき、たちまちその体を捕らえてしまったのだ。

「クッ、しまった、これでは身動きが……ああっ、こ、こらっ、変なところに絡みつくなっ！　そ、そこは、ああっ、鎧の下に潜るなっ！」

　突然の触手攻めに身をよじらせて呻うめくマーガレット。だがこれだけでは終わらない。彼女は気づいた。通路の奥からドスドスと重い足音が一つ、近づいてくることに……。

「こ、今度は何者……ひっ」

　思わずマーガレットは悲鳴を上げた。そこには、全裸にネクタイと靴下だけ着けた巨漢のオークが一人、ブヒブヒ言いながら立っていた。

「き、貴様はオークのイツカっ！」

「ブヒヒ、捕まえたぞ、姫騎士マーガレット。そんなエロい格好でダンジョンに来たらどうなるか、先生が愛をもってたっぷり教えてやろう」

「や、やめろ、来るなっ！　……クッ、殺せっ！」

[image: ]

「ブヒヒ。ぶちゅぅ～」

「ひぃっ！　うわぁぁぁ、殺せ殺せ殺せぇぇぇぇっ！」




「殺せ殺せ殺せぇぇぇぇっ！　……はっ？　失礼した。何でもない」

「いや、何でもなくないっての！　何だよ今の寝言！　大丈夫かマーガレット！」

「本当に何でもないんだ。気にするな」

　心配……というよりは啞あ然ぜんとしているイツカを前に、寝起きのマーガレットは真っ赤になりながら、プイとそっぽを向いた。

「授業中にこんな羞恥を……。クッ、殺せ！」





＊






「……私には分かるわ、チコ。私はチコとニャンニャンしたい」

「うんピケ！　チコもピケとワンワンしたいって思ってたよ！」

　暖かな春の午後、誰もいない教室の中でじゃれ合うチコとピケ。頰をスリスリ、耳をペロペロ、お互いのお腹に顔をうずめて押しつけ合い、弾みで床に転げ落ちる。

「にゃぁん……」

「くぅん……」

　濡ぬれた視線が熱く絡み合う。そして今、まさに二人の春が花咲こうとしたその時。

「ブヒヒ、先生にもペロペロさせろぉっ！」

「うにゃぁぁぁっ！」

「きゃいんっ！」




「おーい、チコとピケもうなされたのか？」

　二人同時に跳び起きたチコとピケに、イツカが呆あきれたように言う。だが二人はイツカの声に小さく悲鳴を上げ、そのまま体を丸めて机の下に隠れてしまった。

「い、いったいこの教室で何が起きてるんだ……？」

　さすがに異変を察し、イツカの表情が険しくなる。……とその時、教室の片隅で居眠りしていたヴァンパイアのユーノアが、むっくりと顔を上げ、言った。

「先生、何やメルシアちゃんが淫夢見せてきます～」

「メルシアかよっ！　学園でそういうことするのはやめろっての！」

　犯人はサキュバスのメルシアだった。イツカに注意されたメルシアは、しかしあっけらかんと言い返した。

「ったってせんせー、これ勝手に発動する能力だしぃ。つか手遅れじゃね？」

　言われてイツカは気づいた。すでに☆組生徒のほとんどが、居眠りしていることに……。




　その日、すべての授業が終わった後。☆組のホームルームは修羅場と化した。

「よーし、帰りのホームルームを始めるぞー」

「いやぁぁぁっ！　先生が来たっ！」

「……え？」

「クッ、殺せ！　いや殺すっ！」

「……え？　え？」

「私に任せてっ！　超究極魔法！　メテオ・インフェルノ・デラックスっ！」

「ブヒィィィィッ？」

　イツカを目にした途端、錯乱して襲いかかる生徒達。夢魔に見せられた昼下がりの淫らな夢は、思いのほかトラウマが大きかったようだ。

「つーかみんな、俺は夢の中で何をやらかしたんだよっ！」

　ただ一人夢の内容など知らないイツカの、もどかしい悲鳴が響いた。







[image: ４時間目　オーク先生、ビキニアーマーでブヒブヒする]
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　その日の午後九時、繁華街のとある店の個室にて──。

　俺はひとり緊張した面持ちで、ベッドの縁にじっと座っていた。

　淡いオレンジ色の光だけが灯ともる薄暗い部屋の中、甘い香の匂いが立ち込め、どことなくインモラルなムードを漂わせている。どこかで覚えのある空気だと思ったら、以前家庭訪問で行ったメルシアの家が、ちょうどこんな感じだった。

「ど、どうすりゃいいんだ俺。ザムゥのオッサンが奢おごってくれるって言うからついてきたのに、まさか飲み屋じゃなくてこんな店だったなんて……」

　そのザムゥはすでに別の個室に消えてしまっている。俺は仕方なくここで、女の子が来るのを待っているところだ。

　……ああそうだよ！　思いっきりいかがわしい店だよ、ここは！

「いや、心配するな。これはただのマッサージだ。マッサージだ。マッサージだ……」

　それでも自分に言い聞かせるように、俺は何度も口の中で繰り返してみた。

　そう、この店はあくまでマッサージを目的とした医療施設だ。ただしマッサージしてくれるのは、ビキニアーマーの女の子。店の名もずばり、ビキニアーマーリフレ。

「……って、ぜってーアウトだよ！　どうすんだよ俺、こんなとこに来たのが生徒にバレたら！」

　こうなったらずらかるか？　いや、でもせっかく奢ってくれるって言うんだし、本当にマッサージだけなら……いやいやいや、そういう問題じゃないだろ！

　どうしていいか分からず、俺が立ったり座ったりを繰り返し始めたその時だ。ついにドアがノックされ、際どいビキニアーマーを着たダークエルフが顔を覗のぞかせた。

「ふふ、いらっしゃいませ♪　今日はゆっくり癒されてくだ……あっ、☆組のイツカ！」

「って、[image: ]組のローズ！　何やってんだこんな怪しい店で！」

「ま、マッサージのバイトよっ！　先生こそ何やってんのっ？」

「俺もマッサー……い、いや、潜入捜査だっ！」

　やべぇ、つい見栄張って出で鱈たら目め言っちまったよ。

「と、とにかくここを出るぞ！　高校生がこういうところで働いちゃ駄目だって、おまわりさんに教わらなかったか？」

「おまわりさんに何かを教わる機会がないっての！　あ、ちょっと、放してよぉ！」

「いいから来い！　緊急保護だ！」

　俺は暴れるローズの腕をつかみ、外の廊下へ連れ出した。と、そこにはいつの間にか、強こわ面もてのリザードマンやミノタウロスの集団が──。

「お客さん、困りますねぇ。ちょっと控室まで来てもらいやしょうか？」

「やべぇ、店員か！　ってかお前ら、この子はまだ高校生だ！」

「クックック、知ってるぜ。現役ＪＫがいた方が客の入りがいいもんでね」

「知ってて雇ってんのかよっ！　違法だぞ？」

「ああ、そのとおりだな。お客さんも可哀かわい想そうに。おとなしくマッサージされてりゃよかったものを……。んじゃまぁ、口封じと行きますかっ！」

　リザードマンの鱗うろこだらけの手が、俺の肩を乱暴につかんだ。そして次の瞬間──。

「どりゃぁぁぁっ！」

「ぐふぉっ？」

　ドワーフ譲りの怪力を振るった俺は、たちどころにリザードマンを投げ飛ばしていた。

　廊下の壁に叩たたきつけられたリザードマンは、しかし強きよう靭じんな鱗でダメージを抑え体勢を立て直すと、大声で叫んだ。

「こ、このブタ野郎……っ！　おいてめぇら、やっちまえ！」

「ブモォォォォ！」

　キレたリザードマンの声に、今度は三人のミノタウロスが雄お叫たけびを上げて突撃してくる。俺はもちろん、例によって防御魔法を展開する。

「シャイニング・アイギス！」

「ブモッ？」

　光の盾にぶち当たりのけぞるミノタウロス達。その隙を逃さず、俺はすかさず三手目を繰り出した。

「これで終わりだ！　とっとと閉店しちまえ！」

　掲げた右手から、眩まばゆい稲妻が天井に向かって迸ほとばしる。同時に店中の魔法機器が火花を散らし、激しい警報が辺りに鳴り響いた。

「な、何だっ？　火事かっ？」

「いやぁん、避難よ避難っ！」

　途端にパニックを起こした客や女の子が、いっせいに廊下に飛び出してくる。こうなってはもはや乱闘どころじゃない。俺は店員達が右往左往する中、ローズの手を取ると、急いで店を飛び出したのだった。

　……その翌日、この店が摘発されたというニュースが流れた。どうやら前々からここに目をつけていた警察が、警報を理由に踏み込み、そのまま違法行為の証拠をつかんで御用という流れになったらしい。

　後日俺は、「独自の潜入捜査で検挙に貢献した」ってことで、警察から感謝状を贈られた。一方ザムゥは、あの時自分がマッサージされていたことがＰＴＡにバレて、「イツカ先生の捜査に協力していただけです！」と言い訳に必死になっていたみたいだが……。

　まあ、ザムゥはこの際どうでもいい。問題は俺だ。

　そう、この事件をきっかけに、俺はちょっと面倒な事態に陥ってしまった──。
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「──まずいわね。非常にまずいわよ、イツカ先生」

　俺が感謝状をもらったさらにその翌日。いきなり学園長室に呼び出された俺は、クラノスから開口一番にそんなことを言われた。

「あの、まずいって何がです？」

「生徒達が噂うわさし始めたのよ。イツカ先生はオークなのに、ビキニアーマーリフレの店を壊滅させた。どうしてオークなのにエロくないんだろう。もしかしたらイツカ先生は、オークのふりをしているだけで、本当はオークじゃないんじゃないか──って」

「って言われても困るんすけど。どうすりゃいいんですか俺」

　まあ、疑われても仕方がないかもしれない。普通オークはあんなことしないしな。ビキニアーマーを見ただけでブヒブヒ言うのがオークだもんな。

「もしイツカ先生が人間だとバレれば、私の計画した学園再生計画も潰ついえてしまう──。何としても秘密は守り通さねばならない。分かるわね？」

　クラノスが真剣な面持ちで俺を睨にらんだ。俺は身を正し、ゆっくりと頷うなずいた。

　そうだ、ここで気を緩ませてはいけない。俺は自分の秘密を守るためなら、たとえどんなことをしてでも──。

「エロいふりをしなさい、イツカ先生」

「……ブヒっ？」

「ブヒじゃなくて、エロいふりをしなさい。できるわよね？」

「え？　い、いや、何すかそれ。エロいふりって、具体的にどうすれば……」

「いちいち訊きかないで。あとはあなたの想像力次第よ。すべてはこの学園と生徒を守るため……。お願いね、イツカ先生？」

「わ──分かりました！　俺、完璧にエロくなってみせます！」

　こうして俺は……うん、やめときゃよかったんだよな、こんなアホな約束。
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「先生が、エロくない……？」

　お喋しやべりの中でふと出てきたその言葉に、リエッタは首を傾げた。目の前のゴドムが何を言ったのか、理解できなかったからだ。

「今学園中で噂になってるのよ。イツカ先生がオークなのにエロくないって」

「え、でも……エロいよ？　いつも私達を眺めてブヒブヒしてるし」

「そりゃあんたの被害妄想よ」

　ツッコみつつも声を落とすゴドム。今は授業中だ。

　この時間の科目はルートが教える「狩猟」。☆組生徒は狩猟専用のユニフォームである毛皮素材のビキニアーマー姿で、校舎のそばにある森の狩猟場に集まっていた。

　ビキニアーマーといっても、先日摘発された店で使われていたような際どいものじゃない。上下とも常識的な面積で、女子陸上のセパレートユニフォームに近いデザインだ。ルートいわく「大自然と一体化するには最適な装備」らしい。

　もっとも最初のうちは、やはりこれを着て授業に出るのには抵抗があった。ここが女学園でよかった──とはリエッタの素直な感想だ。

「次、リエッタの番だぞ」

　妙にビキニアーマーの着こなしが上う手まいマーガレットが、リエッタに囁ささやく。リエッタは頷いて弓を取ると、ルートの投げたフリスビーに向かって三度矢を放ち、すべて外した。

「弓が下手なエルフって、どうなのかしら」

「うっさい、ドムちゃん」

　ゴドムにまたもツッコまれ、リエッタが膨れっ面を作る。それを見てマーガレットとモルモアが、仲よくクスクス笑う。平和な授業中のひと時だ。

「エシャロットよっ。……で、話は戻るんだけど、イツカ先生のことね」

「またそれ？　そんなに不自然かな、イツカ先生」

「私は、やっぱりエロくないオークって変だと思うわ。モルもそう思うでしょ？」

「う、うん。確かにあんまりオークっぽくないの……」

「でしょっ？　マーガレットも、そう思わない？」

「うっ……そ、そうだな。不自然な気も、しなくもなくもない、かもしれない」

「何焦ってんの？」

　いきなり目を泳がせるマーガレットに、不思議がるゴドム。とその時、モルモアが唐突に凄すさまじいことを言った。

「じゃあ、先生が本当にエッチじゃないかどうか、試してみるとか……？」

「……え、それどういうこと？」

「ええと、例えば私達がこの格好で先生を誘惑して……はっ！　ご、ごめんなさい！　どうせ私なんて背は低いし胸は二つしかないし、全然セクシーじゃないのに、生意気なこと言っちゃって──」

「落ち着いてモル。ほとんどの種族は、胸は二つあれば充分だからね？」

　真っ赤になって謝るモルモアを宥なだめるリエッタ。……しかし間の悪いことに、このモルモアの突飛な意見をスルーできない子が、すぐそばで聞き耳を立てていた。

「ねーねー、今の話ゲロヤバくね？　ちょっとみんなでやってみよーぜ？」

「う、メルシアさんっ？」

　見ればサキュバスのメルシアがスイッチ全開になっている。思わず身構えるリエッタだが、すでに手遅れだった。

「みんなー、この後のブタせんせーの授業、制服に着替えるの禁止ねー。みんなでこの格好で、せんせーのことブヒブヒ言わせようぜー」

「面白そうなのです。みんなでやるのですっ」

「……私には分かるわ。イツカ先生は私達の誘惑に抗えず、オークとしての本能を取り戻して暴走する。ワクワクドキドキ……」

「ゲルっ？　ゲルゲルっ！」

　みんなすっかり乗り気になっている。リエッタは何となくマーガレットと顔を見合わせ、お互いに引きつった笑みを交わした。
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「こ、これは……いったい俺のクラスはどうなっちまったんだ……？」

　☆組の教室に入ってすぐ、俺は絶句した。

　鐘の音を合図にドアを開けるまでは、いつもと変わらない授業が始まると思っていた。しかし今、俺の日常は完全に崩壊している。なぜなら俺の目の前にいる生徒達が、揃そろいも揃ってまともに制服を着ていないからだ。

　毛皮でできた小さめのトップスに、これまた毛皮のブルマ。肘と膝には、ガード用の毛皮のバンド。それから靴下と上履き。……これだけだ。本当にこれだけだ。いや、生徒によってはマントやら包帯やらオプションがついている子もいるが、ほとんどは肩もおへそも丸出しで、健康的な半裸を晒さらしている。

　これは──そうか、狩猟の授業で使っている学園公認のビキニアーマーか。確か一つ前の授業が狩猟だったよな。でも、何で着替えてないんだ？

「な、なあ、ええと……」

　俺は思わずリエッタの方を見た。リエッタは俺と目が合うと、なぜか長い耳を赤く染めて、プイとそっぽを向いた。

「あ、暑いんだよ。このままでいいでしょ？」

　そっぽを向きながら言い訳するリエッタ。いや、暑いったって、何も全員この格好でなくてもいいのに。

（……そ、そう言えば前に、女子校で担任をやっている先生から聞いたことがある。女子校の生徒は周りが女子ばかりだから羞恥心が薄くなって、授業中に平気でだらしない格好をすると……。ってことは、そうか！　これが女子校特有の乗りってやつなのか！）

　なるほど、異世界の女子校では、生徒がビキニアーマーのまま授業を受けることがある、と……。勉強になったぜ。

「よし、授業を始めよう。全員揃ってるな？」

　気を取り直して俺は教室を見渡す。……なんか眩まぶしいな、おい。

「──ねえ、先生の反応どう思う？」

「──意外と普通なのです。もっとブヒブヒするかと思ってたのです」

「──やっぱり噂は本当なのかしら。先生はエロくないって……」

　生徒達が何かボソボソ言っている。俺は出席を確かめる傍ら密ひそかに聞き耳を立て、ドキリとした。

（そ、そうだった、忘れてた！　学園長に言われたとおり、エロいふりをしないと！）

　しかしいったい何をやればいいのか……。いや、悩んでいる場合じゃない。こいつは絶好のチャンスだ。今俺の前にはビキニアーマーいっちょの大勢の女子高生達がいる。これを見て興奮しないやつはエロじゃない！　ザムゥのオッサンを見習え！　いや、あんなの見習いたくないけど！

　俺は覚悟を決め、大きな深呼吸とともに精神を集中する。そしてもう一度教室中をぐるりと見渡し、思いつく限りの渾こん身しんの演技を繰り出した。

「ぶひひ、みんなすてきなかっこうだな。いしゅこんしたいぜ（棒）」

　その途端──生徒達のひそひそ声がピタリとやんだ。

　ついでに俺の心臓もピタリと止まりかけた。

（や、ヤバい！　やっちまったか……っ？）

　嫌な汗が額を流れる。俺は小刻みに震えながら、じっと生徒達の反応を待ち続けた。

「──聞いた？　今聞いた？」

「──いかにもオークって感じの台詞せりふなのです」

「──私には分かるわ。あれは本音と見せかけた演技、と見せかけた瘦せ我慢」

「──だよねっ、チコもそう思ったよっ」

「──とにかく、もっと試した方がいいと思うの」

　……なあ、何なんだ？　俺試されてんのか？

　なるほど、俺に関する例の噂が本当かどうか確かめるために……ってことか。もしそうなら、やっぱりこいつはチャンスだ。ここで俺がたっぷりエロいふりをしとけば、もう疑われることもないだろうしな。

「じゃあみんな、テクストを開いて。順番に朗読してもらおう。……そうだな、今日はセクシーに読んでみてくれ」

　……いいのかな、こんなんで。

　いささか自信を揺るがせながら、俺は授業を進めることにした。

「よし、じゃあまずはメルシア。最初のページから頼む」

「はーい。──いまはぁん♪　むかしぃんっ♪　たけとりのぉおっほぉんっ♪　おぉきぃなぁあああんっ♪」

「なんか聞いてて疲れるな……。い、いやっ！　いいぞっ！　セクシーだぞっ！」

「そのたけのぉ、なかぁああん♪　ふとくてひかる、かたいたけぇああんっ♪」

「……なんか原文にない単語が混じってないか？　よ、よし、じゃあ次はマーガレット」

「なっ……！　いきなりコレの後に指すなっ！」

　マーガレットが凄まじい形相で睨にらんできた。いや、俺もわざとじゃなくて、何となく指しただけなんだけどな。

「し、仕方ない。読んでやる。……あやしがり、て、ぇ、ぇ、ぇ……、寄りて見る、に、ぃ、ぃ、ぃ……筒の中、ぁ、ぁ、ん……クッ、殺せ今すぐにぃっ！」

　……すまんマーガレット、さすがに俺が悪かった。

「よ、よし、朗読はこれぐらいにしてだな──。この話は『竹取物語』と言ってうおっ？」

「ちょっと来い、貴様っ！」

　不意にマーガレットが席を離れて足早に近づいてくると、俺の腕を取り、有無を言わさず廊下に引きずり出した。

　そのまま後ろ手にドアを閉め、俺と二人きりで向き合う。いつもの鋭い目を三割増しに尖とがらせたマーガレットは、辺りに誰もいないのを確かめてから、声を潜めて俺に訊たずねた。

「……貴様、どういうつもりだ？　さっきからまるでオークじゃないか。人間だというのは噓うそだったのか？」

「い、いや、噓じゃないっ」

「だったらなぜオーク丸出しになっている？　もし私を欺いていたというなら、今すぐこの場で討伐してやるっ」

「欺いてないってのっ。学園長に言われたんだよ。もうちょっとオークらしく見えるようにエロいふりをしろって」

「な、なるほど、貴様のオーク化は学園長の仕込みか……。一応言っておくが、私は貴様が人間だと思っているからこそ、今回のクラスの遊びに付き合っているんだ。もし本当にオークなら、こんな危険な真ま似ねはしないし、誰にもさせない。そこを理解しておけ」

「なあ、何で俺生徒に説教されて──いや、それより何だよ、その遊びってのは」

「そ、それは……これだこれっ！　明らかに不自然だろっ！」

　そう言ってマーガレットは、自分のトップスの肩かた紐ひもを摘つまんでグイグイ引っ張った。

　いや、そのビキニアーマーのことを言いたいのは分かるんだけど、おかげで俺のすぐ前でマーガレットの胸がムギュムギュされて、とても目のやり場に困る。

「ど、どこを見ているっ！　やはり貴様は変態オーク──」

「見せたのはそっちだっての！　……まあ、とにかくこれではっきりしたよ。やっぱりみんなで俺を試してたんだな。てっきり女子校特有の乗りでビキニなのかと思ったぜ」

「どこの世界に、乗りでビキニで授業を受ける女子校があるんだ！」

　それもそうだ。……うん？　いや、むしろ今の☆組がそうなんじゃないか？

　ともあれ──俺はマーガレットの胸から目を背けつつ、ハァと深く溜ため息いきをついた。

「何だか妙なことになってきたな。けど、ここで俺がオークじゃなくて人間だってことがバレたら、もうこの学園にいられないだろうし……。なあマーガレット、何かいいアイデアはないか？」

「先生が生徒に頼るな。と言いたいところだが、私も他ひ人と事ごとではないしな……。よ、よし、分かった。こうしよう」

　マーガレットはそう言うと、クルリと俺に背中を向けた。きれいな背中と形のいいお尻が、俺の視界を染め上げる。ブルマに入った尻尾用のスリットがちょっと気になる。

　俺がまたも目のやり場に困っていると、マーガレットは鋭い声で俺に命令した。

「さあ、後ろから抱きつけ」

「……ぶひ？」

「可愛かわいく鳴いてないで、いいから抱きつけ！　貴様がこの学園に留とどまるためだ！」

「は、はいっ」

　俺は言われるままに、マーガレットの腰に両腕を回した。鍛えられた姫騎士の腰は、細いのにしっかりと筋肉があって、肌の張りもいい。

　……なんて感想を言ってる場合じゃない。マーガレットは俺が抱きついたのを確かめるや、そのまま教室のドアに手をかけ、勢いよく開いた。

「クッ、離せこのオークめっ！」

　そして叫んだ。途端に生徒達の視線が、マーガレットに抱きつく俺に一気に集中した。

「──ま、マーガレットが襲われてるっ？」

「──やっぱり先生は本当にエロいオークだったのね！」

　よし、どうやら疑いは晴れたみたいだな！

　俺は安あん堵どし、小声でマーガレットに「作戦成功だな」と囁ささやいた。

「も、もういいから離せっ！　いつまで抱きついてるんだっ！」

「ブヒッ？」

　思いっきり俺を突き飛ばし、真っ赤になりながら席に戻っていくマーガレット。と、それをリエッタが不意に呼び止めた。

「ちょ、マーガレット、今先生に何されてたの？　まさか本当に襲われて……？」

「そ、それは……」

　マーガレットが詰まった。もしここで本当に俺に襲われたなんて言ったら、俺は正体バレがどうとか以前に、学園を追放されかねない。マーガレットにしてみれば、それはそれで抱きつかせ損になるわけで──。

「ち、違う。あれは……わ、私から誘惑してやったのだっ！」

　途端に胸を張り、苦し紛れの噓を口にするマーガレット。それはセーフなのか？

「うそ、マーガレットが……？」

　リエッタがポカンとする。クラスのみんなもいっせいにざわつく。

「──や、やるわね、マーガレット。まさかこんなに大胆だったなんて……」

「──マジで？　あたしサキュバスなのに先越されたってこと？」

「──面白そう。私もやる」

　……お、おい、なんかますます火が点ついてるんだが？

　次第に収拾がつかなくなってきたような気がする。俺は教壇に戻ると、後で配ろうと思っていたプリントの束を取り出した。

　このまま生徒と絡み続けるのはヤバい。とりあえず今はみんなの意識をプリントに集中させて、俺は片隅で静かにしてよう。……うん、完璧な作戦だな！

「よし、ちょっと予定を変更して、今からこいつをやってもらう」

「ねー先生、見て見てっ？」

　俺がプリントを配り始めると同時に、チコが我慢できなくなったかのように立ち上がり、イヌ尻尾をパタパタさせながら駆け寄ってきた。

「どうした、チコ？」

「あのねあのねっ、尻尾の付け根っ♪」

　そう言ってチコはいきなり俺にブルマのお尻を向けると、尻尾用のスリットを指先でくいっと開いてみせた。桃みたいな形のお尻の上に、尻尾の生え際が一瞬垣かい間ま見みえた。

「ブヒッ？　ち、チコ、何でいきなりこんなことをっ？」

「ゆーわくだよ？　あれ、先生、エロくない？」

「い、いやっ！　俺はエロいぞ！　セクシーな付け根だぞチコっ！」

「だよねっ！　チコもそう思うよ！」

　や、ヤバい。まさかチコが仕掛けてくるとは思わなかったぜ。

「よ、よし、もういいから席に着きなさい。……みんな、プリントは行き渡ったか？　まあ、プリントと言ってもアンケートみたいなものだ。この世界の、みんなが知ってる小説を俺に教えてもらいたい。有名なもの。面白いもの。どんなものでもいいから、俺に読ませたいものを挙げて……おい、そこに一枚落ちてるぞ？」

　配ったばかりのプリントが床に落ちているのを見つけて、俺は拾い上げようと近寄って屈み込む。……が、それは恐るべき罠わなだった。

　屈んだ顔のすぐ横で、不意にガタッと音が鳴った。見れば間近にある宝箱……から棺かん桶おけにジョブチェンジしたミーミンが蓋を少し開け、中でビキニアーマーを半脱ぎにしてセクシーポーズを決めているところだった。

「……いやん、先生のえっち、見ちゃだめ」

「淡々とグラビアポーズ取るなよ……い、いや、いいぞミーミンっ！　俺思わずブヒブヒしちゃうぞっ！」

「……悩殺成功。じゃあね」

　パタンと蓋が閉じられる。俺は変な汗を浮かべながら立ち上がり……と、今度はいきなり何かが背筋をツッと撫なでた。

「ブヒッ？　何だこれ冷た……ゲルかよ！」

「ゲルっ！」

　見ればゲルの口からにゅぅっと伸びた本体が、俺の首筋から背中に潜り込んでスキンシップしている。そりゃ冷たいよな。

「そ、そうだな。ブヒヒ、冷たくてセクシーだぞ、ゲル」

「ゲル～♪」

「ちょ、みんなずるいっ！　せんせー、次あたしの番だからねっ？」

「うぉっ、何だメルシア、いきなり飛びかかるなっ！」

　ついに対抗意識が頂点に達したメルシアが、突然俺に襲いかかってきた。俺は勢いよく押し倒され、床の上に仰向けに転がる。その腹の上に跨またがったメルシアは、「んふふ～♪」と蠱こ惑わく的てきに舌なめずりしながら、俺に甘く囁いてきた。

「ねぇ～せんせー、もっとガチなやつ、欲しくね？」

「が、ガチなやつ……？」

「そう、すっげ～ガチな、ガチガチなやつぅ～……」

　メルシアが身を屈める。ビキニアーマー一枚の半裸の褐色肌が、俺のワイシャツに触れ、ピタリと吸いつく。熱くて柔らかい感触が俺の腹と胸板に密着し、さらに俺の顔に向かってメルシアの顔がじわじわと近づいてきた。

　俺は慌てて首を傾け、視線を横に向けた。そこには席に座った生徒達のブルマの下半身が、ズラリと並んでいた。壮観すぎる。

（こ、これじゃ逃げ場がないっ！　いや、むしろ逃げたら駄目なんだっけ？）

「ぶ、ブヒヒ、ウェルカムだぞっ」

「おっけ～、サキュバスのガチなやつ、あげちゃうよ～」

　ハァッと熱い息が耳元にかかった。ヤバい。これ以上は本当にヤバい。しかしこいつを振ふり解ほどいたら、俺はやっぱりエロくないってことがバレて……ああいったいどうすりゃいいんだっ！

　俺が心の中で悲鳴を上げた、その時だった。

「すとぉぉぉぉっぷっ！」

　教室を割らんばかりの大声が響いた。リエッタだ。

「メルシアさん、今すぐそこをどいて！　先生、立って！」

　こちらに走り寄ってきたリエッタは、ポカンとしているメルシアを手で押おし退のけると、俺をグイッと引っ張って起き上がらせた。そして渾こん身しんのメテオ・インフェルノを……ってわけではなく。
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「……先生、ちょっと一緒に来て」

　静かな怒りの声を俺に向けるリエッタ。俺は言い返すこともできず、おとなしくリエッタについて教室を出ていった。
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　着いた先は保健室だった。俺を中に押し込んだリエッタは、ドアをしっかりと閉め、俺と二人きりになった。

　そう言えばここの保健医はいつもどこに……いや、今はそんなツッコミはいい。大事なのは、今俺の目の前でリエッタが相当怒ってるってことだ。さっきのマーガレットといい、どうして俺は自分の教え子と修羅場を繰り広げなきゃならないんだろう。

「ねえ、先生」

　殺した声でリエッタが言う。瞬まばたき一つ挟まない青い目が、俺を静かに見据えている。

「なあリエッタ、落ち着いて聞いてくれ。これはちょっとした──」

「先生、いったいどうしちゃったのっ？」

　俺の言い訳を遮り、リエッタが叫んだ。その刹那、彼女の目に涙の粒が溢あふれるのを、俺は確かに見た。

「先生、私信じてたんだよ？　先生はあんなことしないって。先生はオークだけど、とてもちゃんとした先生なんだって。なのに、なのに……」

「リエッタ……」

　思わず呻うめく。俺はようやく、自分がリエッタを深く傷つけていたことに気づいた。

　考えてみれば当たり前だ。信じて付いていこうとした担任があそこまで醜態を晒さらしたら、生徒はどう思うか……。そんな簡単なことも分からずに、ただ保身のためにブヒブヒ言ってたなんて、俺はどうかしている。

　何が完璧教師だ。俺は──とんでもないクズ教師だよ。

「ごめん、リエッタ……」

　謝った瞬間、果てしないまでの罪悪感が、俺の心の中で一気に膨れ上がった。

　思えば俺はずっとリエッタを騙だましてきた。こんなにも俺を慕ってくれる教え子を、いつだって欺いてきた。もう耐えられない。いっそこのまますべてを明かしてしまいたい。今までこの子に隠してきた、すべてのことを。

「リエッタ、俺……」

「先生──」

　リエッタの体が、不意に揺れた。

　刹那、俺の胸の中に、彼女は身を沈めていた。

　熱を帯びた涙と吐息が、俺の高鳴る鼓動に被かぶさった。リエッタは俺にしがみつき、シャツに顔を埋め、剝むき出だしの丸い肩を静かに震わせた。

「先生、元に戻ってよ……」

　胸の中で声をくぐもらせながら、リエッタは囁いた。

「私の好きな先生は、そんなんじゃないよ……」

　……その時だ。俺の心の中に、「ある記憶」が蘇よみがえったのは。




　──先生、好きだよ？

　──先生は私のこと、好き？




　それはほんの一瞬のことだった。だけどその一瞬は、俺の感情を左右するには充分だった。

　俺は両手をそっと、リエッタの肩にかけた。しっとりとした感触が手に吸いつく。その肩を優しく支え──。

　……俺はゆっくりと、リエッタを胸から引き離していた。

「先生……？」

「もう演技はよそう、リエッタ。……お互いにな」

　そう言って俺は、力を抜いて微笑ほほえんだ。

　同時にリエッタが目を瞬しばたたかせるのが分かった。すでにその瞳に涙の色はない。リエッタはただ顔を赤らめ、俺から目を逸そらし──。

「う、バレたか……」

　小さく、そう呟つぶやいた。

　……そう、これは始めから演技だったんだ。他の生徒と同じだ。俺が本当にエロくないかどうか試すために、念入りに仕組んでいたに違いない。

　みんなが俺にビキニアーマー姿でちょっかいを出し、俺が乗る兆候を見せたら、リエッタが泣き落としでトドメを刺す……。何て恐ろしい二段構えなんだ。

　でも──さすがに「好き」はないよな。だって考えてもみろよ。何でリエッタがオークの俺に恋するんだよ。おかしいだろ絶対。

「みんなごめん、バレちゃった」

　リエッタがそう言って、入り口の方を振り返った。同時にドアが開き、そこからゴドムが、モルモアが、メルシアが、ゲルが、チコが、ピケが……☆組のみんなが顔を覗のぞかせる。

「って、みんなそこにいたのかよっ！」

「うん、バッチリ覗いてたわよ？　うーん、もうあと一押しってところだったわね。エルフの色気じゃこれが限界かぁ」

　ゴドムが残念そうに言った。リエッタが「どういう意味よっ」とふてくされる。

　そんな彼女達の向こうに、ひとり佇たたずむマーガレットがいた。マーガレットは俺と目が合うと、慌てて両手を左右に振って「私は違う！」と口パクで応えた。

　どうやらあの子だけは仕込みじゃなくて、ガチで俺に説教し、ガチで抱きつかせたみたいだ。不器用なマーガレットらしい話だ。

　俺は肩を竦すくめると、声を漏らして笑った。

　冷静に考えれば怒るところかもしれない。だけどそれよりも、込み上げてくる可お笑かしさの方が大きかった。それに、少し嬉うれしい。……なぜって、これだけ生徒にからかわれたってことは、俺がみんなから嫌われてない何よりの証拠だからな。

　俺はひとしきり笑うと、気を取り直して叫んだ。

「よし、やめやめ。もうエロいふりはやめだ。実はな、なんか俺がオークらしくないって噂うわさになってるんで、敢あえてオークらしく振る舞おうとしてたんだが……べつにいいだろ、エロくないオークが一人ぐらいいたって。な？」

「そ、それもそうよね……。まあ納得しとくわ」

　ゴドムが頷うなずく。他のみんなも特に何も言わない。これで一件落着だな。

「よし、みんな教室に戻れー。ああ、あと俺は怒ってないけど、一応けじめはつけろよってことで──今日は全員ペナルティで宿題二倍な？」

「ゲッ、マジでか！」

「おぉマジだ。さ、戻った戻った」

　ブーブー言う生徒達を促し、教室に戻す。あとにリエッタが一人残った。

「リエッタも、戻れよ」

「う、うん。……あのさ、先生」

　何か言いたそうにするリエッタ。俺は続きを待つが、リエッタはすぐ首を横に振り、ドアから出ていく。……が、そこで足を止め。

「……私が先生のこと信じてるって気持ちは、本当だから」

　こちらを振り向かないまま小声で言い残すと、すぐに廊下を走り去っていった。

「リエッタ──」

　俺は、見えなくなった教え子の背中にそっと呼びかけた。

　……本当は危なかった。さっきリエッタから「好き」という言葉を聞かなければ、俺は衝動的にリエッタを抱き締めていたかもしれない。

　ただあの瞬間、俺は冷静になった。だからリエッタの演技に気づけた。

「好き──か」

　心の中に、苦い記憶が蘇っていた。いつだったか学園長室で思い出した、あの苦味だ。

　ふとその苦味の中に、リエッタの言い残した言葉が、なぜか溶け込んできた。

　──俺はリエッタに隠していることがいっぱいある。

　正体が人間だということも。それから……。

「……俺も教室に戻るか」

　二つの苦味をそっと胸の奥にしまい、俺は保健室を後にした。

　鳴り響いた鐘の音が、次第に俺を日常に引き戻していった。
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　その日の放課後。今度こそみんなが制服に着替えた☆組で、帰りのホームルームを終え、俺は職員室に向かった。

「先生、またねー」

「おう、また明日なっ」

　何事もなかったかのようにリエッタが声をかけてくる。俺も何事もなく頷く。

　すっかり普段どおりに戻ったことに安あん堵どしながら、職員室に入った。俺の隣の席では、すでにジャージ姿のルートが戻って、デスクワークを始めている。

「あ、イツカ先生、お疲れ様です」

「お疲れ様です、ルートせんせ……ブヒッ？」

　そのルートの姿に、俺は思わず固まった。

　……確かにジャージは羽織っている。が、なぜか正面のファスナーが全開で、内側の瑞みず々みずしい肌色が剝むき出しになっている。

　ああ、シャツなんて着ていない。代わりに意外と大きな胸を包み込んでいるのは、グリーンのビキニアーマーのトップスだけ。しかも腰から下に目をやれば、そちらはズボンすら穿はいておらず、やはりグリーンのブルマ一つのみ……。

　とにかく健康的なボディを最小限の毛皮で飾っただけの眩まぶしい姿を前に、俺はもはやアタフタするしかない。

「る、る、ルート先生、その格好はっ……？」

「あはは、ごめんなさい。今日は暑いんで、授業の格好のままで……ってイツカ先生？　や、やだ、何で鼻息荒くなってるんですか？」

「す、すみませんっ！　べつにその、俺は特にやましい気持ちとかはこれっぽちも！　あ、あの、隣に座っても大丈夫ですかっ？」

「イツカ先生の席ですから、どうぞ。……ええと、すみません、なんかそんな風に意識されると、私もちょっと恥ずかしいっていうか……。着替えてきますね？」

「い、いえいえ、お気になさらず！　ぜひそのままで！」

「気にしますってば！」

　なぜか真っ赤になりながら謝り合う俺とルート。……その光景を、どうやら生徒に目撃されていたらしい。次の日から、俺に関する噂は百八十度違うものになった。

　いわく──「イツカ先生は生徒のビキニアーマーには自重するが、相手が大人だとオーク丸出しになる」。

　……まあとりあえず、これで俺の正体が疑われることはなくなったようだ。めでたしめでたし、なのか？







[image: 回想　大久先生が来た日]
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「──あなたに、我が校の教師になってもらいたいの」

　開口一番、そう俺に告げたのは、星空の下に座した奇妙な女だった。

　その時俺は、言われたことなど耳に入らず、ただその女の頭から生えた二本の角を、ポカンと眺めていた。

　いったいこいつは何者なんだろう。いやそもそも、ここは──どこなんだ？

「大おお久くいつかさん」

「あ、はい」

　女が俺の名前を呼んだ。俺は少しだけ我に返り、何だか間の抜けた声で、辛うじて返事をした。

　ずいぶんと細い女だった。いや、瘦せてるって意味じゃない。だいたい着ているものが、ゆったりとした宗教装束みたいな代物だから、体型まで分かるはずがない。しかしその輪郭や視線、表情、声の張り……、何もかもが鋭角的で、尖とがった針のような印象を俺に与えてきた。

　たぶん一番の原因は、やはり頭の角だ。紫の長髪を搔かき分けるように天を突く角が、必要以上にこの女を細く、鋭く彩っている。

　人間……なんだよな？　と俺は自分に確かめた。もちろん人間以外の可能性なんてないはずだから、人間だと思うことにした。

「どうかしら。引き受けてくださる？」

　女が俺に問いかけた。いったい何のことだろうと考え、つい今しがたこの女が口にした台詞せりふを、俺はようやく頭の中に受け止めた。

　──あなたに、我が校の教師になってもらいたいの。

　そうだ、確かこう言われたんだ。

　いや、もちろんそれ以前に、考えるべきことは山ほどあった。ここがどこなのか。この女が何者なのか。どうしてついさっきまで自宅にいたはずの俺が、いきなりこんな場所にいるのか。とにかくわけの分からないことだらけだったが──。

　少なくとも、この女に対する俺の答えだけは、すでに決まっていた。

　だから俺は迷わず、真っ先にそれを告げた。

「お断りします。俺もう教師辞めたんで」
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　俺は大久いつか。男性。二十八歳。独身。つい一月前まで、都内のとある高校で現代文を教えていた。要するに元教師だ。

　辞めた理由については、話せば長い。まあ、一言でまとめるなら「一身上の都合」ってやつだ。お茶を濁すにはとても便利な言葉だ。社会でも通用するしな。

　そんな「一身上の都合」で無職になって以来、アパートでだらだらと独り暮らしを続けている。もちろん次の就職先を探そうとはしているが、これがなかなか進まない。

　いや、内容さえ選ばなければ、何かしら仕事にありつくことはできるだろう。ただ──どうにもやりたいことが見つからないのだ。

　教師をやっていた頃は、「俺は生徒達の青春時代を支えてるんだ」なんて青臭いことを考えながら、それを生いき甲が斐いにしていた。ところがその生き甲斐が心からスッポリと抜け落ちてしまった今、特に支えたいものが思い浮かばない。

　大学時代の友人からは、「塾講師にでもなったらどうだ」なんてアドバイスを受けたりもした。傍はたから見れば、学校の先生が塾の先生になるのだからハードルも高くない──と思ってのことだろう。一理ある。が、あいにくその提案は却下させてもらった。

　同じ「先生」でも、学校と塾では、その意味合いは大きく変わる。簡単に言えば、生徒と日常的に付き合うか、ビジネス的に付き合うかってことだ。いや、ビジネス的なんて言うと悪く聞こえるかもしれないが、これは学校という場所が生徒の日常空間であるのに対して、塾は学力を集中的に向上させるための非日常空間だからで──。

　……いや、そんな小難しい理屈はどうでもいい。はっきり言って、俺はもう「生徒」と名のつく子供達と接したくない。二度とだ。そう、本当に単純に、ただそれだけの話だった。

　だから──その「採用通知」が届いた時、俺は盛大に顔をしかめたわけだ。

「『大久いつか様。大いなる神託の結果、あなたを当学園の教師として採用することを決定いたしました。つきましては早急に学園にお越しいただきたく存じます。　王立レグド女学園学園長・クラノス』……何だこりゃ？」

　それは、書くあてのない履歴書のためにとりあえず背広に着替えて、近所でスピード写真を撮ってきた、その帰宅後のことだった。

　ダイレクトメールに交じって郵便受けに突っ込まれていたその採用通知は、えらく不愉快な代物だった。

　安物の再生紙ではない、しっかりとした紙を折って作られた封筒に、丁寧な手書き文字の文書が収まっていた。まあ、そこはべつにいい。問題は内容だ。

「冗談じゃない。何だよ、教師として採用って。だいたい……王立レグド女学園？　そんな学校聞いたこともないぞ。何かのアニメコラボ喫茶か？」

　いや、だからって、そんな喫茶店から「採用通知」をもらういわれはない。何も応募してないんだし。そもそも神託って何だよって話だし。

　まあ、どうせ新手のダイレクトメールの類だろう。俺の本名が直接書かれているのは気味悪いが、どうせこのご時世、個人情報なんてダダ漏れだしな。

　とにかくこんな怪しげなものは、さっさと処分するに限る。俺は部屋の片隅から小さなシュレッダーを持ってきて、採用通知を挿し込もうとした。

　そこでふと──とてつもなく奇妙なことに気づいた。

「……あれ？　何だよこの文字。何で俺、こんなもの読めたんだ？」

　ハッとしてもう一度文書を手に取った。

　ひらがなでもカタカナでも漢字でもない、かと言ってアルファベットでもなければ、その他のどこの国の文字でもない──見知らぬ記号が、そこに綴つづられていた。

　なのに、読める。「大久いつか」という俺の名前まで、はっきりと読み取れる。

「ど、どうなってんだ……？」

　考えられる理由は二つ。俺の脳のう味み噌そが突然常人を超えたか、あるいは──この手紙が、「とてつもなくヤバい何か」だからか。

　……理解した時にはすでに遅かった。

　突如、俺の手の中にある採用通知が眩まばゆく輝いた。

「うぉっ？　何だよこれ、や、やめろぉぉぉっ！」

　悲鳴とともに、部屋の中を閃せん光こうが迸ほとばしった。

　俺は、まるで巨大なヘビにでも吞のまれるかのように、たちまち採用通知の中に吸い込まれ──。

　気がつくと、星空の下にいた。頭に角を生やした女とともに。




　……以上が、俺がこの妙な場所にやってくるまでの経緯だ。

　教師への勧誘を俺に断られた女は、特に表情を変えるでもなく、じっとこちらを眺めていた。

　黒光りする巨大なデスクの奥で、巨大な椅子に身を埋うずめる姿が様になっている。その貫かん禄ろくぶりからして、それなりに地位のある人間だろう。きっと学園長だ。名前は──あの採用通知を信じるなら、クラノスってことになる。

　俺は改めて周りをよく観察してみた。星空に見える空間は、ただの部屋のようだ。壁や天井一面に星が描かれてすごいことになっているだけで、別段異空間が広がっているわけでもなさそうだ。

　だからここはそう、ちょっと内装が変で、コスプレした女がいるだけの、ごく普通の場所……ってことでいいのか？

「大久いつかさん、あなたのことは、ある程度調べさせてもらっているわ」

　クラノスがゆっくりと言葉を吐いた。典型的な秘密組織のボスみたいな台詞だ。

「トーキョーという都市にある高等学校で六年間教職を務めた。その間、八件のいじめを解決し、七人の不登校生徒を助け、十五人の不良生徒を更生させ、六人の不正教師を追放し、十組のモンスターペアレンツを征した。確かな信頼で生徒の心をつかみ、学力の向上と校内の風紀改善に多大な貢献を果たした。そしてついた渾あだ名なが──完璧教師」

「……あ、あんた、そんな話、どうやって調べたんだよ」

　聞いているうちに不安を覚え、俺は微かすかに足を震わせながら女に言い返した。

　不気味なまでに正確な情報だ。不気味すぎて、どうしたって逃げ腰になってしまう。

「神託よ。大いなるガゾツフス神の御お力ちからにより、あらゆる世界は私の目に通ずる──」

　ヤバい。危ない女だ、こいつ。

　いつまでもここにいたら何をされるか分からない。急いで目の端で出口を探す。ちょうど俺の背後にドアがあるようだ。あそこからなら部屋の外に逃げられるかもしれない。

　密ひそかに脱出経路を確かめてから、俺はもう一度クラノスに向き直った。クラノスはそんな俺の動きをじっと見つめながら、落ち着いた声で、なおも誘いの言葉を繰り返した。

「もう一度言うわ。大久いつかさん。完璧教師として、我が校に力を貸して。この王立レグド女学園の教壇に立ってちょうだい」

「こ、断るっ！」

　思わず大きな声が飛び出した。得体の知れない緊張が頂点に達し、俺は堰せきを切ったように、言葉を吐いた。

「しつこいんだよ！　さっきも言ったろ、俺はもう教師を辞めたんだ！　だいたい何が完璧だよ！　そんなんじゃないんだよ、俺は！　俺は、俺は……」

　声を荒げる俺の目を、クラノスが見つめる。何もかも知っているとでも言いたげな顔で。それが不意に恐ろしくなって、俺は力の限り叫んだ。

「俺はもう教師には戻らないっ！　絶対にっ！」

　そして──クラノスに背を向け走った。ドアの先へ。星空の出口へ。

　鍵などはかかってなかった。手をかけて引くと、一気に外の光が差し込んできた。

「どうやってこんな妙なところに連れてきたか知らないけど、もう帰らせてもらうからな！　じゃあな！　教師なら他を当たれ！」

　捨すて台詞ぜりふとともに部屋を飛び出した俺は、そのまま後も閉めずに、長い廊下を走っていった。

「帰るならそっちじゃなくて、この壁の魔法陣からよ。……って聞いてないわね」

　俺の背中に投げかけられたクラノスの言葉なんて、もちろん気づかなかった。
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「……ていうか、慌てて逃げてきたのはいいけど、出口はどっちだ？」

　星空の部屋を飛び出してから数分後。闇雲に廊下を突っ走り、闇雲に階段を下りたり上ったりした俺は、ものの見事に道に迷っていた。

　辺りに人の気配はない。静寂に満ちた廊下に等間隔に並ぶ窓からは、眩まぶしい陽光が差し込み、どこまでも延びるこの空間を白く輝かせている。俺はさまよう足を止め、その光景にしばし見入った。

　一見タイル張りの廊下は、まるで大理石を磨いたかのような艶を帯び、光の加減で不思議な模様を浮かび上がらせている。ところどころに並ぶ太い柱には欧風の凝った彫刻が施され、まるで異国の神殿にいるかのような錯覚を覚える。

　けれど──ここは学校だ。あの女の言うことに間違いがないなら。

　俺は、窓の向かい側に並ぶドアの一つに目を向けた。磨すりガラスの小窓が付いた引き戸で、「三年☆組」と刻まれたプレートが掲げられている。何で記号が混じってるんだろうと思いながら、俺はそっとドアに手をかけた。

　隙間から中を覗く。そこには、俺がかつて慣れ親しんだ世界が広がっていた。

　……そう、教室だ。

　整然と並ぶ机。大きな黒板。教卓。俺が立っていた場所──。

　ふと、ここの教壇に立つ自分を想像し、俺は慌てて首を横に振った。

　中はやはり無人だった。俺はもう少しドアを開け、体を差し入れるようにして、教室の中を覗のぞき込んだ。

　じっくりと見れば、もちろん俺がいた学校の教室とは違っている。壁や床の質感。机の配置。掃除用具入れの置き場所。蛍光灯の代わりに並ぶ燭しよく台だい。そして、やはりここにも柱の彫刻。

　どこか古風だ。なのに──どうして同じ匂いがするんだろう。

　俺は目を細め、その場にじっと立ち尽くした。

　耳を澄ませば、静寂の中に交じって、どこかから少女達の声が聞こえてくる。元気のいい掛け声は、練習中の運動部のものだろうか。日の高いうちから練習しているということは、もしかしたら今日は休日なのかもしれない。

　……いや、違う。今はちょうど春休みなんだ。

　そうだ。ついこないだ卒業式だったもんな。教え子はみんな巣立っていったんだ。でもあの日を──何箇月も前からカレンダーにマークしていた大切な卒業式の日を、俺はただひとり、家で静かに過ごしたんだ。だから今はもう、学校には誰もいない……。

　頭の中を苦い記憶が蝕むしばんでいた。俺はそれを振り払うこともなく、しばらくそのまま味わい続けた。

　そんな時だ。誰もいないと思った教室の中で、不意に物音がしたのは。

　俺はハッと顔を上げ、目を凝らした。

　窓の端に縛られたカーテンが作る影の中に、誰かがいた。人の形をした……いや、人のはずだ。人でなきゃ何だって言うんだ。

　なのにその人影は、体が妙に透けていた。

　真っ白な制服を着た、真っ白なお下げ髪の、真っ白な少女──。

「ゆ、幽霊っ……？」

　思わず息を吞のむ。そいつは確かに、幽霊以外の何者にも見えなかった。

　時が停とまるような感覚が俺を襲った。まるで白昼夢の中に囚とらわれたかのような瞬間。だがその一瞬は、すぐに破られた。

「ひぃっ！」

　幽霊の方が悲鳴を漏らした。なぜか俺よりも先に。

「に、人間ーっ！」

　俺を指さし、幽霊が絶叫した。なぜか俺ではなく。

　同時に、幽霊の周りにあった机がガタガタと鳴り、フワリと宙に浮き上がった。ポルターガイストってやつか──なんて吞のん気きに分析している場合じゃない。謎のパワーで机を浮かび上がらせた幽霊は、まるで化け物でも見るかのような顔で俺を睨にらみ、その机を勢いよくぶん投げてきた。

「きゃぁっ、人間っ！　やだ、あっち行けっ！　えいっ、えいっ！」

「よ、よせっ！　何だか知らないけど話せば分かるっ……って無理だこれ！」

　説得して平和になるような空気じゃなかった。俺は慌てて後あと退ずさり、飛んできた一つ目の机を躱かわすと、そのまま教室に背を向けて逃げ出した。

　すぐ背後で机がぶつかり合う激しい音が何度も鳴り響く。そいつが聞こえなくなるまでひたすら走り続け、ようやく足を止めたところへ、今度は前の方から誰かが歩いてくる気配がした。

　俺は顔を上げ、気配の主に目を向けた。

　女子生徒が一人いた。角も生えてなければ透けてもいない、ごく普通の女の子だ。長い髪を後ろで丁寧にまとめ、制服を弛たるませることなくしっかりと着こなしている。落ち着いた表情には利発さも窺うかがえる。

　この子ならきっと助けになってくれそうな気がする──。俺は弾む息を整えると、じっとこちらを見つめている少女に向かって話しかけた。

「ねえ君、外に出る道を教えてくれないかな。さっきから妙なことばかり起きて──」

「ゲル？」

「ああそうだ、ゲルだ。……って、何だろうゲルって」

「ゲル～？」

「ええと……何を言ってるのかな？」

「ゲ、ゲルっ！」

　俺をまじまじと見つめていた少女が、突然慌てたように身を引いた。そして「ゲル」としか言わない口をパカリと開け、その奥から何かをせり出させる。

　舌か、と思ったが妙に大きい。しかも青い。よく見れば粘液の塊だ。

「うわぁっ！　な、何だこの子っ！」

「ゲルぅぅぅぅぅっ！」

　少女の口から膨れ上がった粘液の塊が、俺を威圧するように叫んだ。少女と同じ声で。

　俺はまたもや悲鳴を上げた。そして当たり前のように逃げ出した。

　しかし悪いことに、この騒ぎを聞きつけて、次々と新たな足音が近づいてくる。

「ゲルちゃん、すごい声出しとったけど、どうしたん？　……あ、何やあの男の人！」

「……私には分かるわ。あれは人間。絶対に私達を襲いにきたはず」

「ま、まさか狙いはボクのゴーレムコレクションっ？」

「ひゃぁっ！　人間なのですっ！　なのですっ！」

　まるで俺を不審者みたいに言い立てる声の数々に、俺は逃げる足を緩め振り向いた。

　牙を生やした少女がいた。ネコミミを生やした少女がいた。トカゲの尻尾を生やした少女がいた。手の平ほどの大きさしかない少女がいた。そんな少女達が青い粘液の塊を守るように囲んでいて、その粘液の足元には、萎しぼんでペッタンコになった少女の皮があった。

　俺は──今度こそ逃げた。たとえ足が勢いで吹っ飛んでも、逃げ続けようと思った。

　途中で「職員室」と書かれた部屋の前を横切った。嫌な予感がした刹那、「おい何で人間がいるんだ！」と大声が響いて、厳いかついオーガみたいな……というかオーガそのものの教師が飛び出してきた。口が牙だらけだ。もちろん捕まって食われても敵かなわないから、俺は絶対に立ち止まらない。

　直後に警報が鳴り、異変を報しらせる校内放送が流れた。

『──校内で人間が目撃されています。校内にいる生徒は、速やかにアリーナに避難してください。繰り返します。校内で人間が──』

　そして俺は、ようやく恐ろしいことに気づいた。

　この学園には──王立レグド女学園には、人間が一人も存在しないのだ。




「おい、どっちに行った？　誰か探知スキルを！」

「臭いはこの辺で途切れてる……。近くにいるはずだ。捜そう」

　男性教師達の声が廊下を飛び交っている。俺はそれを聞きながら、保健室のベッドの下に潜り込んで、息を殺していた。

　人目のない場所を探してここに逃げ込んだはいいが、しかしこれ以上は逃げ道がない。袋の鼠ねずみってやつだ。

「どうすりゃいいんだ……？　ていうか、捕まったらどうなるんだ？」

　考えたくもない。しかし何も考えずに震えているだけでは助からない。

　……実は一つ分かったことがある。どうやらこの学園は、俺が住んでいる世界とは違う、どこか別の世界に存在しているようなのだ。謎の文字や人外の生徒もそうだが、この保健室に置かれている医学書の数々が、それを物語っている。

　手に取らなくても、背表紙を眺めただけでおかしいと分かった。『魔法医学入門』、『簡単に成功する蘇そ生せい魔法』『ステップアップ医療・７　～マンドラゴラの育成と調合～』『アンデッドのための心療学』……。そう、何もかもがファンタジーだ。

　つまり──俺はあの採用通知を通して、ファンタジー世界に来てしまったんだ。

　そしてこの世界には人間がいない。いや、いるにはいるのだろうが、なぜか敵だと思われているらしい。

　でも……だとしたら、どうしてここの学園長は俺を採用しようとしたんだろう。

　考えたら、ますますわけが分からなくなった。……だが、あいにく俺に与えられた猶予はここまでのようだった。

　保健室のドアが開かれた。同時にいくつもの足音が踏み込んできた。

「ベッドが怪しいですね」

　教師達を率いている緑色の小さなオッサンが、嗄しやがれ声ごえで言った。駄目だ。もうこれ以上は隠れ切れない。

　だったら──やることは一つだ！

　俺が腹を決めたところで、緑色のオッサンがサッと身を屈めた。

「どれどれ、ちょっと覗いてみま……うっひゃぁ！」

　オッサンの不気味な顔が覗き込むのと、俺がベッドの下から転がり出すのと、同時だった。俺はそのままオッサンを突き飛ばし、一気に保健室のドアへと走った。

「ま、待てっ！　この人間っ！」

　オーガの太い腕が伸びてくる。だがすでに俺の体は、やつの数歩先を進んでいた。

　──よし、逃げ切れる！

　そう思った刹那、俺の体が大きく傾いた。

　見れば、ズボンの裾に何かが引っかかっていた。ヌルヌルと長い、オッサンの舌……って何だこいつカエルかよ、キモすぎるぞっ！

「ひぃっ！」

　悲鳴を上げながら前にのめり、俺は無様に廊下に転がった。そこへオーガが迫る。もう逃れられないと観念した、その刹那──。

「──シャイニング・アイギス！」

　澄んだ声が廊下に響いた。

　そして、不思議なことが起きた。突如、俺の目の前に光り輝く透き通った壁が現れ、オーガの体を遮ったのだ。

「ぐあっ？」

　壁に激突したオーガがのけぞって尻餅をつき、オッサンがその尻に押し潰される。他の教師達も慌てて足を止めた。

「な、何だ？　いったい何が──」

「早く、こっち！」

　不意に腕をつかまれ立たされた。あの澄んだ声が俺を叱しつ咤たし、俺を引っ張って走り出した。

　俺はわけが分からないまま、引きずられるようにして一緒に走った。ただ理解できたのは、どうやら俺は救われたらしい、ということ。それだけだった。

　そして──どこをどう通ったか。ようやく俺達が足を止めた場所は、周りを無数の本棚に囲まれた、巨大な空間だった。

　吹き抜けになった二階分の壁面を、本の背表紙が埋め尽くしている。それでも明るさを感じるのは、天井を等間隔に彩るステンドグラスのおかげだ。

　……図書館、か。

　他にひと気はない。俺は荒い息をつきながら、自分を助けてくれた相手を見やった。そう、あの澄んだ声の主を。

　それは──この学園の制服に身を包んだ、一人の女子生徒だった。

「ありがとう、きみは──」

「……ぜぇ、……ぜぇ」

「って、めっちゃバテてるな。大丈夫か？」

　俺が心配して訊たずねると、少女は項うな垂だれたままカクンと頷うなずき、それからゆっくりと顔を上げた。

　上気した白い肌に、汗に濡ぬれた金髪が絡みついていた。

　青い瞳が俺をまっすぐに見ていた。

　長い耳が揺れていた。

　きれいだ──。素直に、そう思った。

「はぁ、はぁ……ごめん、情けないとこ見せちゃったね」

　立ち尽くす俺の前で、澄んだ少女はにっこりと微笑ほほえみ、そして言った。

「初めまして。私、リエッタっていうの。あなたは、人間だよね？」




　それが──俺と、エルフの少女リエッタとの、初めての出会いだった。
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「ほんと、びっくりしちゃった。だってこんなところに人間がいるんだもん」

　リエッタは特に俺を警戒するでもなく、無邪気に笑っていた。

　手近な椅子に腰を下ろして息を整えていた俺は、そんなリエッタを見上げ、苦笑で応えた。晴れやかな笑顔を返すには疲れすぎていたからだ。

　人間がいない学園──か。

　改めて実感する。ここへ来て俺は、まだ一人も人間を見てない。……もっとも、誰もかもが俺の敵ってわけでもないようだけどな。

「なあ、君はどうして俺を助けてくれたんだ？」

　気になって、俺はリエッタに訊ねてみた。リエッタは特に考える素振りを見せるでもなく、「追いかけられてたからだよ」と笑って答えた。

「さっき放送があったでしょ？　校内で人間が目撃されてます、って」

「ああ、あったな」

「でもあの放送だけだと、どんな人間だか分からないでしょ？　変質者なのか泥棒なのか、それとも間違って迷い込んじゃっただけなのか」

「ま、まあ、確かにそうだな」

「だから、助けたんだよ」

　リエッタの言葉には迷いがなかった。そういうものなのか、と俺は思った。

　だけど少しだけ、意地悪な質問もしてみた。

「でも、もし本当に俺が危険なやつだったら、君はどうするつもりなんだ？」

「その時は、そうと分かった時点で倒すよ。めっちゃ全力で」

「おいおい、シレッと笑顔で言うなよ、そういうこと」

　なるほど、その辺はしっかりしているようだ。冗談めかして言い返しながら、俺は心のどこかで安心した。いや、自分が警戒されているわけだから、安心するってのも妙な話だけどな。

　……いけない。何だか自分の教え子を見ているような気になってしまう。悪い癖だな。

「さっきの技、すごかったよな。あれを使えば俺ぐらい簡単に倒せるだろうな」

　俺がそう言うと、今度はリエッタが苦笑した。

「技って、シャイニング・アイギスのこと？　あんな簡単な魔法、エルフなら誰だってできるよ。だいたい防御魔法でどうやって敵を倒すの？」

「じゃあ他に攻撃用の魔法があるってことか」

「もちろん。私の得意なやつはね、メテオ──って、そういう話はどうでもいいよ。それより今はあなただよ、人間さんっ」

　リエッタの表情は好奇心でいっぱいだった。俺は肩を竦すくめ、「何なりと」と恭うやうやしく続きを促した。

「ねえ、何でこんなところにいるの？　やっぱり下着目当て？」

「いや、変質者じゃないっての。ていうか。やっぱりって何だよ、やっぱりって」

「冗談だよ。で、実際は何しにきたの？」

「いきなり呼ばれたんだよ。ここの学園長に。……教師に採用したいってな」

　その用件を思い出し、俺は軽く憂鬱になった。

　教師に採用──か。数年前の俺なら、自分の実力が認められたことを素直に喜んでいただろうな。でもって今の学校を去るかどうか真剣に悩んで、生徒から引き止められてさらに悩んで……なんてドラマチックな展開も起きていたかもしれない。

　でも、今の俺は違う。もう何度も繰り返すが、教師に戻るつもりは一切ない。

「え？　じゃあもしかして、新しい先生ってこと？　人間なのに？　すごいねっ」

　リエッタが俺の顔を覗のぞき込んだ。キラキラと輝く笑顔で。

　俺はその笑顔から目を逸そらし、首を横に振った。

「俺は辞めたんだ。ついこないだ、教師をな」

「え……？　どうして？」

「そいつは一身上の都合ってやつだ」

　理由まで語るつもりはなかった。そいつをこの子に聞かせたところで、何かが変わるわけじゃない。それに──俺は、やっぱり恐かった。

「生徒」と名のつく子供の前で、心を曝さらけ出すことが恐かった。

　俺の心を垣かい間ま見みた生徒が、今度は自分の心をこちらにぶつけ返してくることが、とてつもなく恐かった。

　だから、俺は語らない。語らないのだけど──。

　……どうしたって、苦い記憶はじわじわと蘇よみがえってきた。




　──先生、好きだよ？

　──先生は私のこと、好き？




　きっかけは、一人の女子生徒だった。

　あれは、日々受験の空気が濃くなる、冬の日のことだった。

　相談したいことがあるからと言われて、放課後の教室で二人きりになった。もともと真ま面じ目めで、時間さえあれば参考書を読んでいるような子だったから、きっと受験絡みの相談だろう、と俺は思い込んでいた。

　そうしたら、突然告白された。

　俺のことが気になって、勉強すら手につかないと言われた。それから、どうしていいか分からないと言って泣き出した。

　俺は言葉に詰まった。それまでも、何人かの女子生徒から軽い乗りで告白されたことはあったが、そういう時はこちらも同じく軽い乗りで断ってやれば、それ以上何かが起きることはなかった。少なくとも、俺の知る限りでは。

　だけど、この子は違う──。そう直感した。相当思い詰めているのが分かるだけに、軽くあしらえば逆効果になることは明らかだった。

　どうすればいいのか、俺はその場で考えた。時間を置いて頭を冷やさせるのは難しいと感じた。この子はきっと、それこそ何日も、何週間も、何箇月も……たっぷりと時間をかけて、俺への感情を募らせたのだ。

　もっとも、世間の良識に照らすなら、やはり断り切るのが正解だったのだろう。……だけど俺は、それができなかった。ここでこの子を突き放せば、俺を担任として信頼し、強い想おもいを抱くまでに至った彼女の気持ちを、裏切ることになると思ったからだ。

　俺は、だから──一度だけデートをした。

　交際はしない。あくまで一度だけ。それで満足してほしい──。そういう条件で。

　彼女は吞のんだ。クリスマス・イヴの日、俺は彼女と二人で夕暮れの繁華街を歩いた。

　気の早い夕ゆう陽ひはすぐに沈み、瞬く間にイルミネーションが街にきらめき始めた。

　俺達はまるで恋人同士みたいに、手を繫つなぎ、流れるクリスマスソングに足を弾ませ、ショッピングを楽しみ、一緒に食事をした。

　特別な夜に、街は眠ることを選ばなかった。どんなに時間が経たっても人足は絶えず、次第に辺りには恋人達の姿が増えていった。

　人目を憚はばからず抱き合い唇を重ねる、そんな本物の恋人達の姿を避けるように、俺は彼女を連れて街を離れた。家まで送り、そこで手を振って別れた。

　俺達の一夜限りのデートは、こうして何ごともなく終わった。……はずだった。

　……翌年、冬休みが明けた始業式の日、俺は校長室に呼び出された。

　あの夜のことは、すでに学校に知られていた。どうやら目撃した生徒がいたようだ。

　厳重注意と、減給処分を申し渡された。しかし、それだけで済むはずがなかった。

　俺を見る生徒達の目は、すっかり異質なものに変わっていた。

　失望。軽蔑。嫉妬。あるいは、免罪。羨望。苦笑──。彼らの目に籠もる感情は様々だった。だけどそのどれもが、もはや俺を「かつてとは別の何か」としか捉えていなかった。

　俺はその日を境に──まるで眠りから目覚めたら巨大な虫の姿に変わっていたかのように──まったくの別人になってしまったのだ。

　……そして俺は、生徒との適切な距離感というものが、分からなくなった。

　これまでは、ただひたすら親密に触れ合うよう心がけていた。生徒の気持ちと真剣に向き合い、正面から受け止めてきた。それがベストなのだと信じていたからだ。……だけどその結果、俺は過ちを犯した。生徒達からの信頼はズタズタに断たれ、その事実は俺をただ恐怖させた。

　生徒と親密に触れ合うということは、生徒の方からも俺に親密に触れてくるということだ。その親密さが一転して、過剰な愛や、あるいは敵意へと変わるのなら……それは本当に真正面から受け止めるべきものなのか。むしろ、そんな感情を生徒に抱かせないように振る舞ってこそ、真に完璧と言われる教師ではないのか。

　でも……だとしたら、何が正解だったのか。生徒と信頼など築かずに淡々と勉強を教え、担任や顧問としての役割を事務的にこなすだけなら、何も起きなかったかもしれない。でもそれは、俺が思い描く理想の教師と同じなのか。

　そもそも俺は何のために教師になったのか。どんな夢を抱いてこの仕事に就いたのか。俺は生徒を相手に何をやりたかったのか。

　気がつけば、何もかもが空虚になっていた。

　だから──俺は辞めた。

　あの女子生徒が受験に合格したのを見届けてから、辞表を出した。上司や同僚からは、せめて今年度が終わるまでは待つようにと引き止められたが、もう自分がこれ以上教師でいることに耐えられなかった。

　二度と教師には戻らない──。そう誓い、俺は「生徒」と名のつく子供達の前から、永遠に去っていった。




「とにかく──俺はもう教師をやるつもりはないよ」

　理由は語らず、それだけをリエッタに告げた俺は、小さく吐息を漏らした。

　……頭の中を、苦い記憶がグルグルと渦巻いている。できればかなぐり捨ててしまいたい記憶だ。だけど俺は、それを自分への戒めだと思い、静かに味わい続けた。

「そっか……、残念」

　リエッタがコクンと頷うなずく。俺が理由を明かさなかったおかげか、それ以上踏み込んでくることはなかった。

　これでいい。他人との適切な距離感ってのは、本来こういうものなんだ。たとえ教師であっても、これぐらいで止めておくのが正解だったんだろう。

　うっすらと、俺は自虐的に笑った。

　そんな時だ。リエッタが、それを言ったのは。

「でも、ちょっと奇遇だね。……私も、今日でこの学校とお別れだから」

　転校するんだ──とリエッタは呟つぶやいた。

　明るい、だけどとても寂しそうな、笑顔で。
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「転校……？」

　俺に訊たずね返されて、リエッタはもう一度頷いた。

　意外だった。つい今まで輝いていた少女の面影に、影が差しているような気配はまったくなかった。いや、俺が距離を置きすぎて、気づかなかっただけかもしれないが。

　理由を訊きくべきか迷った。踏み込んで距離を縮めるのは恐かった。だけど俺が答えを出す前に、リエッタは自分からわけを話してくれた。

「私のお婆ばあちゃんがね、村の長老なんだけど──」

「村っていうのは、エルフの？」

「うん。これ以上私がこの学園で学ぶのに反対だって、パパとママに言ったの。なんか、どうしても我慢できなかったみたい」

「我慢って、いったい何を？」

　……余計なことは訊かなくていい。心のどこかで、そんな声がする。

　だけど、その声を聴きながら迷っている自分もいる。もはやどっちが正しいのか分からない。だから俺は、とりあえず会話を先に進めてみる。

「そもそもこの学園ってのは、いったいどういうところなんだ？」

「知らないの？　採用されたのに？」

「されてないよ。断ったんだからな」

「そう、そうだったね。……ええとね、この王立レグド女学園は、異種共学校なの」

「異種……ってのは、要するに異なる種族ってことか？」

「うん。だからエルフもドワーフも、魔王の子もライカンスロープも、みんな一緒に勉強してる。いないのは人間だけ」

「何で人間がいないんだ？」

「それは、人間側が拒んだから……じゃないかな。私達と一緒に生きるのを。ていうか、あなただって人間なんだから、その辺の事情は分かってるでしょ？」

　……なるほど、どうやらいろいろと、この世界独自の深い背景がありそうだ。しかしリエッタは、これ以上は人間絡みの話題に触れずに、話を続けた。

「でね、こうやっていろんな種族の子と勉強できるのはいいんだけど、やっぱりそれって珍しいことだし、そういうのはよくないって考える人も多いんだよね。……うちのお婆ちゃんみたいに」

「よくない──か。でも、なぜ？」

「エルフはエルフの学校に通えってさ。『エルフの村を継ぐ者として、半端なエルフにはなるな』っていうのが、お婆ちゃんの言い分。で、パパもそれに賛成した。……確かにエルフの学校なら、専門的な魔法をじっくり学べるし、エルフとしての長所をより伸ばせるんだと思う。でも異種共学校にはいろんな種族の子が来るから、周りに合わせなきゃいけない……。ほら、苦手な体育とかも、いっぱいやらなきゃいけないしね」

　そう言ってリエッタはクスッと微笑ほほえんだ。

「確かに、運動苦手そうだもんな。さっきも走った後、すごいバテてたし」

　俺もまた微笑む。こんなわずかな笑顔でも、少しは彼女の寂しさが紛れるように。

「エルフ以外の種族の子も、基本的に自分の種族の学校に通うものなのか？」

「うん。だからレグド女学園だけが結構特殊っていうか……。あのね、たぶんお婆ちゃんの本音は、もっと違うんだと思う」

「本音？」

「お婆ちゃんは……ううん、パパやママもそうだけど、戦争を経験してるから」

　──私を、闇の子達と一緒の学校に通わせたくないみたい。

　そう呟いたリエッタの顔から、笑みがはっきりと消えた。

　戦争に、闇の子……。俺の知らないこの世界の背景は、まだまだたくさんあるみたいだ。

　しかし俺には分かる。その背景のどれもが、かつての戦いで争った者同士の軋あつ轢れきを孕はらんでいるに違いない、と──。リエッタの言葉の端々から、それは簡単に理解できた。

　なぜなら俺の世界にだって、そんな話はいくらでも転がっているからだ。……哀かなしいことにな。

「ほんと言うとね、私達エルフは光の側だから、人間にはそんなに警戒がないの。だけど、他の種族となると、やっぱり……ね。私の世代はともかく、大人達は……」

「娘を学ばせるのに抵抗がある、ってことか」

　俺が言うと、リエッタは小さく頷いた。さっきに比べて、だいぶトーンが落ちている。

　何か言わなければならない、と俺は思った。この子が少しでも明るくなれるような、何かを。

　本当はそこまでの触れ合いなんか、求めたくないはずなのに。

「……リエッタは、どうしてこの学園に入学したんだ？」

　慰めとは違う、好奇心の笑顔になるよう努めながら、俺は訊ねた。

「目標があるのかな。よかったら、教えてくれないか？」

「え？　う、うん……」

　頰ほおに赤みが差した。リエッタは、はにかんだ素振りを見せ、それからこう答えた。

「私ね、翻訳家になりたいって思ってるの」

「へえ、翻訳家か。ジャンルは何だ？　小説とか、脚本？　それとも論文？」

「小説だよ。物語が好きだから。私」

　リエッタの目が周りを見渡す。無数の本に囲まれたこの空間は、もしかしたらリエッタがこの学園で最も慣れ親しんだ場所なのかもしれない。

「……あのね、実は私、最初は目標なんてなかったんだけど」

　リエッタが一瞬言葉を切る。俺は黙って頷きながら、ゆっくりと耳を傾ける。

「ここの学園の図書館は、蔵書がとても充実してるって知って……。ドワーフやフェアリーが書いた本はもちろん、それこそ私の村では読めないようなデーモンやヴァンパイアが書いた本まであるって知って、すごい興味を持ったの。だからここに入学した──」

「なるほど。まさにリエッタにとっては理想郷だったんだな」

「うん。で、入学式が終わってから、真っ先にこの図書館に来たの。本当にすごいよ、ここの蔵書は。……でもね、戦前の本なんかは種族独自の文字で書かれていて、読めない本もいっぱいあるんだ。今はいっぱい勉強して、この学園で出会ったいろんな種族の友達にも訊いたりして、少しずつ読めるようになってきたけど、まだまだ……」

　目を愛いとおしげに細め、リエッタは本棚を追っていく。

　彼女に新たな夢を抱かせてくれたに違いない、掛け替えのない本棚を。

「だから私は、翻訳家になりたいって思った──。いろんな言語を学んで、いろんな種族の物語を、いろんな種族の人達に届けたい。エルフも、ドワーフも、フェアリーも、デーモンも、ヴァンパイアも、それに……人間も。世界には種族の数だけ物語がある。それを誰もが自由に手に取って読める世界が、やっぱり私にとっては理想だから──。えへへ、何だか恥ずかしいな、こんなに喋しやべっちゃって」

　リエッタが照れ臭そうに笑う。俺は、「素晴らしい夢だよ」と頷いた。

　彼女がこの学園で──いや、この学園だからこそ見つけることのできた、とても大切な目標だ。

　でも、だとしたら……その目標は、今日で断たれることになる。リエッタ本人とは関係ない、別の誰かの意志によって。

　俺がそう思った時、不意に軽やかなメロディが、リエッタの制服のポケットで鳴った。どうやら携帯電話のようなものらしい。彼女が取り出したのは、ハンドサイズのタブレットだった。

「あ、そろそろ時間だ……。ごめん、もう行かないと」

「行くって？」

「……転校の手続きにきたから。今日は」

　リエッタはタブレットをしまい、落ち着いた声で答えた。

「もうパパとママが学園長室で待ってるから。私は、最後に学園を一回りしたいって言って、先に来てちょっと散歩してただけだから」

「そうか……」

　俺の応えはそれだけだった。この期に及んで、心のどこかで、やっぱり何かが俺を引き止めていた。

「じゃあね。外に出るなら、この建物を出てまっすぐ右に行けばいいから。……今日はありがとう」

　そう言い残し、リエッタが背を向ける。俺は立ち上がる。だけど、それ以上足が動かない。声が出せない。

　──踏み込んではいけない。これ以上は。

「な、なあ……」

　辛うじて掠かすれた声だけが出た。

　リエッタが振り向き、軽く手を振った。そして俺が手を振り返すのを待つでもなく、何も言わず、静かに図書館を出ていった。

　見送りながら、俺の頭の中は陽かげ炎ろうのように揺らいでいた。

　──これが、俺の望む教師像なのか。

　──いや、教師じゃない。俺はもう教師じゃない。だけど。

　──俺にとっての理想は、何だ。

　──俺の夢は、何だったんだ。

　リエッタは自分の夢を俺に熱く語ってくれた。俺は、あの子に熱く語れるだけの何かを持っていたのか。

　……持っていたはずだ。教師を目指そうと心に決めたあの時は、きっと。

　……持っていたはずだ。教師になったあの頃は、間違いなく。

　そして──。

「持っているんだ。今だって──絶対に！」

　俺は叫んだ。大事なことを思い出した気がした。具体的に言葉にはできないけれど、絶対に変わるはずがない、とても熱い何かを。

「リエッタ、今行く！」

　あの子は学園長室に行くと言っていた。俺は走り出した。
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　俺が学園長室に飛び込んだ時、そこには晴れた午後の日差しが広がっていた。

　星空はなかった。代わりにカーテンが開かれ、応接用のソファにリエッタと、その両親と思おぼしき壮年のエルフが二人。対面には学園長のクラノスが座り、テーブルを挟んで向かい合っていた。

　四人は俺が入ってくるや、驚いたように顔を上げた。……いや、ただ一人、学園長だけは小さくほくそ笑んだようにも見えた。

　それが、俺の言動を見透かしてのことだったかどうかは分からない。とにかく学園長のことは気にせず、俺はリエッタ達のもとに駆け寄ると、勢いに任せて叫んだ。

「待ってくれっ！　この転校、取り消してくれ！」

「な、何だね君はっ！　……人間か？」

　エルフの男が──リエッタの父親が俺の顔を見て、眉をひそめる。同時に母親の方が何かを察して耳打ちした。

「あなた、この人じゃないかしら。さっき校内放送で言ってたのって」

　そう言えばお尋ね者だったな、俺。べつに何も悪いことはしてないけど。

　いや、今はそんなことはどうでもいい。俺は改めてソファの横で姿勢を正す。

「リエッタさんのご両親ですよね？　リエッタさんの転校について、話があります」

「……どうもそのようだな。取り消せ、と言うのかね？」

　リエッタの父親が俺を睨にらんだ。すぐ横で腰を浮かしかけた娘を手で制し、彼は首を横に振った。

「君が誰だか知らないが、これは我が一族の問題だ。人間の、しかも部外者に口を挟まれる筋合いはない。出ていきなさい」

「部外者なんかじゃない！　俺は──」

　もう後戻りする気はなかった。今の俺を突き動かしているものに正当な理由を与えるとすれば、それはただ一つだ。

　だから俺は、そのただ一つの理由を力の限り言い放った。

　俺を構成するただ一つの名前を。誇らしく、信念とともに。

「俺は──いや、私は、この学園の教師です！」

　そう、これでいい。これが俺だ。やっと取り戻せた。

「……先生？」

　リエッタが目を見開き、呟つぶやいた。

　学園長がほんのわずかに息を漏らした。リエッタの両親が顔を見合わせ、訝いぶかしげに俺を見上げた。

「本当かね？　……人間なのにかね？」

「本当です。今日付けで、この学園に就任することになりました」

「学園長、そうなのですか？」

「──ええ。そうね」

　学園長が可お笑かしそうに頷うなずく。俺はその様子を一いち瞥べつしてから、視線をエルフの一家に戻す。

　同時にリエッタが立ち上がった。素早くソファを抜け出した彼女は、そのまま俺の後ろに立ち、両親から目を逸そらした。

「リエッタ──」

　父親が何か言いかける。だが娘の前に立つ俺を見ると、口を一度閉ざし、ゆっくりと腰を上げた。

　娘によく似た、澄んだ青い瞳が俺を捉えた。俺はその瞳を、正面から見つめ返した。

「……君が娘に何を言ったかは知らん。だが、君が教師ならば、わしがこれから言うことは理解できるはずだ」

　それから息を継ぎ、リエッタの父親は俺にこう語った。

「種族には向き不向きというものがある。それに価値観もばらばらだ。例えば、わしらエルフは魔法を得意とし、森の中で自然との調和を求める。しかしドワーフは剛腕を振るい、地下で鉄とともに生きる。……これは、どちらがより素晴らしいかという話ではない。エルフもドワーフも、己の得意とする生き方に従っているだけだ。しかし──そうした生き方の異なる者同士が一つに集まれば、何が起こると思う？」

「……教師としてお答えします」

　俺は一呼吸置き、ゆっくりと答えた。

「学校という場所は、良くも悪くも集団での教育を重んじます。だから生徒一人一人の向き不向きによって、必ず周りに足並みを揃そろえられなくなる子が出てきます。そういう子を、教師によっては落ち零こぼれと見なすこともある。生徒同士の間でいじめの原因になったりもする──」

「そうだ。完璧な答えだよ、君」

　リエッタの父親は、しかめっ面とともに、満足げに頷いた。

「わしも、わしの妻も、母……村の長も、みんなリエッタのことを心配しているのだ。自分の体力のなさに惨めな思いをしていないか。魔力の高さを周りから疎まれていないか。光の子であることを理由に、闇の子にいじめられていないか……。実際わしらはこの学園を調べ、そういったことが過去に何度も起きていることを知っている」

　耳を傾けていた学園長が、静かに目を閉じた。考えるところがあるのかもしれない。

　リエッタの父親はなおも語り続ける。

「エルフにはエルフの学校がある。今からでも遅くはない。リエッタの一度きりの高校生活を、もっと平穏な場所で送らせたい──。それがわしらの総意だ。……確かにわしらエルフは、他の種族に比べて排他的なきらいがある。だがな、すべては仲間や一族を想おもってのことだ。……当たり前だ。我が子が憎くて転校させる親がどこにいる？」

「──なるほど。おっしゃりたいことは理解しました」

　俺は、リエッタの父親が話し終えるのを待って、小さく頷いた。

　……そう。この人の言葉は間違っちゃいない。すべて理屈に適かなっている。だけど──。

　後ろに目を向ける。リエッタの不安そうな目が、俺を見つめている。

　──大丈夫だ、心配するなって。

　俺は心の中で思った。

　なぜなら「理屈」ってのは、世の中に一つきりじゃないんだから。

　俺はリエッタに笑顔を返すと、もう一度父親に向き直った。

「あいにくですが、私の教師としての言葉は、まだ終わってません」

　笑顔のまま、俺は言った。

「……どういう意味だね？」

「確かに、向き不向きを度外視した集団の教育には、大きなハードルがある。そいつは認めましょう。でも──だからこそ、生徒は学校で『学ぶ』んです」

「学ぶ──？」

「そう、学ぶんですよ。自分は何が得意なのか。何が苦手なのか。どんな人が好きで、どんな人が嫌いなのか。苦手なものや嫌いな人と、どう接していけばいいのか。あるいは、上う手まく躱かわすには、どうすればいいのか。……何も、出会ったものすべてをポジティブに受け入れる必要はない。生徒がいろいろな価値観に触れながら、自分自身がどんな存在なのかをより深く知り、自分の生き方を見つけていく──。それが本当の意味で『学ぶ』ってことなんだと、私は思っています。それこそが、学校という場所のよさなのだ──と」

　だからこそ、と俺は続ける。

「だからこそ、この学園は素晴らしい学びの場です。現にリエッタさんは、この学園で自分の夢を見つけましたよ」

　そう言うと俺はリエッタの背中を押し、前に出るよう促した。

　リエッタがおずおずと進み出る。そして、俺に何か言いたそうにしている父親に向かって、首を横に振った。

「私が話すのはここまでです。ここから先はリエッタさんと、もう一度よく話し合ってください……と言いたいところですが、あと一つだけ」

「な、何だね？」

「お父さんが心配されていたこと。リエッタさんがこの学園で辛つらい思いをするんじゃないかっていう、あれです。──心配いりませんよ、私がいますから」

　俺は声高に言った。取り戻したあの自信を、胸に燃やして。

「私は──いや、俺は、完璧ですから！」




　その後のリエッタの懸命な訴えで、ようやく彼女の両親は首を縦に振った。

　ついに転校は回避されたのだ。リエッタはそれが分かった瞬間、パッと晴れやかな笑顔を見せ、すぐ真っ赤になって泣き出し、それからグジャグジャの顔でもう一度笑って、俺の腕にしがみついてきた。

「ありがとう先生！　先生のおかげだよっ？」

「いや、俺の方こそ礼を言うよ。リエッタのおかげで、もう一度教師に復帰する決意ができたんだ。ありがとうな」

　俺は、やっぱり教師でいたい。自分が信じるままに、生徒達と触れ合いながら──。

　リエッタの肩を優しく叩たたきながら、俺はそう思った。

　──そんな時だ。俺とリエッタの身に、ある不思議なことが起こったのは。

「せ、先生、何これ？」

　突然胸元に星のような輝きが灯ともり、戸惑うリエッタ。もちろん俺にも理由なんて分からず、とにかく彼女を落ち着かせようと、手を掲げる。……と、その俺の動きに反応してか、星はリエッタの体を離れ、俺の右手にすっと吸い込まれていった。

「な、何なんだ、今の……？」

「ラーニング・ハート──。驚いたわ。こんな珍しいものが見られるなんてね」

　呟いたのは学園長だった。

「強いて言えば、あなた達二人が絆きずなを結んだ証あかしよ」

　その言葉以外に、特に説明はいらなかった。俺とリエッタは、改めて微笑ほほえんだ。

　そして……別れ際のこと。

「そう言えば、先生はどこの学年を受け持つの？」
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　両親と三人で学園長室を出ていこうとしていたリエッタが、ふと俺に訊たずねた。

　名残なごり惜しそうに見つめられて、俺は少しドキリとする。何となく照れ臭い気持ちになりながら、俺は答えた。

「さあな、そいつはこれから決まると思う。でも──リエッタの学年を受け持つことができたらいいなって、思ってるよ」

「う、うん。……えへへ、私も」

　俺とリエッタは、その場ではにかみながら見つめ合った。傍らで学園長が咳せき払ばらいをしたから、すぐ我に返ったが。

「じゃあな。春休みが終わったら、この学園できっとまた会おうぜ」

「うんっ」

　もう一度晴れやかに言葉を交わし、俺は笑顔でリエッタを見送った。

　今度はきっと手を差し伸ばせる。その喜びを、強く嚙かみ締しめながら。
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　リエッタ達が帰った後、改めて俺は、学園長のクラノスと二人きりになった。

　クラノスは自分の重役椅子に戻るや、鋭い爪を生やした指をパチンと鳴らした。途端に部屋のカーテンが独りでに閉じ、周囲に星々が浮かび上がる。どういうカラクリなのか、それにどういう意図があるのか、俺にはよく分からないが──。

「ふう、お客の相手をするのも疲れるわね。私はこうやって、一人で星を眺めている方が好きだわ」

「教育者としてどうかと思う発言ですね」

「あら、お言葉ね。私は教育者である以前に神官なのよ。大いなる邪神ガゾツフスの御意志のままに──」

　何だかまた危ないことを言い出した。俺がツッコミどころを探っていると、クラノスは星を見上げながら、ゆっくりと、独り言のように語り出した。

「まず、あなたにこの世界のことを教えるわ。あれは今から三十年前──」

　……それは、この異世界レグドラドの歴史だった。

　今の社会の成り立ち。種族同士の関係。人間の立場──。俺はじっと立ち尽くし、まるで未知の神話に触れるような気持ちで、その歴史を耳に刻みつけた。

　話はやがて、この学園のことに移っていった。その中で俺は、今この学園が廃校の危機に晒さらされていることを教えられた。

「私は、この学園をあなたに救ってほしいの。大久いつかさん、……いいえ、イツカ先生」

　そんなクラノスの言葉に、俺は「はい」と迷いなく頷うなずいた。

　クラノスは嬉うれしそうに──本当に嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　そしてもう一つ、ある説明を、俺にした。

　ラーニング・ハート──。さっき俺とリエッタとの間に起きた、不思議な現象のことだ。

　クラノスの説明によれば、あれは俺が異世界に来た際に身に着けた、特殊な力らしい。

　このような異能化は、決して珍しいことではないという。ある物体を法則の異なる世界に転送すると、転送先の法則に順応するために、一部の情報が書き換えられる──という理屈のようだ。よくは分からないが、例えば異世界からの手紙が別の世界の人間に読めてしまったりするのも、そういう作用によるものだという。

　ただ、この異能化理論によって俺が身に着けてしまったラーニング・ハートという力は、こっちの世界でも、すこぶるレアな能力だ──とのことだ。

「イツカ先生、あなたは今日、ラーニング・ハートによって、一つ目の輝きを手に入れたわ。心が通じ合った相手の能力を自身に宿し、行使する──。それがあなたの力よ」

　心が通じ合った──か。

　俺は目を閉じ、自分の体の中に灯る小さな輝きを感じた。俺がこの世界で初めて結んだ絆は、温かさとともに俺の心を、淡く、優しく照らしていた。

「そしてその輝きこそが、学園を救う鍵となる。あなたとリエッタとの出会いは、決して偶然ではない。言うなれば、大いなる試練の始まり──。イツカ先生、あなたのその力で、すべての輝きを集めなさい。あなたが受け持つクラスの、残るすべての輝きを」

「俺が受け持つクラスの、残るすべて……。じゃ、じゃあ？」

「ええ。三年☆組──。新年度からリエッタも所属するクラスよ」

「ありがとうございます！」

　リエッタとまた会える。新しいクラスで。今度は担任と教え子として。

　喜びが胸の中に溢あふれてくる。同時に俺は、こんなことを想った。

（──一年後。そう、一年後の卒業式の日を、リエッタや☆組のみんなと迎えたい。それができた時、俺はきっと元の世界でもう一度、教師としての道を歩き出せる……）

　あの苦い記憶は──生徒の前から逃げてしまったあの過去は、俺の背負った罪だ。そいつはまだ、決して消えたわけじゃない。

　だから今度こそ、卒業の日を目指して。

「よろしくお願いね、イツカ先生」

　クラノスの声に頷きながら、俺はリエッタの光を受け止めた右手を、力強く握り締めた。




　……と、ここで終わっておけばよかったんだけどな。

「ああ、そうそう、大事なことを忘れていたわ。イツカ先生、あなたが以前教師を辞めた理由について、私はもちろんお見通しなのだけど──」

「な、何ですかいきなりっ？」

「……何だかあなたとリエッタを見ていると、いずれ同じ過ちを犯しそうで、いささか不安だわ」

「そ、そんなことはないっすよ！　俺はあくまで教師としてですねっ」

「それに──分かっていると思うけど、人間のままで教師になるのは無理よ？」

「……え？」

「これからイツカ先生には別の種族の姿になってもらうわ。誰にも人間だとバレないように。生徒にも、他の先生方にもね？　それに、女子生徒と絶対に間違いを犯せないような姿といえば──そうね。やっぱりアレしかないわね」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　いったい何にするつもりなんだよ！」

　したり顔で頷くクラノスに、俺は慌てて叫んだ。

　だがクラノスはまったく意に介さず、低い声で何やらブツブツと唱え始める。

「──邪神官クラノスの名のもとに請う。大いなる邪神ガゾツフスよ、我に力を与えたまえ。この人間に仮初の皮を授け、周りの目を欺かん──」

　そして……俺は見た。壁を埋める星空の彼方かなたから、無数の頭を持った怪物が、こちらに向かってゆっくりと迫ってくるのを。無数の赤い眼球が俺を見つめるのを。無数の口から紫色の異様な煙を吐きかけてくるのを。

　俺は悲鳴とともに意識を失った……。そして目が覚めたら──。

　ああ、オークになっていたさ！　何てこった。
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　それから数週間が経たった。

　春休みが終わり、新年度が巡ってきた。

　始業式の日。それは生徒だけでなく、俺にとっても大きな始まりの日だった。

　朝、クラノスに連れられて職員室へ行き、同僚達への挨拶を済ませた。それから予鈴の鳴り終えた廊下を、逸はやる気持ちを抑えながら、三年☆組の教室へと向かった。

　あの日──初めてこの学園に来てしまった時も、俺はあの教室に足を踏み入れた。あそこで自分が担任として教壇に立つ姿を想像したのは……もしかしたら、今日という日を予感していたからかもしれない。

「──リエッタ、みんな、今行くからな！」

　小さく呟つぶやき、教室の前に立った。

　ドアを隔てているにもかかわらず、中から生徒達の爽やかな緊張感が伝わってくる気がする。俺は一つ深呼吸して、新しい出会いと、素敵な再会の瞬間に胸を高鳴らせながら、勢いよくドアを開いた。

　そして──。




「へ……変質者っ！」

「……え？」

「変質者っ！　オークっ！　女子校にオークっ！　いやぁぁぁぁっ！」

「……え？　え？」

「目的は下着？　盗撮？　はっ、まさか……私がエルフだからさらいにきたのねっ？」

「……え？　え？　え？」

「させるかっ！　変態オークは滅ぼすのみっ！　くらえっ、究極魔法、メテオ・インフェルノっ！」
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「うぉぉぉぉぉっ？」

　オークになった俺の姿に錯乱したリエッタは、容赦なく攻撃魔法をぶっぱなしてきた。教室の天井に魔法陣が現れ、そこから召喚された無数の流星が、俺を丸焦げ叉チヤー焼シユーにせんと、威勢よく降り注いだ。

　俺はとっさに右手を掲げた。あれから何度か練習しておいた防御魔法が、さっそく頭上に展開して、リエッタの攻撃をどうにか跳はね除のけた。

「……おいおい、君は初日からやんちゃが過ぎるぞ？」

「ま、まさかそれって、光の防御魔法、シャイニング・アイギス？　でも魔力のないオークがどうやって？」

　予想だにしなかった力を前に、リエッタが度肝を抜かれる。他の生徒達も──見覚えのある子も何人か混じっているが──みんな、ピンピンした俺を啞あ然ぜんと見つめている。

（……こいつはリエッタの能力なんだけどな。まあいいか。正体はバラすなってのが、学園長からのお達しだし──）

　俺は苦笑しながら適当に誤魔化し、改めてみんなに向かって、自己紹介をした。

「俺はイツカ。今日からこの三年☆組の担任になった。みんな、よろしくなっ！」







[image: 放課後　オーク先生のささやかな失態]

　例のビキニアーマー騒動があった夜、俺はこの世界に来た日のことを思い出していた。

　初めての異世界で追いかけ回されたこと。リエッタとの出会い。思い出した夢。再び歩き始めた、教師の道──。あれから数ヶ月しか経ってないのに、妙に懐かしい。

　そして……改めて俺は、リエッタに噓うそをついていることに罪悪感を覚える。

　身体測定の日に、俺があの子の前で披露した、数々の魔法──。あれはべつに、俺自身の能力ってわけじゃない。俺の特殊な力は、あくまで一つきりだ。

　あの魔法は、もっと早くに──この世界であの子と初めて出会った時に、俺に宿ったものだ。

　だけど俺は、リエッタにそれを言い出せない。なぜなら、自分が人間だと明かしてしまうことになるから……ってのは充分な答えじゃないだろう。

　正確な理由は、たぶん少し違う。

「……ごめんな、リエッタ。俺はまだ、克服しきれてないんだ」

　記憶を辿たどりながら、俺はひとり呟いた。

　──先生、好きだよ？

　──先生は私のこと、好き？

　かつて一人の生徒から言われたあの言葉が、今も耳に焼きついている。絶対に踏み入れてはならない領域に踏み入れることになった、あの言葉が。

　リエッタが人間としての俺に特別な感情を抱いているのかどうか、それは分からない。それに少なくとも俺は、あくまでリエッタを生徒として見ているつもりだ。……しかしほんの些さ細さいなきっかけさえあれば、すべては狂う。その現実を、俺はよく知っている。

　だから……よかったのかもしれないな。俺は、オークになって。

　そう思った時、俺はふと、あの身体測定の日にリエッタが呟いた言葉を思い出した。

　──それに、私が本当に心を許した先生は、一人だけなんだから。

　あの言葉を、どう受け止めるべきか。今すぐに結論を出すのは、やはり少し恐い。

　だから──どうやら俺がリエッタに正体を明かせるのは、まだ先の話になりそうだ。




「三年☆組、生徒十七名。内、今現在心を繫つなげたのは五名──。短期間のうちに、なかなか上出来ね」

　五月の終わり頃、昼休みに学園長のクラノスに呼び出された俺は、中間報告を終えた後、ひとまず彼女の満足げな言葉を聞くことができた。

「実際は人数の問題ではないけど、それでもほぼ三分の一と考えれば、希望はあるわ」

「俺もそう思います。ただ──まだハードルの高い生徒はいますよ」

　新年度が始まって二箇月。俺の前に顔を見せていない生徒は、まだいる。それに、ずっと留年を続けている生徒の心配もある。

　決して気を抜くことはできない。もちろん気を抜くつもりもない。

「改めて、期待しているわ。ああ、それと──」

　クラノスはそこでふと言葉を切り、俺に言った。

「期末試験の後、夏休みの頭に修学旅行があるわ。こちらも、よろしく」

　楽しんでらっしゃい、という言葉はない。教師にとって、生徒を引き連れての旅は、どうしたって張り詰めたものになる。

　俺は頷うなずき、それから二、三言葉を交わして、学園長室を後にした。

　……修学旅行か。それまでに☆組を全員揃そろえることができるだろうか。

　揃えたい──と俺は思う。教師にとっては張り詰める修学旅行も、生徒にとっては楽しい思い出だ。そこにみんなの笑顔が揃うのなら、俺はいくらだって頑張れる。

　──俺は、三年☆組の担任なんだから。

「ちょっと教室に顔を出すかな」

　何だかみんなの顔が無性に見たくなった。俺は購買で売れ残りの軽食を買い、その足で☆組の教室に向かった。

　ドアの前に立つと、中から生徒達のはしゃぐ声が聞こえてきた。ずいぶん賑にぎやかだな。

「──よくもやったわねリエッタ、今度はこっちの番よっ！」

「ふふん、ドムちゃんにやられる私じゃないよっ」

「……と見せかけてマーガレットに！」

「な、何をするっ！　クッ、殺せ！」

「ああっ、マーガレットちゃんが……。あ、あの、ごめんなさいっ！　えいっ！」

「ひぃっ、モルにやられたっ？」

「あーあ、ドムちゃん、後ろががら空きじゃん」

「何をリエッタ、今度こそ、くらえっ！」

「きゃぁっ！　だめだってばぁっ！」

　……なあ、みんないったい何やってんだよ。

　まさか喧けん嘩かか？　それとも何か危険な格闘技大会でも始まったか？　……って、男子校じゃあるまいしな。

「おーい、何の騒ぎだ？」

　俺は少し心配になって、ドアをガラリと開けた。

　その途端──生徒達の凍りついた視線が、いっせいに俺を貫いた。

　同時に俺の目には、とんでもない光景が飛び込んでいた。

　リエッタのスカートを引っ張り上げているゴドム。スカートを押さえきれずにピンクのパンツを覗のぞかせているリエッタ。一方でゴドムのスカートを摘つまんで、太ふと腿もものチラリズムを演出しているモルモア。その後ろで、見事にスカートを足首まで引きずり降ろされて、純白のパンツ丸出しでへたり込んでいるマーガレット──。

「こ、こ、これはいったい……？」

　……そ、そう言えば前に、女子校で担任をやっている先生から聞いたことがある。女子校の生徒は時々ふざけてお互いにスカートをめくり合うという、実にけしからん遊びに興じることがある、と。

　でもってそれをうっかり男性教師の前でやってしまい、恥ずかしい思いをすることがある、と──。

「ちょ、先生！　何で昼休み中に入ってきてんのっ！」

　さっそく悲鳴を上げるゴドム。

「あ、あの、ふざけててごめんなさいっ！　私も責任取って、み、見せます……」

　なぜか責任を感じて、自分のスカートをめくり上げようとするモルモア。

「や、やめろモルっ！　おいそこ、見るなっ！　許さんぞ貴様っ！」

　自分のパンツを片手で隠しながら、もう片方の手で剣を抜くマーガレット。

　そして──。

「ひゃぁっ！　み、見ないでよ、この変態オーク！　もう絶対許さないんだからっ！　くらえっ、究極魔法、メテオ・インフェルノ・アルティメット・ファイナルっ！」

「ぶひぃぃぃぃっ？」

　リエッタが迷わず攻撃魔法をぶっ放す。俺の悲鳴が教室に響く──。

　三年☆組の昼休みは、今日も賑やかに過ぎていくのだった。










　あとがき







　こんにちは、東あずまです。このたびは『オーク先生のＪＫハーレムにようこそ！』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　何やらすごいタイトルですみません。僕の本のタイトルは、すべて編集部の方々が相談して考えているので、僕の知ったこっちゃありません。アッハッハ。

　ちなみに僕の方で考えていた初期のタイトル案は、『ＢＴＯ──ブタティーチャー・オーク』でした。そのタイトルもどうなんだって話ですが、まあそれはともかく。




　さて本作は、オーク先生が女子校で大活躍する学園教師ドラマに加えて、女の子同士の美少女四コマ的なワチャワチャが楽しめ、しかもジャンルが異世界ファンタジーという、一粒で三度美お味いしい作品になっております。

　オークが主人公なので、ヒロインはもちろんエルフです。しかし本作の舞台は異種族共学校。だからエルフだけでなく、他にも様々な種族の女の子達が集っています。

　エルフとの掛け合い役にはもちろん、ドワーフ。

　エロネタを一手に引き受けてくれる、サキュバス。

　ネコミミ担当、ケットシー。イヌミミ担当、コボルト。

　これがいなくちゃ始まらない、魔王。

　そして、やっぱり魔王と並んで欠かせない、「あのキャラ」……などなど。

　今回は未登場だった子も含めて、その数は総勢十七名。もちろんクラス名簿も作りました。昔作った某一年乙組の名簿よりも人数が少ないので、割かし楽でした。

　それに何より、こういう「一クラス丸ごと異世界ファンタジーキャラ」というネタは、デビュー以前からずっと書いてみたいと思っていたので、今回ようやくそれを叶かなえることができて、嬉うれしかったです。

　ちなみに一番のこだわりキャラは、スライムのゲルです。擬人化されたスライムというのは、だいたい「半透明で流動体の女の子」になりがちなので、敢あえてそのパターンを外してみました。皮一枚で人間に化けたモンスター……というと少々ホラーっぽいですが、むしろ普段の僕がホラー脳だからこそ生まれた萌もえキャラだと思います。自画自賛。




　そんな賑にぎやかな異世界ＪＫを愛めでる傍ら、一方で本作は、「理想の教師像」というものを僕なりに考えた作品でもあります。

　もっとも、「主人公のイツカこそが理想の教師である」と言うつもりは、まったくありません。彼は設定上は「完璧」ですが、それでも純粋に一人の人間として見れば、まだまだいくつもの欠点を抱えています。

　だから──僕が抱く理想の教師像は、イツカそのものではなく、彼の言動の端々に散りばめてあります。

　ふとした瞬間にそれを読み取っていただけましたら、幸いです。




　最後になりましたが、恒例の謝辞をば。

　世界観の的確な考察とともに、それを見事にキャラクターデザインに盛り込んでくださった、イラスト担当のイセ川がわヤスタカ様。

　お世話になった旧担当のＯ様と、これからお世話になる新担当の、もう一人のＯ様。

　そして何より、この本に興味を持ってくださった、読者の皆様──。

　ありがとうございます！　また三年☆組の教室でお会いしましょう！





東　亮りよう太た　　



















カバー・口絵・本文イラスト／イセ川ヤスタカ

カバーデザイン／coil

口絵・本文デザイン／世古口敦志（coil）












オーク先せん生せいのＪジエーＫケーハーレムにようこそ！








東あずま 亮りよう太た
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